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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１







　涼すず風かぜというには、冷たすぎる風が吹ふいている十月初しよ旬じゆんの深夜、低い車高と流線型の赤いボディの車が住宅街を走っていた。その車はいわゆる国産車のスポーツカータイプの中でも特に人気が高い車種だったが、既すでにメーカーでの生産は終しゆう了りようされている。その最終モデルの限定車だった。


　運転席に収まっている青年は、あからさまに起き抜ぬけであることをとりつくろうつもりもないのか、やや伸のびぎみの赤茶けた髪かみは、少しも整えられた様子がなかった。おまけに自分自身でも邪じや魔まに感じているのか、前髪は信号の合間などに時折搔かき上げているせいで、さらに乱れっぱなしになっている。何かを堪こらえるように、口をついて出そうになる溜ため息を何度も押し殺していたが、結局それは盛せい大だいにこぼれ落ちてしまう。


　だが、その奥にある鳶とび色いろの瞳ひとみだけは、その意志の強さを表すように、まっすぐ前を見つめていた。


　そんな様子でハンドルを握にぎっている杉すぎ崎さき藤とう也やは、この夏に免めん許きよを取ったばかりだ。


　初夏に売り言葉に買い言葉で引き受けてしまった厄やつ介かい事ごとのおかげで、破格のバイト料が手に入ったため、それならば取れるうちに取っておこうと、頑がん張ばって学科講習や技能講習を詰つめ込むだけ詰め込んで一ヶ月ほどで取得した。それ以来度たび々たび、助手席に座っているトップモデル『ショウ』こと芹せり沢ざわ将まさ臣おみのために運転手をしている。


　信号が赤に変わったのをいいことに、藤也はちらりと隣となりに視線を遣やった。


　将臣は優ゆう雅がな仕草で煙草たばこをくゆらせていた。モデルをしているだけあって、綺き麗れいな指先が煙草を持っているだけだというのに、それだけで様になっている。毛先に向かって明るく色が抜かれている髪、蒼あおいカラーコンタクトの入った瞳、そして造作の整った顔立ちは、ある種の近寄りがたさを醸かもし出している。


　そのうえ今は座っているのでぱっと一いち瞥べつしただけではわからないが、百九十センチを軽く超こす長身で、頭部が小さくてバランスのいい体格をしている。脚あしも長く、今にもダッシュボードに膝ひざをぶつけるのではないかと藤也は変な心配をしていた。


　───やっぱりかっこいいよなあ……。なのに、なんでオレなんかにこだわるんだ？


　藤也はふっとこの半年くらいのことを思い返した。


　大学の合格も決まり、あとは高校の卒業式を残すだけという春休みに将臣と出会った。


　はっきり言って強ごう姦かんまがいだった出会いは最悪だったし、その後も肉体関係だけが済なし崩くずしに続いているというような気がしないでもない。


　だが、それ以来藤也の人生は大きく変わってしまった。


　男とセックスするということ、『特別』であることにこだわること、もしかしたら初めて『恋れん愛あい』をしているのかもしれないこと。どれもこれも藤也にとって初めてづくしなのだが、それらすべては将臣がもたらしたものだ。


　何度か、将臣から離はなれる機会があったと思う。それでも離れることができなかったのは、無意識のうちに恋愛を自覚していたためだろうか。


『好きだ』とも『愛している』とも言われたことはない。ただ『特別だ』と『自分のモノだ』と言われているだけだ。他ほかに『特別』がいない『ただ一つの特別』ならばそれでもいい、と納なつ得とくはしている。しかし、将臣を恋こい人びとだとはっきりと言えないのは、ちゃんと自分が納得できる言葉がもらえていないからだ。


　───することはしてるっていってもなあ。こいつの場合、昔が昔だからな。


　将臣が不特定多数のセックスフレンドを持っていたのを藤也は知っている。今はいないようだが、携けい帯たいに登録されていた女たちの数だけ、付き合いがあったはずだ。


　セックスするときの将臣の身体からだの熱さ、耳みみ許もとを掠かすめる欲望をにじませた吐と息いき、肌はだの上を滑すべるように撫なでていく指先、こもる熱さえ奪うばい取るように絡からめられる舌、人目にさらされることなど考えもしなかった場所に感じる劣れつ情じよう───。


　そのときのことを思い出して血が上った頰ほおを隠かくすように、藤也は窓の外へと顔を向けた。ゆっくりと息を吐はいて気を落ち着けようとする。だが、セックスするときの将臣の仕草を自分だけが知っているわけではないと思い当たり、鳶色の瞳を伏ふせる。


　───だーっ。もう、今いま更さらそんなこと気にしても仕方ないしっ。


　軽く頭を一ひと振ふりするとクラッチを戻もどしながらアクセルを踏ふみ込み、信号が青に変わるタイミングに合わせて車を発進させた。最初は随ずい分ぶん手間取っていたクラッチ操作も、今ではだいぶましになってきたが、まだ将臣が運転するよりも幾いくらか手間取る。それでもあえてこの操作の面めん倒どうなマニュアル車に乗っているのは、わざわざ将臣が買ったからだ。


　免許を取ったときに、もともと将臣が乗っていたフェラーリに乗るかと言われたのだが、そんな怖こわいことはできないと言ったら、この車を藤也のために買ってきたのだ。それ以来、将臣は自分で運転するのが面倒なときや、今日みたいに飲みに行くときはこの車で行き、帰りに藤也を呼びつける。


　これもバイトの一いつ環かんだと割り切っているのだが、呼びつけられる回数がだんだん増えてきているような気がしてならない。そのことを指し摘てきしても、以前『酒を飲むなら運転するな』と言ったことを引き合いに出してくるのだから、藤也としては呼び出しに応じるしかない。


　しかも何回かに一回はタクシーで帰れと突つっぱねると、次の日にはあからさまに機き嫌げんが悪くなっている。そこでまたちょっと扱あつかいを間ま違ちがえると、手て酷ひどいお仕置きが待っているのだ。


　そのときのことを思い出し眉み間けんに皺しわを寄せながら、もう一度将臣に視線を遣ってみたが、相変わらず無表情に紫し煙えんを吐き出していた。


　迎むかえに行くといっても店の前まで行くわけではないので、誰だれと飲んでいたのか、どれくらい飲んだのかはわからない。実際、今も見た限りでは飲んでいるようには見えなかった。もしかしなくても甘やかしているのかという気にならなくもないが、呼び出されてそれに応じてしまう自分が悪いのだろう。


　───こんなんを惚ほれた弱みとか言わないよなあ。


　そんなことを考えてしまった、自分の思考に乾かわいた笑えみを浮うかべそうになる。と、視界の隅すみで、将臣がわずかに上体を起こし短くなった煙草を灰皿に押しつけるのが見えた。特にその仕草を意識はしていなかったが、その腕うでがつっと伸びて太ふと股ももに置かれた瞬しゆん間かん、藤也の心臓は跳はね上がった。


　心構えができているときは平気だが、こういった無防備なときに触さわられると、藤也はどうしていいのかわからなくなる。その結果───。


「手え、どけろよ。運転すんのに邪魔だろ。オレはおまえと事故るつもりなんざねえ」


「これくらいでか？」


「邪魔なもんは邪魔。とっととどけろ」


　内心の動どう揺ようを隠そうとして、必要以上にぶっきらぼうな口調になってしまう。それでも将臣の手は離れていかず、すっと腰こし骨ぼねに向かって撫で上げられていく。ひくりと足に力が入るのが自分でも感じられて、藤也は眉間に皺を寄せる。


　将臣の手がするりとカットソーの中に入り込もうとする。また信号が変わり車を停とめると、そのまま先へ進んでいきそうな悪戯いたずらな手を振ふり払はらった。


「将臣っ。いい加減にしろっ」


「つれないな」


　からかっていたのだとすぐにわかるように口許を歪ゆがめ、くつくつと笑っている将臣を、藤也は睨にらみつけた。


　こういうときに藤也は混乱する。自分が将臣に対して恋愛感情を持っているという自覚はある。だが、将臣は自分に対してそれを持っていないのではないかと考えてしまうのだ。だから、素す直なおに『好きだ』とも言えないし、言いたくもない。


　勢いよく前を向くと口唇くちびるを嚙かみしめ、黙もく々もくと車を走らせ始める。あと数分もすれば将臣のマンションに帰り着く。そのことに少しばかり安あん堵どする。


　───ぜってえ、家に帰ってやるっ。


　明日は日曜なのでこのまま泊とまっていってもいいと思っていたが、今の将臣の態度でその考えはなえてしまった。藤也が望んでいるのはあくまでも対等な恋愛関係であって、一方的に嬲なぶられることでも、一方的に想おもいを募つのらせているだけの状態でもない。


　深夜のせいか、車は信号に引っかかることもなくマンションの駐ちゆう車しや場じように辿たどり着く。藤也は大して手間取らずに、車を将臣がいつも乗っているフェラーリの隣に停とめると、早々に降りて将臣を待たずに出口へ向かって歩き出した。


　ここで留とどまる素そ振ぶりを見せると有う無むを言わさずに部屋に連れ込まれてしまう。その前に逃にげ出さなければならない。


　だが、それは既すでに遅おそかったようだ。足早に立ち去ろうとした藤也の腕は呆あつ気けなく将臣に摑つかまえられた。それでも目を合わせようとしなかったのは、藤也の精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだ。


「もう遅い。泊まっていけばいいだろう？」


「嫌いやだ」


「嫌、ね……」


　ひっそりと漏もらされた低い声に、藤也は瞬しゆん時じに顔を上げる。


　蒼あおいカラーコンタクトの入った瞳ひとみが細められていた。口の端はしも微かすかに持ち上がっている。逃げられないことを悟さとり、こくりと藤也の喉のどが小さく上下した。


「明日は午後から仕事だ。それまではゆっくりできる」


「───どう、ゆっくりするつもりだよ」


「わかってて訊きくのか？」


　酷こく薄はくそうに口許だけで笑われ、藤也の身体に震ふるえが走る。度が過ぎて、苦痛すら感じるような快楽の予感と、それに流されてしまうであろう自分に対する怯おびえが入り交じって、訳がわからなくなりそうだ。


「来い」


　逃げようと思えば逃げられたのかもしれないが、結局強ごう引いんに引きずられてしまう。エレベーターに連れ込まれ、すぐさま壁かべに身体を押しつけられる。文句を言う前に口唇は塞ふさがれた。煙草たばこの苦みに混じり、微かすかにアルコールの味が口こう腔こう内に広がっていく。


　エレベーター特有の浮ふ遊ゆう感かんが、足許から藤也を襲おそう。それに気を取られているうちに、将臣の舌先が歯列を割り、口腔内を我が物顔で蹂じゆう躙りんし始めていた。上うわ顎あごを掠め奥へ逃げるように隠れていた舌が搦からめ捕とられ、ゆっくりと表に引き出されていく。


　吐と息いきすら余さず掠め取られる息苦しさに、摑まれた手首を自由にしようと頑がん張ばってみるが、歴然とした力の差に拳こぶしを握にぎりしめるしかなかった。


「───っはあ」


　ようやく解放され、大きく息を吐き出す。肩かたで息をついているのが妙みように恥はずかしく思えるのは、濃のう厚こうすぎる口くち接づけに明らかな快楽を感じたからだ。上下する肩にずしりとした重力がかかり、エレベーターが最上階に着いたことを知る。


　強こわ張ばっていた身体をどうにか動かして、藤也は身体を支えようとしていた将臣の手を振り払った。口接け一つで容易たやすく陥かん落らくしてしまったことを知られるのは嫌だったし、唐とう突とつなキスへの意い趣しゆ返がえしでもあった。


　靴くつを脱ぬぐと、真っ先にリビングでもなく、バスルームでもなく、寝しん室しつに連れ込まれてしまう。人気のなかった部屋はどこか寒く、ベッドに押し倒たおされてカットソーをめくり上げられた素す肌はだに外気が触ふれると鳥とり肌はだが立った。


「エアコンくらいつけろよ」


「───すぐに暑くなる。黙だまってろ」


　藤也の抗こう議ぎは一言の下もとに切り捨てられ、将臣の手は迷うことなく服を脱がせていく。セックスをするときに藤也が自分から服を脱ぐことは滅めつ多たにない。羞しゆう恥ち心しんが先に立ってしまうのでどうしてもできないのだ。もっとも逡しゆん巡じゆんする間もなく、痺しびれを切らした将臣に裸はだかに剝むかれてしまうせいもあるが。


　されるがままに、どんどんと露あらわになる肌はだはわずかな感かん触しよくにも敏びん感かんになっていき、空気の動きにすらもざわめいていく。


　すべてを脱がされた後に聞こえてくる衣きぬ擦ずれの音に、さらに藤也は居たたまれない気持ちにさせられる。これから自分の身体からだに何が起こるのかわかりきっているから、ベッドの上で大人おとなしく待っている自分が恥ずかしい。将臣のもたらす快楽に溺おぼれたわけではない。でも、それを気持ちいいと思っていることも事実だから、たちが悪いのだ。


　冷えた肌に温かい肌が触れる。指先が耳みみ許もとから顎あごを通り鎖さ骨こつへと、ラインを確かめるように優やさしく這はわされる。辿られた皮ひ膚ふがそこだけ灼やけたように熱い。ただ触れているだけの指先から、少量ずつ快感を擦なすり込まれているような錯さつ覚かくに陥おちいる。


　鎖骨に留まっていた指先が滑すべり落ち、ぽつりと淡あわく色を添そえている胸の飾かざりに触れた。身体が小さく震えたことを隠かくすために、手の中のシーツを握り込む。


　───……ちくしょうっ。


　馴ならされた肢し体たいは簡単に快楽を享きよう受じゆしてしまい、藤也自身の意思に反して反応してしまうのが悔くやしい。しかもそんな藤也の思考が将臣をさらに喜ばせているとは、本人は気がついてもいない。だから、くつりと笑われて、藤也はますますきつくシーツを握りしめる。


　緩ゆるく潰つぶされ幾いく度どか擦こすられただけで硬かたく凝こごり始めたそこを離はなれて、長い指は肋ろつ骨こつを確かめるようにしながら段々と下降していく。降りていくうちに指先だけだった愛あい撫ぶは、面積を広げ手の平全体でさするように腰こしを覆おおっていた。


　粟あわ立だつ肌が、寒さのためなのか少しだけ熱くなった吐と息いきのせいなのか、藤也には区別がつかない。将臣の空いていた左手が膝ひざを摑み、脚あしを広げさせられる。局部を無防備に晒さらすその体勢に思わず閉じようとした膝は、一瞬のところで割り込まれた脚のせいで果たせないまま終わった。


　さらさらとした髪かみが肌の上を流れ落ち、耳みみ朶たぶに熱い吐息を感じた。軽く耳じ殻かくを嚙まれて囁ささやくように言葉を掛かけられる。


「相変わらずだな。何度抱だかれたと思っている？」


「知るわけないだろ……っ」


　からかうような口調で自分を蹂躙しようとしている男の顔を鳶とび色いろの瞳で睨みつける。恥ずかしさよりも反発を感じてしまうのが藤也の性格だ。きっと目つきを鋭するどくさせた藤也の視線の先で、将臣はにぃっと口の端はしを持ち上げた。


「そろそろ、いろいろと覚えて欲しいモノだな───」


「───誰だれが……っ」


　蒼あおい瞳が眇すがめられるのを見て、藤也は一瞬息を詰つめたあと反射的に言い返していた。藤也の警けい戒かい心しんをわざと煽あおっているのかと疑いたくなるほど、不ふ穏おんな気配を漂ただよわせた笑い方だった。だが、それでも将臣の笑えみは変わらず、余計に悔しい思いをする。


　将臣の舌が、指先が辿ったラインをなぞるようにおりていき、浮うき出た鎖骨を甘嚙みしていく。鼻先を色の抜ぬけた髪に掠かすめられくすぐったさに身を捩よじると、腰の辺りを彷徨さまよっていた右手が膝に掛かり力任せに腰を浮かせられて、ベッドと腰の間に将臣の膝が割り込んできた。


　いつもは勝ち気な目が、不安定な状態に怯えたような色を、その鳶色の瞳に浮かべる。だが、胸に顔を伏ふせている将臣にはその表情は見えていない。


　湿しめった感触が小さな突とつ起きにぶつかり、それが舐なめられ始めた途と端たん、藤也の口から高い声が漏れた。


「やめ───っ。……っああっ」


　身体が跳はね上がろうとするが覆い被かぶさる男のそれに阻はばまれ、身体の奥に湧わき起こった熱も抑おさえ込まれる。両脚の間に将臣の腰を挟はさみ込まされて逃げ道は完全に塞ふさがれてしまう。四し肢しはぴくぴくと痙けい攣れんして、その肢体が勝手に快楽を享受し始めていることを、のし掛かる蹂躙者に伝えてしまっていた。


　───……っんで……っ。これ、くらいのことで……っ。


　ダイレクトに煽られたわけでもないのに、だんだんと快楽に侵しん食しよくされていく身体が恨うらめしくなる。肉体と精神とが別物のようで、持て余してしまうのが悔しくて、こぼれ落ちそうになる嬌きよう声せいを漏らすまいと口唇くちびるを嚙かみしめた。


「まずは、素す直なおになることが先か───？」


　喉の奥にこもる笑い声でそう言われ、熱に浮かされ上気した頰ほおがより赤く染まった。


「う、るさいっ」


　将臣に───男に組み敷しかれているということでさえ、複雑な感情をどうにか抑え込んでいるような状態だというのに、こんな女のような甘い声を自分が出しているのかと思うと、屈くつ辱じよくよりも羞恥心が勝ってしまう。


　───そんなものっ、誰が言いなりになるか……っ。


　上がる息に舌が回らず口で反発するかわりに、藤也は顔を背そむけた。


　そんな子供じみた仕草に、将臣の笑みが深くなったのは見ないでもわかる。ぎしりとベッドの軋きしむ音がして空気が動いて、サイドテーブルの開けられる音がした。


　その音が何を示すのかわからないほど馬ば鹿かではない。首を竦すくめるように身体を強張らせわずかに身み動じろぐと、逃にがさないとでもいうように将臣が身体全体を使って藤也を押さえつけてくる。


「ひゃ……っ」


　ひんやりとした感触が秘処にあてがわれ一瞬息を呑のんだ。幾度も貫つらぬかれたことのあるそこは、いとも簡単にジェルにまみれた指を呑み込んでしまう。


「んっ───」


　身体の奥にこもった熱は容易くジェルを溶とかして、侵しん入にゆう者しやの動きを許してしまう。くちゅくちゅと濡ぬれた音を立て出入りする長い指にむず痒がゆさを感じて、藤也は思わずそこに力を込こめた。初めは一本だった異物が、解ほぐれていく秘処に合わせて増やされていった。


　指先が鉤かぎ状に曲がり内ない壁へきを軽く引っ搔かくように刺し激げきされると、藤也の腰が跳ね上がる。ただでさえ愛撫といえないような接せつ触しよくだけで微かすかに勃たち上がっていた雄おすが、先走りの透とう明めいな滴しずくをこぼしながら将臣の下腹部を掠める。


「や、ああ───っ」


　一度も刺激されなかったからか、触れただけだというのにより強い快楽を感じてしまった。


「本当に、身体の方は素直だというのにな───」


　うっすらと浮かんだ口許の笑みに、藤也はもう何も反応を返せない。狭せまい秘処の内部を広げようと、ばらばらに動かされる三本の指に翻ほん弄ろうされているのだ。その刺激につられて身体を動かす度たびに将臣の身体に雄をこすりつけてしまい、より一層快楽が増していく。


　寄せては返す波のように消える気配のない快感に呑まれ、決してこぼすまいとしていた高く甘い声が止やむことなく喉のどをついて出てくる。あと一押しの刺激で達いくことができるのに、決定的な刺激がなくもどかしくて身を捩る。


「もう少し、待て……」


　快感に上擦った声と浅く繰くり返される呼吸で、失しつ墜ついが近いことを将臣に悟さとられ、一気に指を引き抜かれた。


「んぁ───」


　何かを言う間もなく物欲しそうにひくつく秘処には、焼け付くように熱い漲みなぎりがあてがわれた。呼吸をするように緩く収縮を繰り返すその動きに合わせて、ぐずりと雄が侵入してくる。狭い入り口をこじ開ける雄が熱く、ぎしぎしと軋みながら内側から侵食されていくようだった。


　だが、異物はちょうど前ぜん立りつ腺せんを掠める位置で留とどまり、わずかな振しん動どうを与あたえるだけだ。だがその振動は、それだけで藤也の口から高い音を吐はき出させる。


「あ、あ……んっ。───っあ」


　入り口からわずかに潜くぐっただけでそれ以上は奥へ進もうとしない雄を、自ら取り込もうとするかのように内壁が蠢うごめいた。その貪どん欲よくな蠕ぜん動どうに将臣はうっすらと酷こく薄はくな笑みをはくが、藤也は許容量を超こえてしまいそうな快感に翻弄されていて、その笑みに気がつけなかった。


「そうだ───。最初から素直に声を上げていれば良かったものを」


　一番奥深いところへと導こうとする内壁の動きに逆らわず、将臣の欲望が一気に抉えぐり取る。


「……ゃあ───あ……っ」


　一ひと際きわ甘く、熱のこもった声を上げて藤也は果てた。雄への直接的な刺激がなかったにもかかわらず、呆あつ気けなく達いってしまったことにすら気がついていない。そのうえ、上り詰めて剝むき出しになった神経は、またすぐに快楽に煽られていく。貫かれたまま揺ゆさぶられると、達ったばかりの雄がひくりと反応した。


「くぅ……。ん」


　鼻に掛かった声が暗い室内に響ひびいている。藤也は絶え間なく押し寄せる甘い毒を遮さえぎろうと、腰を押さえ込んでいる将臣の腕うでを摑つかもうとした。


「だめだ。まだ、これからだろう？」


　伸のばした手を、逆に将臣に取られてベッドに縫ぬい留められてしまうと、身動きのできない身体からだを将臣にいいように攻め立てられる。浅い場所を刺激され続けた先ほどとは違ちがい、奥深いところまで突つき入れられ内臓ごと引きずり出されるような勢いだ。


　再び逃のがれられない奔ほん流りゆうに巻き込まれ、強制的に高みへと連れて行かれる。


「や、ああっ。……っく、あ」


　出入りする雄が立てるぐちゅぐちゅとした音と、スタッカートのきいた藤也の声がリズムよく繰り返される。だが、将臣の下腹部に擦こすられても藤也の雄は先走りをこぼすだけで、一回目のときのように射精するほどの刺激ではない。


　そのことがもどかしくて、藤也の腰こしがもっと強い刺激を求めて蠢く。将臣はその動きに目を細めた。


「そう、いい感じ、だ……。手を、ここへ」


　摑まれていた手を引っ張られ、己おのれの身体を蹂じゆう躙りんする者の首に両手を回される。長い髪かみが腕に絡からみつき、藤也に逃れられない快楽に囚とらわれている姿を思い出させた。


「もっと、いい思いを、させてやろう」


　腰を摑まれ、もっと密着した身体のわずかな隙すき間まから、将臣の右手が滑すべり込んできて藤也の雄をしっかりと握にぎり込んだ。


「やぁ、んっ」


　手の平で包み込まれるように全体をやんわりと摑まれ、親指の腹で尿によう道どうの先を愛あい撫ぶされる。貫かれる律動に合わせて前を擦られると、目の前が真っ白になるほどの快楽に呑み込まれた。


　どこまでも堕おちていきそうな快楽に、しがみついた将臣の肌はだへ爪つめを立てる。


「つ───っ」


　ちくりとした刺激に将臣は小さく漏もらすが、愛撫の手は止まらない。それどころかますます強く刺激していく。


「ひゃ……。あ───ああ、んっ」


　爪の先で尿道を割られると堪こらえきれなくなった欲望が噴ふき出した。白はく濁だくとした液体は将臣の手を濡らしたが、それでも雄を擦り上げてくる。止まらない刺激にどくどくと欲望の残ざん滓しが名残なごりを吐き出していると───。


「───くっ」


　短く息を呑む音が耳みみ許もとでした途と端たん、一際深いところに焼けつく液体を注ぎ込まれた。びくりと大きく身体が震ふるえ藤也も息を詰つめた。一いつ滴てきも残さずに熱情の証あかしが吐と露ろされると、藤也はようやく止めていた呼吸を再開させる。


　内側から湧わき起こった熱のせいで、滴したたる汗あせが引かず、べたべたとした感かん触しよくが気持ち悪かった。


　───……風ふ呂ろに入る……。そのためにも……。


　ほとんど引っかけているだけだった腕が、将臣の肩かた口ぐちから滑すべってベッドの上に落ちる。摑まれたままの腰が熱かったが、これ以上されると一人でバスルームに行くことすらままならなくなるだろう。


「だ、め……。次は……、絶対、しない……っ」


　迸ほとばしりを受け止めきったあとの整わない息で、藤也はそれだけをどうにか口にした。強すぎる快楽に藤也の体力は消しよう耗もうが激しい。汗で貼はりつく前髪を搔き上げる手も、のろのろとしか動かせない。


　───だいたい、こっちは寝ねる寸前だったっていうのに……。


　将臣から呼び出しの電話があったのが十一時近くで、マンションに帰り着いたときは後少しで一時になろうかという時間だったことを考えると、今はもうとっくに二時を過ぎているだろう。


　ずるりと雄が抜ぬけていく独特の感触に藤也は思わず眉まゆをひそめる。挿そう入にゆう時の苦痛と、抜けていくときのこの搔そう痒よう感はどうしても好きになれない。


　───いやっ、別に入れられてるときの方が、まだましってだけでっ。気持ちいいから好きってわけでもないしっ。


　自分で自分の考えに焦あせって、藤也はよく動かない身体で慌あわてながら、ベッドから立ち上がった。


　その拍ひよう子しに秘処からどろりとした液体が流れ落ちそうになり、思わず身体を震わせてしまう。これの後始末を怠おこたったために、翌日ひどく情けない思いをした経験から、よっぽどのことがない限りセックスの後、そのまま眠ねむりにつかないことにしている。


　───将臣は楽でいいよなあ……。あーあ、くそっ、なんでオレがこんな心配をしなきゃならないんだ？


　ちらりと相手に視線を遣やれば、サイドランプを灯ともした将臣はベッドヘッドにもたれて煙草たばこを手にしている。気け怠だるそうな、それでいて満足そうな仕草に藤也はむっとするが、今は言い合う気力がなくて溜ため息一つに代えて終わらせてしまう。


「シャワー、先に浴びるぞ……」


　それだけを言うと藤也は億おつ劫くうそうにバスルームへと向かっていった。




２







　ふっと寝返りを打とうとしたところで、何かに阻はばまれて藤也の意識はわずかに覚かく醒せいした。目が覚めてすぐのせいか少し肌はだ寒ざむさを覚え、傍かたわらの温ぬくもりにすがりついたところで、今どこで寝ていて、何にすり寄ったのかはっきりと意識した。


「うわあっ」


　慌てて口を押さえながら将臣から離はなれると、するりとベッドから抜け出す。ブラインドの隙間から漏れる陽光で朝も遅おそい時間だとわかると藤也は溜め息をついた。


「ったく、やってられないぜ。なんでこいつ、あんなに体力あるんだ？　こっちの身にもなれっつーの」


　昨さく晩ばん、シャワーを浴びるのにもかなり億劫だった藤也は、平然としていた将臣に対してぶつぶつと文句をもらす。自分もそれなりに体力がある方だと思っていただけに、歴然とした差を見せつけられるといい気がしない。


　セックスに対する経験値の差か、それとも快楽の感じ方の差なのか、自分ばかりが気怠く疲つかれているように思えて仕方ない。


「あー、もう、いいや……。飯にしよ……」


　考えるのも面めん倒どうくさくなり、額に掛かかる前髪を搔かき上げベッドルームを後にすると、既すでに自分の城と言ってもいいほど馴な染じんでしまったキッチンに足を向けた。この部屋に通い始めた頃ころはろくなモノが入ってなかった冷蔵庫も、藤也の献けん身しんの甲か斐いあって今ではある程度の食材が常備されていた。


　───さて、何にしようかなあ。


　冷蔵庫の中身を確かく認にんしながら、メニューをあれこれと考えていく。食材を補ほ充じゆうするのも使うのも藤也の役目だ。将臣が冷蔵庫を開けるのは、中に入っているお酒やミネラルウォーターなどを取り出すときだけしかない。


　少々熟うれすぎたトマトを手に取り、藤也は七月後半にあった前期試験のときのことを思い出していた。


　大学の定期試験は、七月後半にある前期試験と、二月半ばからある後期試験の年に二回。あとはちょこちょことあるレポート提出と出席率で、単位が取れるかどうかが決まる。藤也にしても大学で受ける定期試験は初めてで、一応話には聞いていたが勝手がわからなかった。それに、教科によっては自筆のノートや辞書、教科書の持ち込みを認めているものもあるが、それらを全く認めていない教科もある。だから、試験が終わるまではバイトはしない、と断固とした決意でもって将臣にその要求を突つきつけたのだ。


　将臣は、ふんと鼻を鳴らしただけで特に文句を言うでもなく、かえって少しばかり不ふ審しんにも思ったが、そこを追つい及きゆうして藪やぶ蛇へびになるのだけは避さけたかった。そしてなんとなく有う耶や無む耶やな状じよう況きようのまま、試験の一週間前から期間が終わるまで、将臣の部屋に足を踏ふみ入れなかった。


「……あのときのことは、もう思い出したくもないんだけどなあ……。なんだって、こう思い出しちゃうんだろ」


　柔やわらかいトマトの感触に藤也は溜め息を漏もらして、ふっと遠くを見るように視線を揺ゆらした。


　ようやく試験が終わったその日、まず初めは掃そう除じかな、と気合いを入れて久しぶりに訪おとずれた将臣の部屋で、藤也はしばらく呆ぼう然ぜんとするはめになった。ひんやりとした空気が玄げん関かんにまで漂ただよっており、エアコンというエアコンが必要以上に稼か働どうしていることに、まず脱だつ力りよくさせられる。


　それでも、これはまだどうということはないように思えた。夏は暑いものだし、もともと将臣はお金だの資源だのといったことにはまったく無む頓とん着ちやくだったから、なんとなくあきらめもつく。掃除にしてもそうだ。掃除機の場所さえ知ろうともしない将臣に、掃除機や雑ぞう巾きん掛がけは初めから期待していなかった。洗せん濯たくに関しても同様だったが、着る物がなくなったらどうするのかという悪戯いたずら心ごころがあったことも否いなめない。


　だから、洗濯籠かごの中に留とどまらず脱だつ衣い所じよにまで無造作に放ほうり出されていた洗濯物を見たときは、あきらめに近い乾かわいた笑いしか起きなかった。いや、洗濯物はどうでもいい。


　問題は冷蔵庫の中身だった。


　三週間近く前に藤也が最後に中身を確認したときとほぼ変わっていなかったのだ。減っているモノといえばアルコールと水だけで、増えているのもアルコールだけだった。


　それなりの覚かく悟ごをしていたはずの藤也を迎むかえたのは、ぶよぶよになった林りん檎ごやひからびかけたオレンジ、しなびた胡瓜きゆうりに変色したキャベツ。肉や魚類はもともと冷れい凍とうしておいたからどうにかなっていたものの、野菜類は全ぜん滅めつだ。もっとも最初から将臣が料理をするとはとても思えなかったから、冷蔵庫の中身を処分していかなかった自分が悪い。だが、無む駄だになった食材を片づけながら、何やらもの悲しい気分になったのは何故なぜだろう。


　それ以来、安いからといってまとめ買いをしなくなったのは致いたし方ない。


「……ってか、なんでそんなことにまで気をつけなきゃならないんだ……？　あーあ。やっぱり親がいた頃が一番だった、てことかよ」


　盛大な溜め息をつくと、サラダとハムエッグにトーストというありきたりなメニューに決めて必要な物を取り出す。身体からだを動かすのは少々億劫だったが、一番簡単とはいえ味気ないシリアルを食べる気にはなれなかったので、こんな手軽なメニューが妥だ当とうだろう。


　すべての用意が調ととのい、最後にセットしたコーヒーをカップに移し替かえているとき、不意に電話が鳴った。台所に置かれている卵形の時計に視線を遣ると、そろそろ十一時になろうかという時間だ。


　───仕事は午後からだって言ってたし、何なんだ？


　この部屋の電話は滅めつ多たなことでは鳴らない。将臣が所属しているモデルクラブのオーナーである恵え美み花かが、将臣の携けい帯たいに連れん絡らくがつかなくなって困り果てたときに、万分の一の可能性に賭かけて電話してくるくらいだ。


　思わず固唾かたずを呑のんで鳴り響ひびく電話を見守ってしまう。とてつもなく長く感じた十コールのあと、かちっと音を響かせて留守電が作動した。女声を模した無機質な機械の声が留守を告げ、用件の録音を促うながす。


『将臣？　あさみだけどいないの？　これを聞いたら何時になってもいいから、すぐに家の方に連絡をちょうだい。いい、必ずよ。そうでないと、そこへ押し掛けてやるから』


　別段ヒステリックに喚わめく感情的な声ではなかった。だが、諫いさめることに慣れているような口調で、くすくすと忍しのび笑いを漏らしている気配が、まるで少しばかり不誠実な恋こい人びとに向かって拗すねているようで、ひどく気になる。


　受話器を置く音がして通話音が数コール入ったあと、留守電は切れた。それでも藤也はコーヒーサーバーを手にしたまましばらくの間動くことができなかった。


「……女……？」


　口こう腔こうが乾いてかさついた声になった。どこか呆然としているのは、スピーカー越ごしでもそれとわかる落ち着いた大人の女の声に、今まで誰だれからも感じたことのない親密な印象を受けたからだ。


　春先に、まだ藤也自身ですら将臣との関係をきちんと考えていなかった頃に彼と交かわした取引は、すべての女と手を切るというものではなかった。そのあとの様々な騒そう動どうの末に、藤也が将臣と肉体関係を持つことを自分なりに納なつ得とくしたときには、彼の周りには既に女の匂においがなかった。


　───まあ、ユカリがうろついていたけど……。それでも、つきあってるという感じはしなかった……気がする……。


　さばさばとしたユカリの性格と仕草を思い浮うかべて、小さく頷うなずく。前はどうだったか知らないが、今は違ちがうと断言できる。ことのほか藤也をお気に召めしているらしいあの麗れい人じんは、個人的にも親しいらしい藤也の叔母おばの恵美花と二人で、自分たちのことをつつき回して遊んでいるとしか思えない。


　軽く頭を振ふって、くすくすと笑い合っている二人の顔を脳のう裏りから追い払はらう。


　だいたい、将臣とは毎日とまではいかなくてもそれなりに顔を合わせていたし、自分以外の誰かと、肌はだを重ねているような様子は感じられなかった。だが、『絶対に』といえる確信はないし、それこそ遊び慣れた男だけに、自分に知られないように誰かと付き合うことくらい簡単だろう。


　そこまで考えが及およんだとき、どくり、と気味が悪いほどに心臓が脈打った。


「───オレだけじゃない……？」


　考えてみれば、自分は将臣にとってどういう意味での『特別』なのかはっきりしていない。もちろん『恋人』としての『特別』なら、他ほかの誰ともセックスするわけがないと思うし、して欲しくないと言う権利が自分にはあると思う。だが、将臣の言う『特別』が『傍そばにいることができる』という『特別』なら、そんなことを言う『権利』はないだろう。


　───……でも、やだ。ユカリのときはなんとなく、嫌いやだって思っただけだったけど……。今ははっきりと嫌だって感じる。


　前はもやもやとして形にならなかった嫉しつ妬とが今は目の前でちゃんとした形になって、藤也の胸の中に暗い影かげを落としていた。持っていたサーバーを置いて何度かゆっくりと深呼吸を繰くり返す。無意識のうちにきつく口唇くちびるを嚙かみしめていた。


　妙みように息苦しいのは、あからさまな嫉妬を自覚してしまったからだろうか。いまだに乱れている鼓こ動どうに苦く笑しようがこぼれる。将臣に恋れん愛あい感情を持っているとようやく自覚したばかりなのに、こんなことで再さい認にん識しきしたくはなかった。


「あーあ……。なんでこんなことで悩なやまなきゃならないんだ？　なんか、どんどん将臣とのことが複雑になってく気がする」


　難しげに眉まゆ根ねが寄ってしまうのは、やっぱり関係がちゃんと定まっていないからだ。『友人』というには藤也の認識ではあまりにも親密だし、『恋人』と言い切れるほどはっきりとした言葉をもらったわけではない。だからこそ『特別』というだけの関係は不安定で、いとも簡単に揺らいでしまう。


　恵美花が最後に掛かけてくるこの部屋の電話番号を知っている女性───。


　しかも、『ショウ』というモデルネームではなく『将臣』と本名で呼んでいる女性───。


　藤也が知っている限りでは、掛かってきた電話は恵美花以外ではセールスのためのものだけで、あとはプライベートなものを含ふくめてすべて携帯に掛かってきている。逆に言えば、あの『あさみ』という女性は将臣の携帯の番号を知らないだけなのかもしれない。『将臣』と呼ぶくらいだから仕事関係ではないのは確かだから、それもあり得うるだろう。


　本当は考えるのも想像するのも嫌だが、ただセックスするためだけの関係なら携帯の番号しか教えないだろうから、『あさみ』とは何もないのかもしれない。ユカリですら自宅の番号は知らないくらいだ。


　しかしそうだとしても余計に『あさみ』との関係がわからなくなる。だが、それでも───。


「オレだけが『特別』だって言ってたし……」


　ふっと鳶とび色いろの瞳ひとみが伏ふせられて、思考が暗く沈しずみかける。


「───やめっ。なんか考え出したらキリがねえ。とりあえず飯だっ、飯っ」


　ぶんっと音を立てるように大きく頭を振ると、がちゃがちゃとわざと音を立ててトレイに皿をのせテーブルに運ぶ。一つ一つの仕草がどこか乱雑になるのは、まだ完全に吹ふっ切れていない証しよう拠こだ。そして、それらをテーブルに並べると、未いまだに物音一つしない寝しん室しつへと向かった。


　布ふ団とんの中に埋うもれるように将臣は寝ねていた。薄うすいクリーム色のベッドのシーツに、茶色を通り越こして金色に見えるような毛先が広がっている。そして片かた腕うでだけ布団から出ている上じよう腕わんは綺き麗れいに弧こを描えがいて、しっかりとした筋肉がついているのが見て取れる。


　今は布団に隠かくれて見えないが、肩かた口ぐちから鎖さ骨こつにかけても綺麗なラインが張っているし、硬かたい胸筋も薄く割れた腹筋も、同性の目から見てほれぼれと見み惚とれるくらいだ。間近でしなやかに動く筋肉の動きを思い出して、藤也は溜ため息をつく。


　───本当にいいガタイしてるよな、こいつってばさ。


　同じ男としてちょっと悔くやしいと思うのは仕方ない。八つ当たり気味に勢いよくブラインドを上げて布団を剝はがした。


「おらっ、起きろっ。飯ができたぞっ」


　かなり強きよう烈れつな刺し激げきだったと思うのだが、将臣は軽く呻うめいただけで起きる気配がない。藤也はむっとして布団を放ほうり出すと、ベッドに乗り上がり散らばった髪かみを一ひと摑つかみ引っ張った。


「飯が冷めるだろ。おーきーろー」


「───耳みみ許もとで喚わめくな」


「さっさと起きない方が悪いの」


　将臣が気け怠だるそうに上体を起こしたのを確かく認にんすると、藤也は早々に将臣から離はなれた。ここでぐずぐずしているとベッド───というか将臣の腕の中に引きずり込まれてしまったことがあったからだ。


　肩を越すほどに長い髪が煩わずらわしいのか、将臣は片手で搔かき上げてサイドテーブルから煙草たばこを引き寄せた。


　ベッドヘッドにもたれている将臣から離れて、足許の方に腰こし掛かけた藤也は、将臣が最初の一口を吐き出すのを待った。嗅かぎ慣れた煙草の匂いが鼻先を掠かすめていく。こんな言葉もない静かな時間が藤也は好きだった。


　だが、いつもより将臣を窺うかがう回数が多かったことに、藤也は自分でも気づけずにいた。だから、煙草を吸い終えた将臣と目が合ったときに、蒼あおい瞳がすっと細められた意味を理解できなかった。


「な、何だよ？」


「……何かあったのか？」


「別に、何もないけど……。っていうか、オレ、腹が減った」


　突とつ然ぜんの問い掛けに、先ほどの電話のことを思い出し内心どきりとしたが、それを表に出さずに将臣から目を逸そらし立ち上がる。そして何気ない口調で、まるで気にしていない素そ振ぶりに見えるように慎しん重ちように切り出す。


「留守電に何か入ってるぞ。これ以上待つ気もないからな」


　それ以上訊きかれることを恐おそれて、藤也は足早に寝室から出ていった。


　───はあー。あれだけのこと言うのに、何であんな緊きん張ちようしなきゃいけないんだよっ。あーもー、昨日の夜の疲つかれと、腹が減ってるからなんだっ。そうに決まっているっ。


　藤也は将臣を待たずにテーブルに着き、朝食兼けん昼食に手をつけ始める。トーストにかぶりついているところにバスローブを引っかけただけの将臣が姿を現した。まっすぐに電話に向かっていく将臣の姿を視界の隅すみに捉とらえて、咀そ嚼しやくする口が止まる。


　最初の『将臣』という呼びかけだけで、目に見えて将臣の眉まゆがひそめられるのがわかった。短い伝言が終わっても将臣の眉は寄せられたままで、腕を組んで電話機を睨にらみつけている。しばらくそうした後、やがておもむろに手を伸のばしどこかの番号をプッシュし始めた。


　その様子を妙みように緊張しながら見守ってしまっているのは『あさみ』と将臣の関係が見えていないからだ。藤也の緊張をよそに、電話の向こうでは数コールの後に取次が出たようだった。


「俺だ。いるのか？」


　将臣は名前も名乗らなかったが、それだけでも相手には伝わったらしく、指先で電話台を叩たたきながら『あさみ』が出てくるのを待っている。藤也が息を潜ひそめじっと将臣の背中を見つめていると、目に見えて不ふ機き嫌げんな声こわ音ねで将臣は突然切り出した。


「何の用だ」


『……』


「そんなこと、俺には関係がないな」


『……っ』


　無関心な口調に『あさみ』は声を荒あらげたようで、今度はわずかに声が漏もれ聞こえる。受話器の向こうで何か言い募つのっているようだが、将臣は興味なさげに煙草に火をつけた。かちりと鳴ったライターの着火音が、息を潜めた藤也の耳にも届く。


『……』


「───っ」


　麻美が何を言ったのかわからないが、将臣が小さく息を呑のんだ。向こうも将臣の出方を窺っているのか、奇妙な沈ちん黙もくが続き、やがて彼ははっと小さく息を吐はいた。


「わかった。次のオフのときだ。だからもう連れん絡らくするな」


　それだけを言うと、相手の返事も聞かずに一方的に電話を切ってしまう。受話器を電話機に叩きつける音で藤也は我に返り、慌あわてて食事を再開する。将臣はリビングのローテーブルに足を向けて、今にも落ちそうだった煙草の灰を灰皿に落とした。


　そのまま何事かを考えるように煙草を吸いきった将臣は、灰皿に不機嫌さを押しつけるかのように煙草をひねり潰つぶす。それでも気が収まらないのか、苛いら立だつ様子を隠そうともせずにテーブルに向かってくる。


　───何の用だったのか、訊いてもいいのかな……？　それとも、言い出すまで待ってた方がいいのかな……？……どうしよう。


　向かいに座った将臣にちらちらと視線を遣やりながら、結局藤也は言い出すことができない。そんな藤也の様子に気がつくこともなく、将臣はテーブルに着いてコーヒーに口をつけた。


　自分が嫌いやだと思ったことは絶対にしない将臣が、不機嫌になりながらも相手の言うことをきいたこともひどく気に掛かる。『あさみ』が誰だれなのか、何の用事だったのか知りたいと思う。だが、将臣の様子を見る限り、とても切り出せる感じではない。


　───そのうち、訊けばいいかな。


　物言いたげな藤也の鳶色の瞳に、将臣は最後まで気がつかなかった。




３







　ハンドルを操あやつる手がいつもより少しばかり乱雑になる。日曜日ということもあってか車の交通量が多い道路に将臣は苛立つ。


　昨晩は上手うまく丸め込んだ藤也とセックスをして、朝起きた直後は気分が良かった。ここのところ藤也の感度が良くなってきたのか、快楽を享きよう受じゆすることを受け入れるようになってきたのか、セックスに対して積極的になってきているからだ。


　耳に心地よく響ひびく嬌きよう声せいに、肌はだに触ふれる熱い吐と息いき、絡からみつく汗あせに濡ぬれた四し肢し、どれもこれも将臣の熱をあおり、つきぬ欲望を湧わき起こさせる。


　いつでも抱だいて、思うままに雄おすを突つき立て、快楽に喘あえがせたいと思う。男に対してそんなことを思う日がくるとは考えたこともなかった。女のように柔やわらかで甘い匂においがする身体からだではないし、面めん倒どうなことも多い。もちろん今でも、藤也以外の男とセックスするなんて想像しただけでも吐き気がしてくる。


　───藤也の、あの性格がいいってことか……。


　自分に媚こびたり、変になれ合ったりしない。鳶とび色いろの瞳ひとみはまっすぐに自分の意思をぶつけてくるように睨みつけてくる。何よりも、征せい服ふくされることを、誰かに服従することを嫌きらう気の強さが、行動の端はし々ばしに表れている。てきぱきとした仕草は、物もの怖おじしないところとさっぱりとした性格を物語っている気がする。


　今まで傍そばにいた女たち───セックスフレンドとしか言いようのない女たちだったが───彼女たちは、遊びを心得た後あと腐ぐされのない性格をしたものがほとんどだった。だから、都合がつかなくなればそれまでで、自然消しよう滅めつする形でつきあいがなくなっても未練を感じたことはなかった。


　だが、藤也に対しては違ちがう。


　藤也との関係が消えてなくなるのが嫌で、強引に口実を作ってまでつなぎ止めた。その口実でさえ、今思い返せば吹ふき出してしまいそうなほど陳ちん腐ぷなものだった。


　今までだったら、他ほかの女と手を切れと言い出したり、こちらの都合を無視して呼びつけてくるような女とは、面倒くさくて二度と会うことはなかった。だというのに、それが藤也自身の望みではなく強制的なものだとわかっていながらも、それを口実にしたのだ。


「だが、本当にいい拾いものだったしな……」


　まるで快楽になれていなかった身体だった。それを自分のいいように馴ならして、あそこまで感じるように仕上げた。その上、女にありがちな、こちらが興きよう醒ざめするような媚び態たいを取るようなことをしない。快感に従順な身体と、それを最後まで受け入れようとしない精神が、ひどくそそられる。昨夜はそんな藤也を満足、とまではいかないがそれなりに堪たん能のうして眠ねむりについたのだ。


　だというのに、朝一番の電話がすべてを台無しにした。


「あの女───っ」


　らしくない仕草で舌を打つ。ここ数年連絡も取っていなかったし、自分から会いたいとも思ったことはない。それなのに無む理り矢や理りにアポイントメントを取り付けられたのだ。不機嫌にならざるを得ない。その不機嫌さがそのまま運転に表れていた。


　全面ガラス張りのそのビルはフォトスタジオとして有名で、将臣は何度も通っている。都心から少しばかり離はなれているために駐ちゆう車しや場じようはかなり広く取られていた。手慣れた仕草で空いていたスペースに止めようとして、いつもなら考えられないシフトミスをして余計に眉み間けんに皺しわが寄る。音高く車のドアを閉めて、将臣は足早に歩き出した。


　ビルのエントランスで将臣を待っていた南なん田だは、一目で不機嫌極きわまりない将臣の様子に気がつきひくりと頰ほおを引きつらせた。しかし南田はモデル『ショウ』のマネージャーとしてそれなりに長くついている。一いつ瞬しゆんにして将臣との距きよ離りを測り、普ふ段だんよりも一歩離れた位置に立った。


　もちろん一いつ緒しよに乗り込んだエレベーターの中でも一言も発しない。内心『仕事は遅おくらせないで下さいよお』と南田が泣いていたとしても、それを表に出すようなことは決してしてはならないのだ。


　軽く重力が掛かかりエレベーターが四階に到とう着ちやくした。


　床ゆかから天てん井じようまではめ込まれたガラスを通して、秋晴れの気持ちよい陽ひ射ざしがエレベーターホールに降り注いでいる。だが、温かな陽光とは裏腹にそこを通り抜ぬける将臣の横顔は冷ややかで、その姿を見た関係者たちがびくりと一歩後ずさりをするほど不ふ機き嫌げんな雰ふん囲い気きを身に纏まとっていた。


　今日の仕事は有名アパレルメーカーのリーフレット用の撮さつ影えいで、点数はそう多くない。普段の将臣であれば午後一いつ杯ぱいで終わらせることが可能だったはずだ。しかし、今の状態での撮影となると夜中近くまで掛かることは必至だろう。口をついて出てきそうになった溜ため息を、南田はすんでの所で呑み込んだ。











　目も眩くらむほど強いライトが上から将臣を照らす。深く胸むな元もとまで開いたインナーにかっちりとしたラインの白いジャケットを羽織っている。俯うつむき加減で立っているためか、顔に微び妙みような陰いん影えいがついていた。


　スタジオ内には硬こう質しつな空気が張りつめており、シャッターを切る音しか聞こえてこないほど静かだ。レフ板を動かすスタッフが足音を殺しきれなくて冷や汗を流すほど、ぴりぴりとした雰囲気だった。指示を出すカメラマンの声もどこか弱々しい。


　半ば伏ふせられた蒼あおい瞳は、下か肢しを覆おおうブラックジーンズの先から出ている靴くつを見つめている。その横顔には険しさは一つも窺うかがえない。何かを気に掛けているような、憂うれえているようなそんな表情だ。


　それでも周りを囲むスタッフたちとは世界を異にしているとしか思えないほど、穏おん和わな雰囲気を醸かもし出している将臣が、緊きん張ちようの中心だった。


　将臣がすっと腕うでを動かすだけで、近くにいる者は跳とび上がらんばかりに反応して、本能的に逃にげようと試みているのだ。それでもどうにか堪こらえていられるのは、このカットさえ撮とり終われば仕事が終わるからだ。


　───鬱うつ陶とうしい……。


　周りのびくついた雰囲気に、内心舌打ちしつつも将臣は表に出さない。苛いら立だちを綺き麗れいに隠かくしカメラマンのオーダーをこなしていく。小さくリズミカルな音が連続して響き、やがてカメラマンがひどく安あん堵どした口調で大きく声を張り上げた。


「終しゆう了りようですっ。お疲つかれさまっしたあっ」


　その声を受けて、少し前までの悲ひ壮そうな雰囲気から一転して、嬉うれしそうにスタッフたちがばたばたと片づけを始めた。日付が変わるのではないかと危き惧ぐしていたのが十時半には終わったのだ。通常ならとっくに終わっていてもおかしくないということは脇わきに置いておき、思っていたよりも早く終わったことに素す直なおに感謝している。


　だが、終了の合図を聞いた途と端たんに、すっとすべての表情が将臣から消えた。舞まい上がっているスタッフたちとは正反対の気配は、将臣の半径二メートル以内には誰だれも近寄らせない輪をすんなりと作り上げている。


　将臣はそのことには全く無関心のまま与あたえられた控ひかえ室へ戻もどろうと扉とびらに向かって歩き出して、不意に足を止めた。扉の脇に立って待っている人ひと影かげが目に付いたのだ。無表情だった美び貌ぼうに、微かすかに迷めい惑わくだという感情が浮うかんだ。


　───なんでこんなところにいるんだ。


　すらりとした長身に、ばっさりとしたショートカットの髪かみとナチュラルメイクが相まってか、女らしさよりもどこか中性的な雰囲気がある。裾すそが絞しぼられ前と後ろが大きくあいた淡あわいオレンジ色のカットソーの中から見えるレースをあしらった白いキャミソールが目を引いた。ラインが斜ななめにとられたスカートは膝ひざより少しだけ短く、ロングブーツを履はいたすんなりと伸のびた脚あしをきっちりと見せている。


　遠目から見ても彼女───ユカリがモデルだとわかる立ち姿だった。ぴんと筋の通った背中や、手に持った黒いトートバッグを持つ仕草までもが他人に見られることに慣れた者のそれだった。彼女に気がついたスタッフたちに挨あい拶さつを返しながら、ユカリは足を止めた将臣が近寄ってくるのを待っている。


　だが、ユカリが待っているのは紛まぎれもなく自分のことだとわかっていながら、あえて将臣は無視して通り過ぎようとした。かわいらしいパールピンクのグロスが引かれた口唇くちびるが、色に不似合いな妖よう艶えんな笑みを刻んだ。


「お疲れさま。私も終わったんだけど、これから一緒にどう？」


　将臣の機嫌がわからないほど付き合いの浅い女ではない。そのうえ何の反応も返さない将臣を気にしたふうもなく、横に並んで歩きながら自分の言いたいことを口にする。ちらりとも視線をよこさない将臣の顔をわずかに下から覗のぞき込み、面おも白しろそうに大きな瞳ひとみを輝かがやかせた。


「今日は、藤也君のお迎むかえじゃないのよね？　それじゃあ飲めないかしら」


　すっと眇すがめられた蒼い瞳にも気け圧おされずに、ユカリはますます口くち許もとを緩ゆるめていく。


「藤也君の乗ってる車、高かったでしょ？　普ふ通つうの国産車の倍くらいじゃなかった？　だけど藤也君ってば、多分普通くらいの値段だと思ってるでしょうねえ」


『あの車、運転させるようにするの、苦労したんでしょう？』と囁ささやかれて、ようやく将臣は足を止め、ユカリの小作りな顔に目を向けた。将臣の関心を引くことに成功したユカリは、くすくすと笑いながら言葉を続けた。


「今日は誰かと飲みたい気分なのよ。藤也君と飲んだらそのことを口滑すべらせちゃうかも……。でも、ショウがつきあってくれないなら、やっぱり藤也君誘さそっちゃおうかしら」


　視線を絡からませたままユカリが言うと、将臣は目に見えて険しい表情をする。あきらかに脅きよう迫はくしているとしか思えない。ますます悪くなった将臣の機嫌など、まったく気にしていないユカリはにっこりと、見る者すべてを魅み了りようする蠱こ惑わく的な笑みを浮かべた。


「誰か、一緒に飲んでくれないかなあ」


　自分の思うとおりに事が進むことを確信したユカリの態度に、将臣は大きく舌打ちした。


　ユカリとの付き合いは長くて深い。数だけは多いセックスフレンドでさえ、長続きする者が滅めつ多たにいなかった中で、引き際ぎわと将臣の機嫌を読むことに長たけていた彼女は、最後まで関係があった。しかも今では肉体関係なしでつきあっている数少ない人間だ。


　だから、どこをどうつつけば将臣が動くのかユカリはわかっているし、機嫌を急降下させる一歩手前で引く手際の良さがある。


「───俺がつきあうとでも……？」


　だから地の底を這はうような低い声で将臣が言えば、引き際を察したらしいユカリは口唇を尖とがらせて溜め息をついた。先ほどまでの絡められるような雰囲気はまったくない。爽さわやかな空気が辺りを流れ始めていた。


「仕方ないなあ。じゃあいいわ」


　拗すねている様子を装よそおったまま、ユカリが正面を向いて歩き出すと、そのゆっくりとした歩調に合わせて将臣も歩みを進め始める。だが、ユカリも長い間将臣とつきあってきた女だ。張りつめられた将臣の神経が、一いつ瞬しゆん弛ゆるんだのを見計らったようにさらりとその無視しきれない爆ばく弾だんは投下された。


「社長、仕事終わったかしら。一人で飲むのも嫌いやだから、声を掛けてみようっと」


　面白いくらいにぴたりと将臣の動きが止まった。控え室の扉に手を掛かけた体勢で、扉の前を行き過ぎて振ふり返ったユカリを凝ぎよう視しする。


「あら、ショウはつきあってくれないんでしょう？　どうかした？」


　まるっきり他意などないとでも言いたげに、小首を傾かしげてみせるユカリを睨にらみつける将臣の視線は、見る者を凍こおらせでもするかのように冷たく鋭するどい。藤也あたりなら冷や汗あせを流しながら後ずさりしそうな冷ややかさだったが、ユカリは気にした風もない。


　しばらくお互たがい無言のまま見つめ合っていたが、ふっと将臣の方から視線が外された。何を思ったのか冷ややかで拒きよ絶ぜつするような雰囲気が霧む散さんしている。素早くそれに気づいたユカリがにっこりと艶あでやかな笑みを浮かべた。


「場所はいつも私が行ってる店よ。先に行ってるわね」


　将臣の気配が変わったことで飲みに行くことを了りよう承しようしたと受け取り、ユカリは足取りも軽くその場から離はなれていく。わざわざ店での待ち合わせにしたのは、将臣が自分の車に他人を乗せないことを知っているし、そこで無理に同乗を強請ねだるほど馬ば鹿かな女ではないからだ。


　その将臣の扱あつかい方を心得たユカリの後ろ姿を一いち瞥べつして、将臣は与えられた控え室に入って行った。朝から続いている苛立ちはいまだに将臣の中で燻くすぶっていたが、それをわざわざユカリに探さぐられるのも面めん倒どうだった。


　───藤也でも抱だけば収まると思ったんだがな。帰ったところで部屋に大人おとなしくしているとは思えない。酒でも飲めば、少しは収まるか？


　このような憂うさは今まですべてセックスではらしてきた将臣だが、今ではそれもする気になれない。藤也が相手でなければ、セックスもスポーツと変わらない。ただ欲望を吐はき出すための行こう為いだ。この苛立ちをすべて藤也にぶつけてもいいのだが、昨晩のこともある。今日はいつも以上に素直に抱かせてはくれないだろう。


　それがわかっているからこそ、ユカリの誘いにのったのかもしれない。酒は大たい抵てい一人で飲むことにしているが、ユカリと飲む酒は嫌きらいではない。不用意に踏ふみ込みすぎないし、あわよくばセックスに持ち込もうという下心もないからだ。


　シンプルなラインの黒いカッターシャツに着き替がえ、靴くつを履き替かえたところで南田が控え室内に入ってきた。


「お疲れさまでした。明日はステージの打ち合わせが昼前に入ってますので、忘れないで下さい。社長に何かあれば伝えますが？」


「───次のオフは、家に顔を出すと言っておけ」


「……わかりました。では失礼します」


　余計な口を一いつ切さい挟はさまない南田が一礼をして退出すると、将臣は支し度たくをすませ白いコートを片手に出ていく。廊ろう下かをすれ違ちがうスタッフたちに挨拶も返さないのはいつものことで、それを咎とがめられたことはない。


　手の中で車のキーを弄もてあそびながら、将臣はエレベーターが到とう着ちやくするのを待っていた。











　薄うす暗ぐらい店内で将臣は二杯はい目めになるバカラに口をつける。ウォッカがベースになるこのカクテルはそれなりにアルコール度数が高い。目の前でシェイクされ、カクテルグラスに注つがれたばかりの、不ふ透とう明めいなその水色の液体は冷たかった。


　酒には強いので幾いくらでも飲めるが、カクテルのような類たぐいの酒をがば飲みするのは野暮だと心得ている。それでもピッチが多少早くなってしまうのは、鬱うつ屈くつしたものを払はらおうと自棄やけになっているからかもしれない。


　そんなペースの速い将臣につられることなく、ユカリはオレンジ色のパラダイスという名のカクテルを楽しんでいた。ジンベースにアプリコットブランデーが入っているので、口当たりはとろりとした甘口だ。


　この店に入ってから、ほとんど言葉は交かわしていなかった。ユカリは不ふ機き嫌げんな将臣から無理に聞き出すようなことはせずに、幾らか酒が入り落ち着くのを待っている。やがて二杯目を半ばまで飲んだところで、将臣が煙草たばこに火をつけたのを見て、ユカリは黒目がちな目を細めた。


「それで、今日はどうしたの？　ここのところ、随ずい分ぶんと機嫌が良かったのに」


　それでも詰きつ問もんするような口調ではなく、完全に事態を面白がっているユカリの声こわ音ねに、煙草の煙けむりを吐き出しながら将臣は目を伏ふせた。応こたえる気があるのかないのかわからない態度にも、ユカリは小さく肩かたを竦すくめただけで、先を促うながすような言葉は漏もらさなかった。


　そして再び静かな時間が流れていく。ポスターやグラビア、ＣＭなどで見かける二人に、周囲からちらちらと視線が寄せられるが、それらは完全に無視されていた。常に視線に晒さらされている彼らにしてみれば、そんなものは初めからどうでもいいことなのだ。


　グラスに残っていたパラダイスを飲み干し、同じジンベースでパラダイスよりも透とう明めい度の高いパリジャンをユカリは注文した。ユカリがこの店を気に入っているのはテーブル席にいても、目の前でシェイクしてくれることが理由の一つにある。


　ワゴンに必要な物をのせてきたバーテンダーが、綺き麗れいなフォームでシェーカーを振るう。テーブルにグラスを置いたバーテンダーに向かい、ユカリは優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。ユカリが来る度たびにシェーカーを振っているこのバーテンダーは、慣れた様子で静かに一礼する。


　だが、ちょうど傍そばを通り掛かった男性客がそれを目まの当たりにしてしまい、ぽーと逆上のぼせたようにその場に留とどまってしまった。バーテンダーが声を掛けても、男は足に根が張ったように動かない。男が通路を塞ふさいでしまい、ワゴンを動かすことができず、辺りはにわかにざわめきの中心となってしまった。


　だが、悪戯いたずらに騒さわぎが大きくなる前にバーテンダーは困ったように笑いながら男の腕うでをとり、席へと促して連れて行く。それを見て、ユカリが呆あきれたように溜ため息をついた。注がれたばかりのカクテルで口唇くちびるを湿しめらせ、おもむろに口を開く。


「本当に、だらしない男が多すぎるわ……。私も、不機嫌になりそう」


　微笑み一つで簡単に下僕しもべになりかねない男は、ユカリのお気に召めさなかったということだろう。


「やっぱり藤也君はいいわね……。───ショウはずるい。私にも少し貸してくれてもいいじゃないの」


「───だめだ。あれは、俺のものだ」


「もう、わかってるわよ。だから、余計なちょっかいはかけていないでしょう？　言葉にするくらいいいじゃない」


　どこか子供が拗ねたようにユカリは口唇を尖らせる。横目でユカリを牽けん制せいするように見ていた将臣は、短くなった煙草を灰皿に押しつけた。


「家に顔を出す」


「───？……ああ、そういうわけなのね」


　突とつ然ぜん変わった話の流れにユカリは若じやつ干かん戸と惑まどったが、将臣が自分を牽制しているのはわかり小さく笑った。機嫌が悪いのは藤也と何かあったわけではないからユカリの入る余地はない、と言外に言っているのだ。


　今まで見たことのない将臣の言動にユカリは内心驚おどろいていたが、それをあからさまに表情に出してしまうほど間ま抜ぬけではない。驚きよう愕がくの吐と息いきを手にしたカクテルと共に飲み干した。


　一方将臣は自分でこぼした言葉に困こん惑わくしている。


　───ユカリが、怖こわい……？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。なんでそんなことを考えつくんだ。


　朝からあった苛いら立だちとは別の何かが、不意に将臣の心に浮ふ上じようしてきた。ユカリが藤也に興味を持っているのはとっくに知っている。そしてそれが恋れん愛あい絡がらみでないことくらい将臣にもわかっている。だというのに、さきほどのユカリの言葉に、驚くほど過か剰じように反応している自分がいたのだ。


　将臣は苛立たしげに、再び煙草に手を伸のばす。


　最近の藤也の反応は面白くていい。ふとした拍ひよう子しに敏びん感かんに反応し、慌あわてる様子が見ていて心地よい。いわゆる『恋愛』と呼ばれるものに疎うとい藤也が見せる幼い反応だけで、自分のことを意識しているのがよくわかるからだ。


　以前であれば、そんな反応は作さく為い的としか思えなくて、鼻先で笑い二度と連れん絡らくを取らなくなった。だというのに、相手が藤也だというだけでこんなにもあっさりと許容してしまえる自分がおかしい。


　ベッドの中での睦むつ言ごともそうだ。『愛している』と誰だれにも言ったこともなければ、それを強請ねだってくるような女にも即そく、興きよう醒ざめをした。愛を語る女たちは、こちらがうんざりするほどでなければ勝手にさせていたから、情熱的な愛の言葉は幾らでも囁ささやかれた。もちろん、どれも将臣の心をざわめかせることはなかったが。


　しかし、藤也の言葉は違った。夏の初めに譫うわ言ごとのように言わせた『好き』という言葉は、将臣の中に今でも甘く留とどまっている。そして不意に思い出されては、緩ゆるく雄おすを刺し激げきするのだ。


　何もかもが今までの女たちとは違う藤也に、将臣は執しゆう着ちやくしているのだろう。それが『恋愛』なのかと訊きかれれば違ちがうとしか言えない。『愛いとしい』とも『大切にしたい』とも思っていない。ただ、藤也は『自分のモノだから誰にも渡わたしはしない』という『執着』と『独どく占せん欲よく』があるだけだ。


　そこまで考えたときに、すとんと答えが自分の中に落ちてきた。


　藤也はもともと男に抱かれるような性せい癖へきはなかった。それを無む理り矢や理り将臣が押さえ込んで強要していたから、いつ何時藤也が将臣に抱かれることを拒きよ否ひして、女相手の普ふ通つうのセックスへと戻もどっていくかもしれないと、心のどこかで不安を抱いだいているのだ。


　そして、性格に多少の難はあるものの、ユカリがいい女なのは事実だ。そのユカリが藤也を気に入っているという。何かのきっかけがあれば、この二人が肉体関係に至るかもしれないという可能性は否定できない。


　否定できないからこそ、ユカリに対して『怖い』という感情を覚えたのだ。『独占欲』から来る『不安』は、将臣が初めて感じるもので、自じ嘲ちようめいた笑いしか起きない。


　───馬鹿馬鹿しい……。そこまで、藤也にのめり込んでいると……？　この俺が。


　突然くつくつと笑い出した将臣を、ユカリは訝いぶかしげに見るが、余計なことは訊たずねなかった。訊いても応えてくれないのはわかっているし、ここで変に探さぐりを入れて機嫌を損そこねるのも、ユカリの本意ではない。


　しばらくの間、一人で笑っている将臣を無視してユカリはグラスを傾かたむけていた。だが、不意に笑い止やんだ将臣が、吸わずに短くなってしまった煙草を消すのを見て、残りを一気に呷あおる。将臣が温ぬるくなったカクテルを好まないのを知っているので、もうお開きの時間だと悟さとったからだ。


「ここは、私の奢おごり。これで少しは機嫌が良くなるなら、安いものだと思うの。だから、今度は奢ってくれると嬉うれしいなあ」


「───考えておく」


　素っ気ない返事に口くち許もとを弛ゆるませたユカリが先に立ち上がり会計をすませている間に、将臣はゆっくりと店外に出る。カクテルが二杯では飲んだうちに入らないが、藤也が知ればまた文句を言うだろう。


　そこまで考えると以前は気にしたこともない行動を、いちいち藤也に注意されるのに甘んじているばかりか、それに従っている自分にまた笑い出したくなった。喉のどの奥でそれを堪こらえていると、追いついたユカリに腕をとられ、下から覗のぞき込まれる。


「あなたが、口許だけで笑う皮肉めいた顔は好きよ。でも、その笑い方は……、あまり見られたものじゃないわね。さっきのも……、そうね。あまりいい笑い方じゃなかったと思うんだけど……。どう、間ま違ちがってる？」


　小さな、それこそ傍そばで聞いている将臣にしか聞こえないような囁き声で、ユカリは言った。いつもは面白そうに煌きらめいている瞳ひとみが、今は真しん剣けんに将臣の蒼あおい瞳を見つめている。


「察しが良すぎる女は───、好きじゃないな」


「あら、これは忠告よ。今まで誰も寄せつけたことのないあなたが、初めて興味を持ったんでしょう？　感情が空回りすることがないように気をつけなさいね」


　婉えん然ぜんと微笑んでみせるユカリに、将臣は苦い顔をする。傍はたから見れば恋こい人びと同士が睦むつみ合っているとしか見えない親密さだが、人通りがそれなりにあるこの通りで、そんな恋人たちは山ほど居るから周囲も気に留めない。そして所しよ詮せん、交かわされる言葉は他人には聞こえはしないのだから、本人たちは涼すずしいものだ。


　ただ、一部の輩やからを除いて───。


「じゃあ、またね」


　するりと腕を解いて片手を挙げると、ユカリは駅に向かって歩き出した。闇やみに微かすかに浮ういているように見える後ろ姿を、将臣はほんの束つかの間ま見送ったが、すぐに踵きびすを返し車を停とめた場所へと足を向ける。


　連続して響ひびいたシャッターを切る音と、二人がその場から離はなれてしばらくしてから動き出した男の影かげを、将臣もユカリも知らない。男はすぐに近くに停めてあった車の運転手に合図すると近寄ってきた車に飛び乗り、その場を後にした。











　帰り着いた部屋はやはり真っ暗で、室内に人の気配は全くない。部屋には藤也がいないだろうと自分でもわかっていたのに、実際にいないことがはっきりすると、将臣はくっきりと眉み間けんに皺しわを刻み、不ふ機き嫌げんさを思いっきり露あらわにした。


　着ていたコートをソファーに放ほうり投げ、冷蔵庫から常備してあるハイネケンを取り出す。中ちゆう途と半はん端ぱなアルコール摂せつ取しゆはかえって喉を渇かわかしてしまい、身体からだが水分を欲しがっている。


　冷たい缶かんを両手に一本ずつ持ちソファーに向かおうとして、留守電のランプが点てん滅めつしているのに気がついた。不快感に拍はく車しやが掛かかる。そのままそれを無視してもよかったが、いつまでも放置するのもかえって苛立たしく、八つ当たり気味に強くボタンを押した。


『麻あさ美みよ。肝かん心じんなことを訊くのを忘れていたわ。次のオフっていつ？　それから、藤也君っていったかな。彼は連れてくるの？　それを教えてくれないかしら。連れてくるならそれなりのおもてなしをしたいんだけど。また、連絡をちょうだいね』


　思っていたとおりのメッセージに将臣は聞かなかったことにする。


　あの家に戻りたいと思ったことは、家を出てから一度もない。麻美が家事の心配をして昔から家にいた家政婦を寄よ越こさせていたことはありがたかったが、それも恩を着せられるのが嫌いやだからと、きっちり相当分の手当を家に送っていたのだ。


　藤也がこの部屋に通うようになり家政婦を断ったときに、何かあると麻美に思われたようだったが、何も言ってこなかったのでそのまま放置してあった。それを今になってこんな形で蒸し返してくるとは考えてもいなかった。


「いらぬ詮せん索さくはして欲しくないからな」


　かしゅっと炭酸が抜ぬける音がして開いた缶を一気に呷る。いとも簡単に空になった缶をリビングのテーブルに置く。


　麻美に藤也のことを知られたのは確かに痛手だったが、向こうがそれを切り札にするのなら、こちらにも考えがあるだけのことだ。


「だが、そこまで馬ば鹿かな女ではないだろう？」


　誰にともなく呟つぶやいてみせるのは、どんな手を使ってでも藤也を放しはしないという決意の表れだろうか。


　飲むつもりだった二缶目に何となく手が出ずに、そのままテーブルの上に転がしたまま、シャワーを浴びるのも面めん倒どうくさくなった将臣は、そのままベッドルームに消えていった。




４







　外で長時間座るにはかなり涼しい季節になった。だから通つう称しよう『奥おく庭にわ』と呼ばれる大学のカフェテリアも、外にあるテラス席よりも室内の方が盛せい況きようだ。藤也がこの大学に通い出して既すでに半年経たつ。それなりに顔見知りもできたし、つきあいのある友人たちもできたが、それでもやっぱり今目の前に座っているのは、高校のときからつるんでいた兼かね田だだった。


　兼田は黒い短たん髪ぱつをワックスでつんつんに立たせたガタイのいい男だ。高校時代にやっていたバスケを、今でもストリートでやっておりそのガタイの良さを保っている。体育会系な外見とは裏腹にお人ひと好よしな性格で、あまり他人のプライベートに立ち入ってこないところが藤也は気に入っていた。


　がつがつと特盛り親おや子こ丼どんぶりを頰ほお張ばっている様は豪ごう快かいで、見ていて気持ちがいいほどだ。その小気味よい食べっぷりの前で、藤也はもそもそとハンバーグ定食を口に運んでいた。味はほとんどわからない。ただ機械的に箸はしを動かしているだけとも言える。


　藤也の意識はテーブルに置かれている広げられた週刊誌に向いていた。


　親しげに寄せられている顔、絡からめられた腕うで、見慣れた将臣の美び貌ぼうがより一層引き立つような、ユカリの妖よう艶えんな微笑ほほえみ。何よりも並んで立つのに不自然でない組み合わせ───。


　───そりゃあね、過去には絶対に何かあっただろうけどさ……。今はないって思ってるんだけど。でも、こないだの『あさみ』のこともあるしなあ。


　自分の知っている二人の態度から見ると、今現在は肉体関係がないように見える。だが、それも自分が気がつかないだけなのかもしれない。


　繰くり返し目を通した記事はほぼ頭の中に入ってしまっている。ユカリはいい飲み友達だと友人Ａに語っているとなっており、将臣に関しての記事はない。事務所側としての見解は、恋人ではなく友人という関係だとなっている。


　直接本人たちのコメントがのっていないのが、いかにも作られたようだと思うのは、藤也が二人を実際に見知っているからだろうか。


　気を抜けば溜ため息を漏もらしてしまいそうな藤也の様子に、この記事のことが気になっているらしいと勘かん違ちがいした兼田は、手に入れたばかりの情報を嬉き々きとして語り出した。


「やっぱり藤也も気になるだろ？　だってさ、今までショウの女おんな癖ぐせの悪さは裏では有名だったんだろ。モデルに女優にやりたい放題で、ほら、こないだまで夜ドラマに出てた女優いるだろ？　彼女もショウと関係があったらしいんだよ」


　ぴくりと藤也の身体が震ふるえたが、そのことに気がついていない兼田は忙せわしなく動かしていた箸を止め、ずいと前に乗り出して勿もつ体たいつけたように止とどめの一言を口にする。


「でな、ここだけの話。そんだけ女と噂うわさになってたショウだけど、不思議と週刊誌沙ざ汰たにはなってないんだよ。どうも上手うまくやってたらしくてさ。まあ、遊び上手ってやつだろうけど。そんな奴やつがだよ。ユカリとこうやって写真に撮とられたんだ。こりゃあマジもんじゃないかって、話だよ」


　話に信しん憑ぴよう性せいを持たせようとしてか、わざとらしく辺りを窺うかがうのが、逆に眉まゆ唾つばのように感じられてしまう。普ふ段だんの兼田からは考えられない言動に、藤也は自分の悩なやみを一時棚たな上あげして兼田に呆あきれた口調で話しかけた。


「で、それは誰だれの受け売りなんだ？」


「いやー、それがさ、うみちゃんがショウのファンらしくてさあ。おれ、今までそういった芸能関係っていうの？　そういうのにはあんまり興味がなかったんだけどね。それじゃあうみちゃんに悪いかなあって思ってさあ」


　藤也が話を振ふった途と端たんに、兼田はだらしなく鼻の下を伸のばして話し出した。完全に食べることを忘れている兼田に呆れながらも、藤也は口を挟はさもうとしない。こうなったときの兼田は誰にも止められないと、長年の付き合いで嫌というほど思い知らされている。


「この間のストリート試合のときに来ててさ。高二だよ、高二。若いよなあ。でもな、コギャルって感じでもなくて、なんていうの、本当に健康的な女子高生って感じで。うみちゃんもバスケやってるから話も合うし。彼女を絶対恋人にするんだっ」


　この半年で既に五回目になる兼田の決意に、とりあえず藤也は力のない声せい援えんを送っておく。ここで何も言わないで流してしまうと、『友達がいのない奴だーっ』と泣き喚わめき出すに決まっているからだ。


「それでね、うみちゃんってば本気でショウに惚ほれ込んでるみたいで、『ユカリと本気でつきあってるだなんてっ。でもっ、ユカリってば美人だしっ。お似合いなのはわかってるのっ。でも、だから余計に嫌なのようっ』って、目を潤うるませながら言うんだぜー」


　わざわざ高い声を出し、胸の前で手を組んでみたり拳こぶしを顎あごの下にあてたりと、『うみちゃん』の真似まねをしている兼田に、藤也はもう溜め息しか出てこない。


　だが、兼田のその笑える仕草に、実際少し救われてもいた。


　無む理り矢や理り意識をよそへ向けていないと、週刊誌の記事とうみちゃんからのファン情報とが頭の中でぐるぐると回り続けていそうで、どうしようもなかった。


　ユカリと将臣はそういった意味では何もないと、直感している。だが、そこで今ひとつ自信が持てないのは、『あさみ』からの電話がひっかかっているのだ。自分の知らない───自分の知ることのできる範はん囲い内で見たことも聞いたこともない女性が存在しているのだ。


　だったら、自分の知らないところで将臣がユカリとセックスしていたとしても、藤也にはわからないかもしれない。


　結局は、将臣から藤也がわかるような言葉で確かな言葉をもらっていないから、こうも思考が空回りするのだ。自分一人だけが一方的な恋れん愛あいをしているようで、相手を信じることも、あきらめることもできない。


　藤也は小さく頭を振ると、埒らちがあかない思考を早々に追い出し、まだまだ続きそうな兼田のコミカルな一人芝しば居いにストップをかけた。


「うみちゃんがかわいいのはわかったから、飯を食え。時間がなくなるぞ」


「え？　あーっ、あと十分しかないじゃないかあっ。藤也も半分以上残ってるぞっ」


　それまでのほわわんとした雰ふん囲い気きを一変させ、兼田が残りの丼どんぶり飯めしを凄すごい勢いで平らげていく。この次の講義は藤也も取っているのだが、頭を使いすぎたせいか食欲がないので、どうにか半分食べたところで箸を置いてしまうことにした。


「オレはこれでいいの。なんか調子が良くないんだよなあ」


「あー？　そんなの恋こいすれば治るぞっ。うみちゃんの友達でも紹しよう介かいしてもらうか？」


「別にいいよ。今のところそんな気にはなれないから」


　将臣とのことを言えるわけもないので、気を遣つかってくれる兼田にやんわりとしたお断りしかできない藤也は、苦く笑しようを浮うかべるしかない。


　そして、週刊誌の記事と『あさみ』のことが気になりすぎた藤也は、午後の講義のノートが所々欠けたものになってしまい、兼田のノートをコピーする羽目になった。


　───このままじゃ、やばいよなあ……。……よしっ。『あさみ』のことは怖こわいけど、ユカリとのことなら訊きけるから、これから行くぞっ。


　気を抜けばいつまでも堂どう々どう巡めぐりする思考に、講義にも身が入らないとなればどうしようもない。こうなったら、悩みのタネを一つでも減らした方が身体からだにもいいのだからと半ば自分自身に言い聞かせ、兼田と別れると藤也はひとまず自分の部屋に戻もどった。


　将臣の今日の仕事がどうなっているのかわからないから、とりあえず明日の支し度たくをしてから将臣の部屋へ行くつもりだった。答えを聞くまで帰らないという決意の固さを、自分なりに表現してみたのだ。


　陽ひが沈しずみ始めた通りを、お泊とまり用の荷物を抱かかえ一歩一歩踏ふみしめるように歩いていく。ここで踵きびすを返してしまったら、二度と訊く気にはなれないだろう。


　エレベーターが上じよう昇しようするのに合わせて激しくなる動どう悸きを懸けん命めいに抑おさえ込み、最上階にあるただ一つの扉とびらの前で大きく深呼吸を繰り返した。室内に本人がいるのかどうかもわからず、将臣がいなかったらかなり気が削そがれてしまうのはわかっていたが、ここまで来た以上引き返すのも負けたようで嫌いやだ。


　───いなかったら、帰ってくるまで待つ！


　もう一度決意を固めると、震えそうになる手でカードキーを通した。鍵かぎの外れる音が藤也の耳を痛いほどに刺し激げきする。この部屋に入るのに、ここまで過か敏びんになるのは初めてで、自分で考えてるよりもずっと、緊きん張ちようしているらしい。


　おそるおそるドアを開けると、玄げん関かんに靴くつが脱ぬいであった。


　将臣の靴だと言いきれないのは、彼のワードローブが多すぎて、藤也は全部把は握あくし切れていないのだ。


「帰ってるのか……」


　なんとなく、将臣が帰宅していたことに戦おののいて生なま唾つばを呑のみ込む。わざわざ会うために来たというのに、実際その段になると急に尻しり込ごみしてしまう。答えを知るのが怖くなり、奮い立たせたはずの勇気はどこかへ消えてしまい、このまま逃にげ帰りたくなったが、それではいつまでも同じ事の繰り返しになると、かろうじて思い留とどまる。


　手の平にかいた汗あせをジーンズで拭ぬぐい部屋に上がった。なるべく音を立てないようにと気をつかってしまうのは、できれば将臣と会うのを避さけたいと藤也が思っているからだろうか。


　リビングに通じるドアに手を掛かけ、意を決して開ける。


「将臣？　いるんだろ？　話があるんだ、けど……」


　無理に出した声が尻しりすぼみで掠かすれていき、藤也は目を瞠みはった。リビングのソファーを我が物顔で占せん拠きよしていたのが、見たことのない人物だったからだ。だが、黒く長い髪を持った青年は、妙みように将臣と似た雰囲気を持っていた。


　首回りの緩ゆるい黒いタートルネックに、ぴったりとしたこれまた黒いレザーパンツを穿はいている。将臣と同じくらいの長い髪かみは、後ろで一つに括くくられていた。


　明るい髪色のせいで、将臣には華はなやかな雰囲気がつきまとっていたが、目の前の青年は全体的にモノトーンの印象がきつい。白い肌はだがより際きわ立だち、人間の持つ温かみがまるっきり欠けた端たん整せいな顔立ちだけがやたらと目についた。


　───誰だ？　将臣に似てる、けど……。……まさか……。


　煙草たばこの灰を落とす指先、すっと目を眇すがめてみせる仕草、口くち許もとに浮かぶうっすらとした微笑ほほえみ。それらはすべて記き憶おくにある将臣のそれで、頭の中をよぎった想像が確信に変わった。


「なに、その格好……」


「───これがもともとだ。あの格好は仕事のためにしていたからな」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた藤也に、露ろ骨こつに嫌そうな顔をした将臣が応える。声は確かに将臣のモノで、目の前にいるのが将臣だとわかるが、印象がまるきり違ちがっている。


　雰囲気は似ていても受ける印象が違うので、よく似た別人だと思ってしまうのだ。


　そろそろと近寄り、ソファーに座っている将臣を上から覗のぞき込むようにして凝ぎよう視しする。いつもはめていた蒼あおいカラーコンタクトが外されているのにようやく気がついた。


　───これが、将臣の、素す顔がお……。


　指を伸ばして頰ほおに触ふれてみると、指先に馴な染じんだ感かん触しよくが伝わってきて、ようやく少しほっとする。あからさまに安あん堵どしたのが伝わったのか将臣の、だが藤也がよく知る将臣のモノではない目が、面おも白しろそうに細められた。


「わざわざそんなことまでするのか？」


　扉を開けるまでの緊きん張ちよう感かんをすっかり忘れて、藤也は素すっ頓とん狂きような声を上げた。このままでも充じゆう分ぶんにモデルとしてやっていけそうな気がするのに、色を変える必要があるのかと疑問に思う。


　単純に思ったことを訊いただけの藤也に、将臣は呆あきれた視線を投げかけ、頰にかけられている手を摑つかんだ。


「お前は、俺が誰だれの息子むすこかすっかり忘れているようだな」


「あ……っ。いや、うん、忘れてないよ？」


　白々しいほどまでに乾かわいた笑いで藤也は応える。その間も記憶を辿たどり、だいぶ前に聞いたまま奥底に眠ねむらせていた情報を掘ほり出す。


　───そうだ。確か、代議士の三男だったっけ。てことは……。


　閃ひらめくように浮かんだ答えに自信が持てなかったが、皮肉げに歪ゆがむ将臣の口許にそれで間ま違ちがいないような気がして、おそるおそると口にしてみた。


「スキャンダル避け……？」


「正解だ。褒ほう美びは何がいい……？」


「わあっ」


　摑まれた手を引かれ、藤也は体勢を崩くずして将臣の膝ひざの上に倒たおれ込んだ。慌あわてて身体を起こそうとするが、不安定な体勢では思うように立て直せず、膝の上で向き合う形に落ち着かされてしまう。それでも往おう生じよう際ぎわ悪く、寄せられる口唇くちびるから逃のがれようと暴れてみるが、更さらに強く力を込こめられてしまうことになる。


　痛みに眉まゆをひそめたその隙すきに、口唇を重ねられた。


　滑なめらかな感触がゆっくりと左右に動き、閉じられた口唇を開こうと舌先が蠢うごめく。摑まれている手の強さと口唇を辿る優やさしい感触のアンバランスさが、藤也の心をざわめかせた。


　自然と綻ほころんでしまった口唇から、将臣の舌が入り込んできた。歯列を確かめるようにゆっくりとなぞり、するりと歯列さえ割って更に奥へと忍しのび込んでくる。わずかに漏もれる吐と息いきさえも搦からめ捕とろうとするかのように、舌の付け根を刺激し続ける。


「……ん───ぅ」


　きつく吸われた舌が痺しびれ始めると、留めきれなかった唾だ液えきが口の端はしから伝い落ちた。じんわりとした熱が藤也の下腹部に集まり出した頃ころ、ぴちゃりと水音を立てて将臣の舌が口こう腔こう内から抜ぬけ出す。思わずそれを追いかけようと伸のばされた藤也の舌に、それは再度触れてきたが絡められることなくあっさりと将臣の舌は離はなれていった。


「父親とはあまり似ていないが、長兄とは一目で兄弟だとわかるほどでね。その兄が父親の秘書をしている。血けつ縁えん関係がばれるのはお互たがいによくないと利害関係が一いつ致ちしただけだ」


『髪の色とカラーコンタクトでだいぶ変わるだろう？』と、くつくつと笑っている将臣の口許から藤也は視線を外せない。


　───ちくしょう……っ。こんなキス一つで……っ。


　頭の芯しんが朦もう朧ろうとして、視界はぼんやりとしている。耳許で続けられる将臣の話も聞き逃のがしてしまいそうで、乱れた吐と息いきを整えるのにも一苦労する。


「堅かた苦くるしいのは性しように合わないからな。家を出るときに今の事務所を母親のツテで紹しよう介かいされて、そのまま続けてきただけだ」


「わかったよ。……でも、なんで今そっちの姿に戻るんだ？」


　どうにかとぎれることなくしゃべることはできたが、藤也の胸は大きく上下している。腕うでを捉とらえていた大きな手が、上じよう腕わんへと這はい上がり鎖さ骨こつを撫なでた。


「長兄が入院したそうだ。俺にはもう関係ない話のはずだが、家を出てから一度も戻っていないのを母親が気にしてな。顔を見せに来いと半ば脅おどしをかけてきた。それだけだ」


　いつになく饒じよう舌ぜつな将臣に、藤也は怪訝けげんそうな表情をする。何か裏にあるのではないかと勘かんぐってみるが、鎖骨をなぞる指先がひどく熱くて、どうしてもそちらに気を取られてしまう。


　長くしなやかな指が藤也の顎あごを押し上げ、喉のどを惜おしげもなく晒さらさせる。ぽこりと浮うき出た喉のど仏ぼとけの形を確かめるように、指先で丹たん念ねんに撫でられる。唾つばを呑み込むという何でもない行こう為いが、やけに卑ひ猥わいなものに感じられて、藤也の身体は小さく震ふるえた。


「で、何か話があると言ってなかったか？」


　耳みみ朶たぶに触れそうなほど寄せられた口唇でそう囁ささやかれ、藤也の茫ぼう洋ようとしていた意識は、いきなり覚かく醒せいさせられる。


　───……っつ。わ、忘れるところだった……っ。


　喉許を彷徨さまよっていた将臣の手を摑んで、目線よりわずかに下にある、見慣れない黒い瞳ひとみを覗き込むと、気がかりだったことが勢いよく口をついて出てきた。


「ユカリとは何でもないんだよなっ!?」


「───どうした？」


「いいから答えろよ。ユカリとできてるのかっ？」


　将臣の襟えり元もとを握にぎりこんで、さっきまでの逃げ腰ごしはどこへやら、押し倒さんばかりに詰つめ寄った。将臣の気配がすっと冷ややかになったのには気がついたが、かまう気にはならなかった。双そう方ほうとも引く気配を見せずにしばらくの間沈ちん黙もくが辺りを支配する。


　最初に口を開いたのは、何故なぜか饒舌な将臣だった。意地の悪い笑えみに口許を歪めながら囁くように、わざと藤也が反発するような台詞せりふを吐はいた。


「お前だけで間に合っているが……。欲求不満か？　セックスがしたいならそう言えばいい。いくらでも抱だいてやるぞ」


「……なっ」


　将臣の言葉を理解した途と端たん、瞬しゆん時じに藤也は酸欠の魚よろしく口をぱくぱくとさせた。あんまりな台詞に、胸むな元もとを摑んでいる手も羞しゆう恥ちのために震えている。


　だが意外にも、将臣の瞳に本気を見て取り戸と惑まどってしまう。


「な、何だよっ。してないならっ、別にいいんだよっ。それにっ、オレは欲求不満なんかじゃないからなっ」


　今いま更さらながら膝の上に座っているという体勢も気になりだして、将臣の手が離れていたのをいいことにそこから跳とび降りると、藤也はローテーブルの反対側まで避ひ難なんした。その見事な逃にげ方に、将臣が面白そうに笑い出す。


「大方、あの週刊誌を見たんだろう？　本当にお前はわかりやすいな。ユカリに嫉しつ妬とでもしたのか？」


「す、するわけねえだろっ。お、お前っ、自信過か剰じようだっ」


　常になく慌てている様が『その通りです』と正直に伝えてしまっていることなど、考えもつかない藤也が怒ど鳴なり散らす。だが、将臣はひどく満足げに煙草に手を伸ばした。


　そんな将臣の様子を見て、藤也は余計頭に血を上らせた。更に言い募つのろうとしたところで、黒い瞳が自分を捉えているのに気がつき、藤也の動きが止まる。


「───ユカリとは終わっている。第一、似たような写真がポスターだのグラビアだのいくらでもあるだろうに」


　それを今更気にするのかと言外に言われれば、藤也は引き下がるしかない。確かに将臣の言うとおり、もっと際どい写真や親密そうな写真が幾いくらでもあるのだ。気にしている様子がまるでない態度に、幾らか不安が残るものの、とりあえずは将臣の言葉を信じることにする。


　───ここで疑い出したら、結局また同じことの繰くり返しだしな……。


　落ちてきた前まえ髪がみを搔かき上げながら藤也は溜ため息をついた。相手を信用するかどうかは、自分次し第だいなのだ。そして自分は将臣を信用すると決めたのだから、ユカリの件に関してはこれ以上何も言うつもりはない。


　静かに煙草たばこをくゆらせている将臣を見み遣やり、藤也は先ほどの『家に戻もどる』という言葉を思い出した。怒鳴りすぎて掠かすれた喉を潤うるおそうと冷蔵庫に向かいつつ、訊きいてみる。


「家に行くって、これからすぐか？　いつ帰ってくるんだ？」


「……寂さびしいのか？」


　からかうような将臣の答えに、アイスティーを注ついでいた藤也の手が滑すべり、キッチンの作業台が濡ぬれてしまった。


「そんなわけあるかよっ。だいたい仕事だとかでいなかった日もあっただろっ？」


　持っていたペットボトルを振ふり回す勢いで大おお袈げ裟さに否定すると、将臣は傍はたから見ても笑いを堪こらえているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんなほど、肩かたを震わせている。


「人で遊ぶなっ。だいたい、お前がいない方がゆっくりできるからいいんだっ。いない方がせいせいすらあっ」


　驚おどろくほど素す直なおに反応を返し、がうがうと嚙かみついてくる様が面白いがために、自分の嫌いやがりそうなことを将臣がわざと言っていると、藤也は思いつきもしない。だから、いつまでも笑い止やまない将臣を、藤也は完全に無視するというお子さまのような抵てい抗こうをしてみせ、更に笑いを招くことになるのだった。











　ブラインドの隙すき間まから射さし込む、月明かりのあまりの眩まぶしさに、将臣は眉をひそめた。素す肌はだにバスローブを羽織っていたが、シャワーを浴びたばかりということもあり、少し肌はだ寒ざむく感じる。素す足あしで踏ふむフローリングの感かん触しよくも、もしかしたら一役買っているのかもしれなかった。


　こんもりと丸まった布ふ団とんの山に多少呆あきれながら、わざと大きな動きでベッドに腰こし掛かける。ぎしりと音を立ててベッドは軋きしんだが、その上に寝ねている藤也は寝返りどころか、呼吸の一つも乱れない。


　───少し、手て荒あらすぎたか……？


　ほんの爪つめの先ほどわずかに、悪かったかもしれないという気持ちが湧わき起こるが、すーすーと気持ちよさそうに寝ね息いきを立てている姿に、それはすぐに消えてしまった。自分一人だけが気持ちよくなったわけではない。藤也も三度果てている。


　サイドテーブルに置いてある煙草に手を伸ばし火をつける。このまま藤也の隣となりで眠ねむってしまいたかったが、どうしても今晩中にここを発たたなければならない。わかっていてもすぐに動きたくなくて、時間を稼かせぐように布団の先から出ている赤茶けた色の髪かみに指先を絡めた。


　きちんと乾かわかさなかったのか、まだ少し湿しめった感触がする。頰ほおに掛かかっている毛先を搔き上げてやると、少年から青年へと移行している途と中ちゆうの頰のラインが露あらわになった。まだ定まっていないそのラインは、危あやうげで不安定な印象を見る者に与あたえ、とてつもなく目を引いていることに、おそらく本人は気づいていない。


「───本当に、らしくない……」


　煙草の煙けむりに紛まぎらせ溜め息をこぼす。


　藤也が夕方に訊たずねてきたときの、自分でもらしくないくらい妙みように浮かれた態度を思い出し、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情になってしまう。


　コンタクトの方は何度も外しているが、髪の色を元に戻したのは家を出てから初めてだった。だからだろうか、自分でも気がつかないうちに不安定になっていたらしい。端たん的てきに述べることで気持ちを落ち着かせようとして、常になく余計なことまでしゃべってしまっていた。


　紫し煙えんが立ち上り、部屋の空気に溶とけて匂においが広がっていく。


　もともと、家族───特にすぐ上の姉とはまったくと言っていいほどそりが合わなかった。長兄は父親の秘書───やがてはその跡あとを、次兄は警察官かん僚りように、姉は弁護士にとそれぞれがお堅かたく世間一いつ般ぱんで言うところのエリートを目指していた。


　その中で、将臣一人がその流れに反発したのだ。素行は中学のときからひどいものだった。留年するほど頭が悪いわけではなかったが、品行の方に問題がありそれに付ふ随ずいして素行も悪くなった。この頃から日常的な憂うさや苛いら立だちは女たちで晴らしてきた。


　そのだらしなさが姉には許せないものだったらしい。更こう生せいさせるのだと勝手に息巻いて、やたらと口を出し、行動を制限してくるようになったのだ。そのことが将臣の女遊びに拍はく車しやを掛け、余計に姉をいきり立たせるという堂どう々どう巡めぐりを繰り返す羽目になった。


　次兄は姉と違ちがい、自分の邪じや魔まさえしなければ誰だれがどこで何をしていようとも、気にすることはなかったので、ある意味一番つきあいやすかった。


　だから今回入院している長兄が、将臣にとっては一番理解しがたい人間だった。周りの無言のプレッシャーに負けて父親の秘書になったくせに、将臣に同じような道を歩んで欲しくないと公言し、度たび々たび将臣をかばうようなことをした。だがそれは、そうすることによって、なりたかった自分の理想を将臣に投とう影えいしているようで、将臣には鬱うつ陶とうしいものでしかなかった。


　ありがたいことに、父親は完全に放任してくれていたが、その分うるさかったのは父方の親しん戚せきたちだった。名門だか血筋だか知らないが、そんなモノを終始大事にしているような腐くさった人間───。父親のことをまだましだと思うことができるのだから、あんな親戚でもいてよかったのかもしれない。


　当然母親も父親に倣ならい、余計なことを言ってくることはなかった。それどころか、恵美花の事務所にツテをつけてくれたのも母親だった。


　後妻である血の繫つながらない今の母親に関しては、親戚一同無視することで意見が一いつ致ちしたようだ。いくら父親に口が酸すっぱくなるほど言っても、聞き入れてもらえないことからそうすることにしたらしい。


　芹沢の血筋から逃のがれられないとわかっているから、家とはつかず離はなれずの距きよ離りを保っていようと考えている。一見大人しそうな、しかし実は相当したたかなあの母親がいる限り可能だろう。それだけに、できるかぎり母親の機き嫌げんは損そこねたくない。


　大して吸うこともなく短くなってしまった煙草を灰皿に押しつける。一いつ瞬しゆん強くなった煙草の匂いが刺し激げきしたのか、藤也が微かすかに唸うなりながらもぞもぞと身体からだを動かした。身体に巻きつけていた布団がめくれ、ひょこりと藤也の顔がすべて露わになった。


　泣かせすぎたせいで赤くなった目め許もとに、指先を滑すべらせる。


　これ以上は話すつもりがないと言わんばかりに、藤也に話を向けたところで、あんな態度をとられれば、煽あおられていると思っても仕方ないだろう。


　あからさまな嫉妬は、失しつ笑しようしか湧き起こらなかったが藤也が相手だと、わかりやすくまるきり幼い反応で、そこには面おも白しろさしか残らなかった。


「───特別だと、言っているんだがな……」


　藤也は『特別』という言葉にこだわるわりには、その『特別』が具体的にどういったものなのかよくわかっていないのだろうと、将臣は思っている。


　部屋に入れたのも、同じベッドで眠るのも、自分の感情を波立たせるのも藤也だけだ。今ではセックスをしたいと思う相手ですら藤也だけになっていたし、ましてや携けい帯たいのメモリーは綺き麗れいに整理されている。


　───だというのに、肝かん心じんの藤也がわかっていないんでは、な……。


　ふっと口許に浮うかんだ苦笑自体が、既すでに自分らしくないものだということに将臣は気がついていない。ただ、藤也のあからさまだった反応を面白おかしく反はん芻すうしながら、目許から頰のラインを通り口唇くちびるへと指先で辿たどっていった。


　初めはまだ何もわかっていないのかと冷ややかな反応しかできなかったが、藤也の言葉の奥に週刊誌に載のった写真のことがあるのがわかると、もう止まらなかった。


　女たちではうざいとしか思えなかった嫉しつ妬とが、藤也からのものだと思うと、妙に心地よく面白いとしか感じられない。藤也の返してくる反応が素直すぎて、わざといじめてしまう。


　そんな子供のような反応には、自分自身で苦笑するしかない。眠っている藤也の口唇を指の腹でゆるゆるとなぞり、ついさっきまでこの感触をたっぷりと堪たん能のうしていたことを思い返す。眠っているのを無理に起こして再び仕し掛かけてしまいたかったが、今日はもう駄だ目めだ。


　家を出なければならない時間はとっくに過ぎているのだ。


「───戻ってくるまで、大人おとなしく待っているんだな……」


　口くち接づけてしまえば止まらなくなりそうで、将臣は大人しく腰こしを上げた。既に夜中に近い時刻だが、この時間なら道も空すいているだろうし、家に着くのは何時でもかまわないのだから、何も問題はない。


　───用がすんだら、とっとと戻もどってくるか。


　そうでなくても長居をしたい場所ではないのだから、早々に帰ってくることを決めて、将臣は着き替がえるために羽織っていたバスローブを脱ぬぎ捨てた。




５







　将臣が考えていたとおり、夜中の通りは空いていて、日付が変わる前には目的地に着いた。


　普ふ通つうの一戸建てというには大きすぎるが、豪ごう邸ていというにはやや小さい屋や敷しきだ。少し奥まった門柱の前に車を入れると、ちょうど脇わきにインターフォンが設置されている。


　しばらく待っているとそこから誰何すいかする声が流れてきた。


「将臣だ。麻美に呼ばれてきた」


　端的にそれだけを告げると門が開いていく。その機械特有ののろのろとした開かい扉ひに苛立ち、指先でハンドルを小さく叩たたき待つことになる。


　敷しき地ち内に入ってすぐ右手に、五台ほど車が停とめられる家人専用の駐ちゆう車しや場じようがあり、そこの一角に将臣は車を停めた。玄げん関かんに足を向ければ再度インターフォンを鳴らすまでもなく、年若い家政婦が扉とびらを開けて立っている。


「お、おかえりなさいませ。……奥様が、居間でお待ちでございます」


　少しどもりながらも頰を染めた家政婦はそれだけを言うと、案内に立つつもりか将臣の少し前を緊きん張ちようした様子で歩き出した。将臣は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめたが、無言のまま家政婦の後についていく。


　自分が家を出たときとまるで変わらない屋敷内のインテリアには興味がない。居間の扉を家政婦が叩いたときも、将臣は表情を崩くずさなかった。


「奥様、将臣様がお着きになられました」


　だが、彼女が『将臣』と自分の名前を呼んだとき、不意に神経の表面を爪つめで引っかかれたような不快感が、理由もなく将臣を襲おそった。


　───……なんだ……？　この、嫌いやな気分は……。


　わずかにもやもやとしたものが胸の中にわだかまるが、開かれた扉に意識を向け、それを黙もく殺さつする。


「ありがとう。あなたは下がっていいわ。明日はいつも通りにお願い」


「かしこまりました。では、お飲物の支し度たくをしてから下がらせていただきます」


　家政婦は戸口で一礼して、室内には一歩も入らずに下がっていこうとする。気になるのかちらちらと将臣に視線を遣やっているが、将臣は礼の言葉一つ言うでもなく室内に入っていった。


「ようやっとのご帰館ね、この愚ぐ息そくは」


　リビングのテーブルに着いていたのは妖よう艶えんな女性だった。四十代半ばだったはずだが、将臣は正確な年ねん齢れいを覚えていない。だが、外見を見る限り、四十前でも通用するであろう美び貌ぼうをしていた。


　腰にまで届く長い漆しつ黒こくの髪かみは丁てい寧ねいに手入れされており、艶つややかな輝かがやきをして形の良い輪りん郭かくを縁ふち取どっている。抜ぬけるような白い肌はだに、綺麗に弧こを描えがいている細い眉と細く切れ長な瞳ひとみ、赤く塗ぬられた口紅だけが鮮あざやかな色を放っている。


　すっと通った鼻筋に、薄うすめの口唇が笑えみの形を作っていた。長く伸のばされた爪には口紅と同色のマニキュアが塗られ、指先には煙草たばこが挟はさまれている。テーブルには赤いパッケージに「ＹＳＬ」とロゴの入った煙草が置かれている。


　将臣は向かいの席に着くと、無言のまま自分の煙草を取り出した。社会通念的に喫きつ煙えんが認められる年齢になる以前から、麻美の前でだけは煙草を吸っていた。頭ごなしに未成年だから吸うなとも言わず、吸うならそれなりのマナーを覚えろとしか言われなかったことに、反発を覚えつつも納なつ得とくしたからだ。


　室内には煙草の煙けむりと匂においが漂ただよっており、麻美がかなり待っていたのがわかる。だが、そのことに将臣は謝ることもなく、一口目の煙を吐はき出した。


「来ただけましだと思え」


「まあ、確かにそうね。でも、来てくれてありがとう。まさか本当に来てくれるとは思ってもなかったわ」


　くすりと笑い、麻美が手慣れた仕草で煙草を消す。だが、それに対して将臣は憮ぶ然ぜんとした視線を向ける。


「よく言う。……あれのことを引き合いに出したのはお前だろう？」


「そうだったかしら？　でも、こんな機会でもないと、あなたは一生帰ってくるつもりがなかったでしょう？」


　言外に親の葬そう式しきでも出るつもりはないだろうと含ふくませた台詞せりふに、将臣は鼻先で笑い、肯こう定ていしてみせる。


「別にそれでもいいんだけど、喜き多た川がわが通わなくなって、あなたの様子がわかりにくくなったのよ。多少の心配くらいしてもいいでしょうに」


　本心なのか、口先だけなのかわかりにくいのが麻美の物言いの特とく徴ちようだった。言葉と態度が裏腹なのだ。


　それは麻美が父親の後妻に収まったときから少しも変わっていない。一いつ貫かんして父親のそれとは少し違ちがった放任の仕方で、彼女はいきなりできた子供たちと接してきていた。だが、その微び妙みような距きよ離りの取り方が、かえって将臣に合っていたのかもしれない。


「でも、藤也君って言ったわよね。……だいぶ気に入ってるみたいだから、私も一度会っておきたいわ」


「ふざけるな」


　物事を舐なめているような、斜しやに構えてみえる笑顔でそれを口にした麻美に、将臣は即そく答とうした。怒ど気きを込こめて目の前に座る女性を睨にらみつける。


「まあ、怖こわい。……でも、あなたにとっては良かったことかもしれないわね、将臣」


　またざわりと神経が波立ったが、先ほどとは違いかなり穏おだやかだ。しかし、黙殺したはずのもやもやとしたモノがまた首をもたげてきた。


　───何だっていうんだ。この女の口調は前と変わっていない。そんなことを気にしていたことはないというのに。


　訳もわからずに苛いら立だつ感情を、自分でも持て余し気味になり、少し気分を落ち着けようと煙草をくゆらせる。それでも、なかなか収まりきらない苛立ちに、将臣の機き嫌げんはだんだんと悪化していく。


　それに気づいたらしい麻美は軽く肩かたを竦すくめただけで、新しい煙草に火をつける。彼女はかなりのヘビースモーカーで、この屋敷には台所はおろかトイレやバスルームにまで灰皿が置いてある。この屋敷で灰皿がないのは、煙草を吸わない姉と長兄の部屋くらいなものだろう。


　不意に軽いノックの音が、煙草を吐き出す呼気しか聞こえない室内に響ひびいた。先ほどの若い家政婦がワゴンに紅茶のセットをのせて戻ってきたのだ。


「失礼いたします」


　音を立てずにカップを並べていく家政婦が、将臣を盗ぬすみ見ているのに気がついた麻美は小さく笑う。


　将臣の容姿が人目を惹ひくモノだということは麻美もわかっている。だから、家を出ると決めた将臣にモデルの道を教えて恵美花に話をつけたのだ。いろいろと細かい制約をつけたことは将臣にも話してある。


　それでもここまでその仕事を続けてこられたのは、将臣も見えないところで努力しているからだと認にん識しきしていた。


　カップを並べていた彼女の手が止まったのに気がついて、麻美はまた笑った。


　将臣のまき散らしている不機嫌な気配にようやく気がついたらしい彼女に、わずかに同情したのだ。冷ややかな、近寄るモノをすべて否定するような気配は、将臣独特の雰ふん囲い気きと相まって、相手に必要以上の緊張を強しいるものになる。


　それでも職業意識からきちんとカップを並べていく彼女に、麻美は感心する。喜多川の躾しつけがいいのか、もともとの性格なのかはわからないが、カップの音をさせない彼女は見事だった。


「ほ、他ほかにご用事はないでしょうか……」


　それまでは必要がなくても将臣に視線を寄せていた彼女が、今は面おも白しろいほどに将臣を見ようとしない。視界に入れることさえ避さけるように、麻美に顔を向けている。麻美はそのことに気がついた素そ振ぶりなど毛の一筋ほども見せず、鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。


「ご苦労様。後かたづけは私がするからいいわ」


「は、はい。失礼いたしますっ」


　運んできたワゴンを、後かたづけ用にと置いて家政婦が足早に退出していく。扉が閉まった途と端たんに、麻美は面白そうにくすくすと笑い出した。


「あの子、あなたに気があったみたいなのに。それとも、相手に不自由してない？」


「……あなたには関係ないことだ」


「確かにそうだわ。病院には昼過ぎに行くことにするから、朝はゆっくりしましょう。部屋は片づけてないから、前のままよ。すぐに使えるようになっているわ」


　湯気の立つ紅茶には、結局どちらも手をつけていなかった。もともと頼たのみもしていないものを、惰だ性せいとも言える職業意識で彼女が勝手に持ってきたものであり、麻美と将臣にとってはどうでもいいのだ。もとより運んできた者に悪いから、といって形だけでも口をつけてみせるような気き遣づかいを、彼らは初めから持ち合わせているわけもない。


「将臣。あなた、幸せ？」


「───それこそ、あなたに関係ないことだ」


　唐とう突とつに訊きいてきた麻美に、将臣はこれ以上ないほど冷れい淡たんに返した。またもや、神経を逆さか撫なでした不快感がそのまま声に表れている。


　軽く片かた眉まゆを上げた麻美をその場に残して、将臣は何も言わずに居間を出ていった。


　最後まで時折神経を引っ搔かいていた不快感は、原因がわからないまま将臣の中でわだかまっていた。











　昨日、わざわざ一度自分の部屋に戻もどったことを全くの無む駄だにしないために、せめて午後からの講義だけでも受けに行こうと、藤也はのっそりとベッドから這はい出た。あまり無茶をした記き憶おくはないのだが、やはり腰こしの辺りがだるく動くのが少々億おつ劫くうになる。


「あー？　もう、行ったのか……？」


　目覚めたときに、いつも傍かたわらにある慣れた温ぬくもりがないことで、将臣がすでに出ていったことを知り、何とはなしにがっかりしてしまう。


「見送りくらいはしたかったかも……」


　半はん乾がわきのまま寝ねたせいでぐちゃぐちゃになった髪かみを無造作に撫なでつけ、とりあえずはリビングへ足を向ける。小腹が減っているようないないような微妙な感じで、ましてや一人分の食事だと思うと手を掛かける気には少しもなれなかった。


「もう、シリアルでいいや。それよか、今何時だ？」


　キッチンで時計を見れば、思っていたよりもまだ早く十時前だった。だが、今から支し度たくしたところで二コマめには間に合わないので、やはり午後からになってしまう。


　───兼田が代返してくれてるといいんだけどな。


　普ふ段だんから大おお雑ざつ把ぱな兼田だ、藤也が教室にいないことに気がついて、代返をしてくれている可能性は限りなく低い。おまけにうみちゃんに気を取られている状態では、周囲をみるような余よ裕ゆうがないのはわかりきっている。


「あーあ、後期が始まったばかりだってのによ……」


　お皿とスプーン、牛乳、シリアルの箱を器用にまとめて持ちながらダイニングへ向かう足取りはどこか重く、口からは溜ため息が一つこぼれ落ちた。


　大学を卒業するためには規定数の単位が必要で、その単位をもらうためには定期試験で可以上をもらわなければならない。その定期試験を受けるためには三分の二以上の出席が必要なのである。特定の理由がない限り、欠席が三分の一以上になると自動的に試験資格がなくなり、試験資格がないということは定期試験は受けられず、当然評価は不可となり単位がもらえなくなるのだ。


　そうそうなことで欠席が認められるわけもなく、だから代返を頼み頼まれることになるのだ。


「一応、メールしとくか……。もしかしたらうまくいけば儲もうけもんだしな」


　空になった牛乳の箱をゴミ箱に投げ捨て、リビングのダイニングテーブルに置いておいた携けい帯たいに手を伸のばす。メールや携帯の着信もないのを確認すると、午前中にある授業の代返を頼むメールを打った。


　───あ、電源落としてるよな……。まさか、切り忘れとかしてないだろうなあ。うー、でも、ありえるからなあ。しゃあねえか、もう送っちまったしな。


　携帯をまたテーブルに放ほうると、ざくざくとシリアルを口に運んでいく。シリアルは確かにお腹なかは膨ふくれるが、食事をしているという実感があまりないので、よっぽどのことがない限り食べない。本当の非常食として置いてあるようなものだった。


　少し入れすぎてしまった牛乳にうんざりとしながら飲み干すために頑がん張ばっていると、携帯が鳴り始めた。ぞくりと背筋が冷たくなり、嫌いやな汗あせが流れる。


「……まさか、ね……」


　この落ちつかない気配はなんとなくの相手が叔母おばである神山恵美花のような気がしてならない。五コール鳴ったあと留守電に切り替かわりふつりと着信音が消えた。と思ったら、数分もしないうちに再び鳴り出したのだ。


　───間ま違ちがいない……。絶対に恵美花さんだ……っ。


　相手が出るまで鳴らし続けるという執しつ拗ような方法を用いるのは、藤也の知る限り彼女しかいない。


　藤也は盛大な溜め息をついて、二回目の留守電に切り替わる寸前に通話ボタンを押した。


『もしもーっし。トーヤくん？　おはよぉ』


「……おはよーございます……。っていうか、どうかしたの？」


　語ご尾びが間延びしたしゃべり方はいつも通りなのだが、少し元気がないような気がする。こちらの気力を根こそぎ奪うばい去ってしまうハイテンションさが微び妙みように足りない。


『朝から電話があったのよ、姉さんからぁ。あと数ヶ月で戻ってくるって言ってるのよう』


「まじで？　短くて三年って話だったから、早い方だな」


『ほんとよねえ。私に保護者役なんか勤まるとは思ってもいなかったわよう』


　受話器越ごしに恵美花の溜め息が聞こえてくる。元気がないのはこれが原因だったのかと納なつ得とくし、ご苦労様でしたと悪戯いたずらっぽく言葉をかけた。


　父親のアメリカへの転勤が決まったのは藤也が中三の秋で、高校受験を控ひかえていたときだった。


　長くても五年、短くて三年という期間は、学生である藤也にとって何とも中ちゆう途と半はん端ぱだった。同行を決めるには少し短すぎるし、日本に残るにしては少し長すぎる。


　所しよ詮せん扶ふ養よう家族である藤也には、どちらでもいいとしか言いようがなかったのだが、三年だった場合、大学入試の準備に手間取るのではないかという母親の意見もあり、藤也は日本に残ることにした。そのため、母方の叔母である神山恵美花が保護者となることが決まった。


　ごく普ふ通つうのサラリーマンである親から出されるのは学費、家賃光熱費を含ふくむある程度の生活費だけと取り決められ、遊ぶ金や、食費などは自分でバイトして稼かせぐことになってしまった。だから、恵美花の頼まれ事でもらうバイト料はそれなりに高額で助かっていたのも事実だ。


　一度そのことを言ってみたが、恵美花はのらりくらりと逃にげてしまい、きちんと感謝の言葉を受けてはくれなかった。それ以来、言葉にはせずに、恵美花が持ち込む厄やつ介かい事ごとは、多少無理をしても引き受けることにしたのだ。もっともそれを見み越こしてか、恵美花の持ち込む厄介事がだんだんと規模が大きくなっていったのには、正直なところ辟へき易えきしていたが。


『そう、それでねえ。姉さんが日本に戻ったらまた一いつ緒しよに暮らすのかって、トーヤくんに訊いてって言ってきたのよう。そろそろ家を買ってもいいかなあって言ってたしぃ、姉さんは一緒に住みたいみたいなのよねえ』


　ほとほと疲つかれた声で恵美花が言う。藤也の母親というのが、恵美花と同じくらいのパワフルさで、矢や継つぎ早ばやに話すのだ。血のつながった自分の姉が相手では、さすがの恵美花も疲れるのはわかるのだが、同じことを周りにしているという自覚は彼女にはないらしい。


　そんなことを思いながら藤也は苦く笑しようして聞いていたが、恵美花の言った台詞せりふに引っかかった。


「───一緒に暮らす？」


『じゃあ、ちゃんと伝えたからねえ』


　いつもの如ごとく言いたいことだけを言ってぷつりと電話を切った恵美花に、藤也の意識は向いていない。携帯を握にぎったまま呆ぼう然ぜんとなる。


　親が戻ってくることは純じゆん粋すいに嬉うれしいことだ。親と会えなくて寂さびしいと思うようなことはないが、それでも一緒にいるのはいいことだと思う。何より家事をしなくてすむし、生活をするということにおいて、かなり精神的に楽になれる。


　だがその反面、再び両親と同居することになれば、行動は制限されるようになるだろう。今までみたいに夜中に突とつ然ぜん出かけたりできなくなるし、外がい泊はくも前もって言っておかなければならなくなる。


　───めちゃくちゃ大変じゃん……。言い訳、どうすんだよ……？


　将臣から呼び出される回数や、部屋に入り浸びたっている今の状じよう況きようが脳のう裏りを駆かけめぐるが、すぐに自分の思考の間違いに気づき一人で怒ど鳴なりだした。


「ちがうーっ。言い訳が大変って何なんだよっ。それを口実に断りゃあいいだけじゃんかっ。何考えてんだっ、オレっ。しっかりしろーっ」


　手に持っていた携帯を放り投げ頭を搔かきむしる。ぼさぼさだった髪がより一層ひどくなったが、それに気を取られている場合ではない。自分の思考回路が信じられなくなっているのだ。


　将臣とのこの関係は済なし崩くずしに始まってしまったようなもので、惰だ性せいで続いていた。それに変化が起きたのは、将臣が好きだと自分が自覚したときからだ。何故なぜ、あれほど将臣の特別であることに拘こだわったのか、死にものぐるいで逃げなかったのか、その小さな疑問にすんなりと答えが落ちてきたからだ。


　だが、そこから先に進めていない。普通であれば、相手に『好きだ』と言って答えが返ってくれば両思いで晴れて『恋こい人びと』になれる。もし駄だ目めだったら失しつ恋れんだ。


　しかし相手はあの将臣なのだ。


　素す直なおに告白したところで何が返ってくるというのだろう。事実、夏に無む理り矢や理り言わされたような告白の後も、将臣の態度は変わっていない。というよりも一層、藤也に対して我が儘ままを言うようになった気がしている。


　───車の運転もそうだしなあ……。それ以外でもなーんか、夜中の呼び出しが増えてたし。


　夜中の呼び出しのことに思い至り、赤くなってしまった顔を、藤也は頭を振ふることでうち消そうとする。将臣の夜中の呼び出しは、セックスがもれなくオプションでついてくる。それがわかっていても素直に呼び出しに応じてしまう自分が、好き者のようでちょっと情けない。


「じゃなくてだっ。マジで、どうするつもりだよ……」


　いくら考えても答えの返ってくることのない問いを、藤也はぽつりと漏もらした。











　長兄が入院しているという病院は有名な総合病院で、午後の外来が始まっていないにもかかわらず、一階の受付や点在する専門科の待合室には人があふれていた。


　その中を麻美と将臣が歩いていくと、ほとんどの人が二人に目を留めた。二人揃そろって黒い出いで立ちで、そこだけ空間が違ちがうとでもいうように、他ほかを圧あつ倒とうする雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。もっとも二人とも人目を惹ひくことになれているので、周囲の驚きよう嘆たんや羨せん望ぼうの混ざった視線には何も感じることはない。


　だが、二人の関係を推おし量ろうとする視線だけは別だった。親子というにはいささか年が近く、恋人というには年が離はなれすぎている。姉弟というには顔立ちがまったく似ていない。


　興味深げにこちらを窺うかがう視線に、将臣は苛いら立だつ。


　───鬱うつ陶とうしい。どうでもいいことだろうに。


　そんな思いから、あたりを睥へい睨げいするように一いち瞥べつすると、ばっと音がしそうな勢いで視線が逸そらされていった。その様子を肌はだで感じ取った麻美がくすくすと小さく笑う。彼女が一人で見み舞まいに訪おとずれるよりも、寄せられる視線が多いということには彼女とて気がついていたのだ。


　患かん者じやへの負担を考えてか、速度が遅おそいエレベーターがようやく到とう着ちやくする。それに乗り込み麻美は手慣れた様子で八階のボタンを押した。ごくわずかな室数しか用意されていない最上級の個室に長兄は入院しているのだ。


　ゆっくりとした上じよう昇しようで辿たどりついたエレベーターが開き、真っ先に目がいくのは正面に位置するナースステーションだ。ほとんど形けい骸がい化している大部屋と違ちがい、ここはきちんと見舞客の記帳を要求してきた。


　何度か訪れ既すでに顔見知りになっている麻美でさえも、毎回記帳を求められているらしい。看護師が記帳のためのノートを広げながら話しかけていた。


「芹沢さんのところですね。……後ろの方も、お願いしますね」


　二十代後半の妙みよう齢れいな女性の看護師は、麻美の後ろに立っている将臣に笑いかける。半ば義務のような笑え顔がおではなく、本心からの笑顔だったが、将臣は一いつ顧こだにせず、麻美に続いて名前だけを書いた。


　だが、将臣の態度に気がついていない看護師は、再び声を掛かける。


「あら、芹沢さんの弟さんですか？」


　多少の媚こびと甘えを含んだ声は、将臣が日ひ頃ごろいやというほど接しているものだった。その問いにも応えないでいるとようやく将臣の不興に気づいたらしい看護師は顔色をなくし、記帳ノートを手て荒あらにしまう。


　一連の出来事を見ていた麻美は、軽く肩かたを竦すくめるだけで執とりなしの言葉をかけるでもない。将臣が横に並ぶのを待っているだけだ。


「病室は私が知ってるから、案内はいいわ。行きましょ」


　看護師にそれだけを告げて病びよう棟とうの奥へと足を進める。大部屋のある病棟とは違い、静まり返っている印象があるのは、それぞれが完全な個室で扉とびらが閉められているからだろう。また病室が左右に並んでいるため、廊ろう下かに窓が一つもないことがそれに拍はく車しやを掛けているようだ。


　奥から数えて三つ目の、右手にある部屋の扉を麻美が叩たたき、中から返事が返るの待って扉を開ける。


　中は病室というには少々贅ぜい沢たくな造りになっていた。


　壁かべ一面に取られた窓からは、柔やわらかな秋の陽ひ射ざしが射し込んでいる。窓の横に据すえられたベッドも、機能性のみを追求したパイプベッドではなく、しっかりとした木の枠わく組ぐみでできたものだった。同じ壁側にベッドと同材の大きめのサイドテーブルに、クローゼットが並んでいる。


　ベッドと反対の壁には大型テレビと一人用の小さめの冷蔵庫、鏡のついた洗面台、そしてまた扉があった。この個室にはトイレとシャワーも完備されているらしい。


　そしてベッドには、その贅沢な病室の現在の主あるじである芹沢家の長兄───芹沢和かず樹きが、座っていた。入ってきたのが将臣たちだとわかると、驚おどろいた顔をして読んでいた書類をサイドテーブルの上に置く。


「将臣が来るとは思ってもいなかったな」


　もともと、性格的に合っているとは言い難がたい和樹に久しぶりに会ったせいか、その言葉を聞いた将臣は苛立ったが、それを素直に表には出さない。ベッドサイドに近寄り、すぐに帰るとでも言わんばかりに、勧すすめられた椅い子すにも座らず立っている。


「麻美が、無理に連れてきたんだ。……元気そうで何よりだ」


　無関心な表情で淡たん々たんと出された言葉は、将臣の本心を表しているかのように冷たく響ひびいた。だが、それでも和樹は微び笑しようを浮うかべているだけで怒おこる様子もない。


　早々に椅子に座った麻美が、手持ち無ぶ沙さ汰たに腕うでを組みながら、今回の将臣の訪問の理由を何でもないことのように話す。


「こうでもしないと、将臣は家に寄りつかないでしょう？　本当に和樹が入院してくれていい機会だったわ」


「麻美さん、それはちょっとひどいですよ」


「あら、だって本当のことですもの。でも、盲もう腸ちよう炎えんだからもう再発はしないし、盲腸の心配をしなくても良くなるんだから、いいことでしょう？」


　緩ゆるやかに口唇くちびるを横に引いて笑っている麻美に、和樹は仕方ないという表情をしている。だが、将臣の方が険しい顔をしていた。


　時折不意に嫌いやな感じがぶり返してくるのだ。心の表面を波立たせるような、わずかな不快感───。原因がはっきりとしないためにより一層広がっていく。


　それを振り切ろうとポケットにしまってある煙草たばこを取り出そうとして、舌打ちをした。いくら個室とはいえ、病室内は全面禁きん煙えんだったことを思い出したのだ。麻美でさえ、煙草を手にしていない。


　───一体何だって言うんだ……っ。


　煙草が吸えないとわかると、余計に苛立ちが増した気分になる。そこへ追いつめるように和樹が声を掛けてくる。


「今の暮らしには満足しているかい？」


「お前には関係ないことだ」


　線の細い、穏おん和わさがそのまま顔立ちに表れている和樹は、将臣の突つき放したような口調にも動じることなく、柔らかな微笑を浮かべている。


「そう、好きなようにできているんだね。だったらいいよ」


　将臣とは八歳離れている、今年三十五歳になる男のものとは思えない優やさしげな印象だ。もともとの顔立ちはよく似ているというのに、まとわりつく雰囲気や性格が違うと、こうまでも違った印象を持つのかと驚くほどだ。


　刺とげ々とげしいというよりも関心のない冷れい淡たんな将臣の態度を、まるで意に介かいしていないような和樹の態度は前と変わらず、将臣の方もそれを気にした様子は見せない。和樹は優しい物もの腰ごしを崩くずさずにまた訊きいてくる。


「あゆみにはもう会ったのかい？」


「まだよ。将臣が起きてきたときには、もう仕事に出た後だったもの。楽しみは最後にとって置いた方が面おも白しろいと思わない？」


　一番気の合わない姉───あゆみと将臣の対面を見世物か何かのように言ってのける麻美に、和樹は苦笑する。だが、ふっと表情を固めると、麻美に向かい再びにこやかに微笑ほほえみかけた。


「悪いんですけど、下の売店で買ってきてもらいたいものがあるんですが……。麻美さん行っていただけますか？　地下には喫きつ煙えん所じよもありますので、一服して来たらどうですか？」


　唐とう突とつな和樹のお願いに、麻美は軽く瞠どう目もくしたが、すぐさま婉えん然ぜんと笑って応じた。告げられた経済誌名を一度だけ繰くり返すと、麻美は優ゆう雅がに席を立ち病室を後にする。


　残された将臣は訝いぶかしげに和樹を見み遣やった。


　───何を考えているんだ、こいつは……。


　進んで二人きりでいたいと思う相手ではないと、お互たがいに認にん識しきしていると思っていたのだ。


　昔から、父親、というよりも父方の親しん戚せきたちの顔色ばかりを見ているような兄だったので、自分の好きなようにしてきた将臣とはほとんど接点がない。ただ、その親戚たちの小言が将臣に向けられるのを、この気弱そうな兄がやんわりと押し止とどめてくれていたことには、気がついていた。


　だが、そのことに関して感謝したことはない。将臣がしてくれと頼たのんだ覚えもないのだから、和樹が勝手にしていることに対して、わざわざ恩に着る必要もないと思っていたのだ。


　和樹が将臣と接点があるとすれば、それくらいだった。その和樹が、麻美に席を外させてまで、自分に何の用があるというのだろう。将臣が黙だまっていると、和樹は軽く顔をしかめ、考えながら話し出した。


「……お前は、好きなようにしたらいいんだ。家に帰りたくないのなら、帰る必要もない……。芹沢の血の、しがらみは全部引き受けるよ」


　何の前置きもない和樹の告白に将臣は驚いた。次いで、何か裏があるのではないかと表情を険しくする。だが、将臣の驚きよう愕がくの表情を見た和樹は、面白そうに笑っていた。


「そんな顔を見られたのなら、僕の決意も無む駄だじゃなかったかな。僕はね、長男だったから周りからのプレッシャーが強かったんだ。『父親の後は継つぐべきもの』だと小さい頃ころから言われ続けた。『芹沢の血を汚けがすんじゃない』という親戚の言葉は絶対だった。でも、本当はそんなプレッシャーに逆らえず従ってしまうことしかできない自分が嫌きらいだったんだ」


　微笑みを絶やさないいつも通りの優しげな表情だが、和樹の吐はき出す言葉は暗いものだった。将臣はそれを黙って聞いている。


「でもね、お前を見ていて気がついたんだ。嫌だって思ってるだけで何の行動も起こさなかった自分が弱かっただけだって。これも性格の一つだと思わないかい？　僕にはお前のような生き方はできない。芹沢の家から出ていこうとするだけの勇気がなかったんだ」


　しゃべり疲つかれたのか、それとも自分の決意を口に出すことで、後あと戻もどりができなくなることに躊ちゆう躇ちよしているのか、和樹はそこで一いつ旦たん言葉を止めた。だが、拳こぶしを握にぎり直し、優しげな顔をきつく真しん剣けんなものに変えて、将臣を凝ぎよう視しする。


「だから、もう開き直ってやろうと思ったんだ。僕は、芹沢の血を残す。そのことを生しよう涯がい貫つらぬき通す。だけど、お前には、手を出させない。そう決めたんだ。自分をお前に投とう影えいしているようで嫌なんだけど、もうそう決めたんだ。だから、お前は好きにしていい。ただ、一年に一度とは言わない。何年かに一度でいいから、顔を見せてくれ。テレビや雑誌じゃなくて、お前の顔をちゃんと見たいんだ」


　それだけを言っておきたかったんだ、と和樹はまたもやふんわりとした雰ふん囲い気きをまとわせて微笑んだ。しかし、将臣は和樹の決意をすぐさま理解できなかった。


　───何を、言ってるんだ、こいつは……。


　周囲の顔色を窺うかがっているだけの人間だとずっと思っていた。自分の意思もなく、唯い々い諾だく々だくと従っているだけだと、和樹のことを将臣はそう見ていたのだ。それを今になって、自分の意思でそれらを受け入れて、自分の中で折り合いをつけていたと言われても、すぐに見方が変わるわけでもない。


　ただ、これで将臣に向かうはずだった親戚たちの小言を、和樹が止めていたわけが少しなりともわかった。だが、余計な疑問も湧わき上がってくる。


「何故なぜ、それを今頃言う？」


「そろそろ、お前にも縁えん談だんが来ておかしくないからね。僕はもう婚こん約やくしている身だし、爽そう太たにはもう見合いが組まれている。芹沢の家にとっては利用価値があるらしいからね。だけど、お前には好きにさせたいんだよ。それをお前にはっきりと口にすることで、僕は自分の逃にげ道を自分で塞ふさごうと思ったんだ。じゃなければこんなこと、一生お前には言わない」


　きっぱりとした和樹の口調に、将臣はすんなりとそれが事実だと受け入れられた。


「ああ、それからもう一つ、お前に言っておこうと思った理由があるよ。最近、雰囲気が少しだけ変わった。何でだろうね、お前が家を出ていったときよりも、少しだけ、本当に少しだけだけど、雰囲気が柔やわらかいと思ったんだ。だから、今のお前になら、言っても大だい丈じよう夫ぶだろうって思ったんだよ」


　柔らかな微笑みだが、最初とは違ちがう力強さを感じるのは、将臣の見方が変わったからだろうか。この短い会話で、和樹に対する見方が若じやつ干かん変わったことを将臣は認識した。だからといってすぐさま態度を変えられるほど人間はできていない。


　真剣な話はこれでお終しまいだと、将臣にとってはどうでもいい親戚たちの近きん況きようを和樹が話し出しても、将臣は相変わらず無表情に聞いているだけだ。だが、その場に留とどまり続けることで、和樹の決意を暗に受け入れているのだと、二人は理解していた。


　将臣が適当に相あい槌づちを打っていた三人目の親戚の話が終わった頃、再び扉とびらが叩たたかれ麻美がようやく戻もどってきた。


「話はもう終わったの？　だったら帰りましょ」


　自分に席を外させるための口実だった雑誌を、麻美はベッドに向かい放ほうり投げる。それが口実だとわかっていながらも、あえて買ってきたのは麻美の嫌がらせでもある。


「もう終わってます。麻美さん、わざわざありがとうございました」


「私は何もしてないわよ。じゃあ、また来るわね」


　あっさりと麻美は手を振ふり、今来たばかりの扉に向かう。将臣もそれ倣ならい踵きびすを返しかけたが、ふと柔らかな表情を浮うかべている和樹に視線を遣やる。


『何？』と首を傾かしげる和樹に、わずかに口の端はしを持ち上げた。


「お前から勝手に来るんだな。俺からは行かない」


「え？」


　将臣の言葉に不意をつかれ、和樹は思いっきり驚おどろいた間ま抜ぬけな顔をしたが、それを訊き返す暇ひまは与あたえられず、将臣は退出していった。




６







　午後の講義が始まったときから、兼田がちらちらとこちらを窺うかがっているのはわかっていたが、藤也は授業の後で、と言葉を濁にごしていた。兼田が気にするほど、自分の様子がおかしいことは藤也にもわかっていたが、何をどこまで話していいものかもわからない。


　ただ、午後にあった二コマの講義もようやく終わり、駅の傍そばの喫きつ茶さ店てんに入ったところで覚かく悟ごを決めた。


　注文をすませ人心地ついたところで、まずは根本的な原因である両親の帰国を話す。


「あらま、それはおめでとう、でいいのか？」


「……多分ね」


　あからさまに喜んでいるようには見えない藤也の様子に、兼田が困こん惑わく気味にそう言ったので、藤也も曖あい昧まいに言葉を返した。普ふ通つうであれば、海外に転勤していた親が日本に戻もどってくることはいいことであり、喜ぶべきものなのだろうが、それにしてはあまりにもぱっとしない藤也の様子に、兼田はどう言ったらいいのか迷っていたようだ。


「ふーん。じゃあ、自由よ、さらばって感じなんだな」


「うー、まあなあ。でもなあ……」


　自分がどうしたいのか答えの出てない藤也に、兼田も溜ため息をついたとき、注文した品が届いた。ついでに夕食もすませてしまおうと考えていた兼田は、豪ごう勢せいにもミックスフライ定食を頼たのんでいた。見ただけで揚あげたてだとわかるほど、表面の衣ころもがぱりっとしていて香こうばしい匂においを放っている。


「まあ、親と同居だと、洗せん濯たくや掃そう除じからは解放されるし、食事の心配もしなくていい反面、自由がないしなあ。……おれだったら、やっぱり一人暮らしがいいなあ。うみちゃんから急に『会いたい』とか電話あっても、飛んでいけるし。うみちゃんを部屋にも呼べるし、おれはそっちの方がいいなあ」


　はふはふと、喫茶店のフライにしては大きめの海老えびフライを口に入れながら、兼田が言う。


「でもさあ、親は同居したいみたいなんだよなあ。恵美花さんにそう言ってたらしくって……」


「なんだ。藤也は一人暮らしがしてたいのか？」


「うー、したいというか、したくないというか……。どっちにも踏ふん切りがつかなくて悩なやんでんだよっ」


　いつになく語調の荒あらい藤也に、兼田が少し驚おどろく。何事もさらっと流して、厄やつ介かいなことも仕方がないと苦く笑しようしながらも受け入れてきた藤也には珍めずらしく、本当に踏ん切りがつかないようだと気づいたからだ。


　付け合わせのポテトサラダを箸はしで突つつきながら、兼田は慎しん重ちように言葉を探す。


「一人暮らしがしたいだけの理由が、あるんだ？」


「───まあな。でも、親を説得までして一人暮らしをするほどの価値があるのかどうか、わからなくてさあ……」


　グラスに入っている氷を、ストローでがしゃがしゃと音を立てさせながら、藤也がぼそりと返す。兼田はいつにない藤也の様子に、眉まゆ根ねを寄せた。


「確かに、価値は人それぞれだからなあ。でもまあ、一人暮らしを決めたとしても、同居したがっている親が金を出してくれるわけないしなあ。それを出してもらえるように説得するにしても、貧びん乏ぼうになってでもいいって生活するにしても、それでよかったって思えるだけの意志がないと、いざ本当に一人暮らしが始まったら、その後が辛つらいと思うぞ？」


「だよなあ。……でも、まだそこまで決心がつかないんだよなあ……」


　常になく迷う素そ振ぶりの藤也に、兼田が何かにぴんときたようだ。ずいっと身体からだを藤也に寄せて、にんまりと笑う。


「何だよ、おれには紹しよう介かいしてくれないのか？　薄はく情じようなやつだよなあ」


「は？　何が？」


　それまでのとりあえずは真しん剣けんに自分の話を聞いてくれていた様子はどこにもなく、にやにやと面おも白しろそうにしている兼田に、藤也は困惑した。


「彼女ができたのか？　ああ、まだ告白してないんだな」


「な……っ」


　いきなりズバリと言いきった兼田に、藤也は口唇くちびるを戦慄わななかせて絶句している。


　───な、なんでそうなるんだーっ。


　驚きで声も出せないでいる藤也に、兼田はちっちっちっと気き障ざな仕草で、箸を持つ右手の人差し指を振ってみせる。


「何事もあんまり迷うことのないお前が、悩んでる。っつうことは、問題の原因はお前自身じゃない。ということは外的要因だろ？　でもって、物理的な要因ならとっぱらっちまえばいいだけのことだから、これは除外。残るは人的要因で、相手の態度次し第だいってとこだ。違ちがうか？」


「…………」


　得意げに語って見せた兼田に、藤也は机に突っ伏ぷしてしまった。


「なになに、やっぱり図星？　うーん、おれも伊達だてに恋こいばかりしてるわけじゃないんだなあ。なんか感動したぞ」


　自分の読みが当たっていたことに兼田は満足そうに頷うなずいている。藤也はとりあえずそのこと自体は否定せずに身体を起こすと、引っかき回しているだけで口をつけていなかったアイスコーヒーを一気に半分ほど飲み、跳とび上がっている心臓を落ち着けようとした。


　───……言った方が、少しはわかりやすくなるかな。そういや、こいつには前にも将臣のこと話したしなあ。……まあ、こいつは覚えてないだろうけど……。


　酒を飲むと記き憶おくをなくす兼田に、将臣のことを話したのはまだ夏になる前だった。日ひ頃ごろおちゃらけているように見えて、意外と聡さとい兼田にいっそ話してしまえば、その頃からだいぶ進展しているようで実はまるで変わっていない自分たちの関係が、もう少しはっきりとした形で目に見えてくるかもしれない。


　そんなことを考えて、だがさすがに全部話すわけにはいかないため、多少言葉を濁してぽつりぽつりと藤也は話し出した。


「相手が、オレのことをどう思ってるのか、いまいちはっきりしなくてさ。一応、オレが好きなことは知ってるんだけど……」


「ちゃんとした答えをもらってないのか。……そりゃあ、悩むはなあ」


　止めていた箸を再び動かしながら兼田はうんうんと頷いている。だが、ふと手を止め藤也のことを見つめ出した。


「な、何だよ？」


「いやさ、藤也はどれくらい相手のこと好きなんだろうって思って。おれと同じで、急に会いたくなったときとか、そういうときに親がいない方がいいなって考えるのは当たり前だろ？　だったら、相手のことがたまらなく好きなら相手の返事を考えなくても、決められるだろ？　なのに、相手の態度がわからないからって悩んでるのは、それほど好きじゃないってことになるのかなあ、と思ってしまったわけなんだよ」


　頭の中でまとめながら言っているらしい兼田の言葉に、藤也は声を失う。言われてみれば確かにそうなのだ。そして、それを言われるまで気がつかないということは、藤也自身が無意識に自分の感情をセーブしていたことにもなる。


　───気がついちゃ、いけないことだっていうのか……？　これ以上、のめり込むな、ってことか……？


　新たに湧わき上がった問題に余計なことを増やしてしまったと、藤也は顔をしかめた。その表情に兼田はしまったという顔をするが、口にした言葉は戻らない。慌あわてて別の話題を探そうと兼田が視線を動かしていると、その態度に気がついた藤也が小さく笑った。


「別に、いいよ。今まで自分が気がつかなかったことを気づかせてくれたんだしさ」


「本当か？」


「こんなことで噓うそ言っても仕方ないだろ？」


　気にしてないと藤也が言っても、兼田は気になるらしく、どう判断しようかと眉根を寄せていたが、藤也が言葉を重ねると一応は納なつ得とくしたようだった。だが、そこで悪のりしてしまうのは兼田のいただけない癖くせかもしれない。


「じゃあ、奢おごって」


「ばーか。そこまではしないよ。それよか、うみちゃんはどうしたんだ？」


　語ご尾びにハートが舞まっているだろう兼田の奢って発言に呆あきれながらも、藤也は兼田が話しやすい方向へ水を向けた。このまま勢いにまかせ自分で余計なことをしゃべって、将臣のことを勘かんづかれるのが嫌いやだったのだ。


　───いくら何でも、男相手に抱だかれてるだなんて知られたくないしな……。


　言葉を濁にごしたところで、妙みように勘のいいところがある兼田にうっかり気づかれて突っ込まれでもしたら、最後までごまかしきれる自信が藤也にはない。だから、少々気は咎とがめはしたが先に手を打ってしまう。


「それがさあ、聞いてくれよ。今度の日曜日、スーパーリーグの試合を観みに行く約束したんだ。デートだよ、デート。代よ々よ木ぎ第二体育館だから、早めに行って原はら宿じゆくで買い物でもしないかって話してるんだ」


　それまで忙せわしなく動いていた箸がぴたっと動きを止め、嬉き々きとしてデートの予定を語り出した兼田に、藤也は苦笑するしかない。何度失しつ恋れんしてもまったく懲こりる様子もなく、次々と相手を見つけていくバイタリティは、もしかしたら見習ってもいいものかもしれない。


　そんなことを考えて、ささやかなお礼代わりに、藤也は兼田のためにちょっとしたアドバイスをしておくことにした。


「兼田さ、買い物はいいけど、うみちゃんの買い物を優先するんだぞ。それから、どーしても欲しいモノが出てきたら、いつもみたいに迷いすぎずにとっとと決めて買うこと。いいな」


「何だよ、それ。おれだってそれくらいはわきまえてるぞ。でもまあ、ありがたく聞いとくよ」


　気持ちは既すでに次の日曜日に飛んでしまっているらしい兼田は、浮うかれ気味にうみちゃんについての話の合間に箸を動かして、かなりの時間を掛かけてミックスフライ定食を綺き麗れいに平らげた。


　そして、いい時間になり二人揃そろって喫きつ茶さ店てんを出ると、まだ話したりなさそうな兼田に少しばかりのせすぎたと後こう悔かいしたが、何とか振り切ると藤也はどこに寄るでもなく、まっすぐに自分の部屋へと戻もどっていった。











　昼間のランチをだいぶ残してしまったにもかかわらず、夜になっても一向にお腹なかが減らなかったので、藤也は何も食べずに自室でぼーっと座っていた。ベッドに背を預け、テレビに視線を向けている。だが、視線が向いているだけで内容は頭に入っていない。


　頭の中は、将臣に関することで一いつ杯ぱいになっている。


　ついこの前までは、将臣が自分のことをどう思っているのかと悩なやんでいた。だが、兼田に会って自分が本当に将臣のことを好きなのかわからなくなってしまったのだ。


　───恋れん愛あい感情で好きだって思ったけど……。本当に……？


　将臣の気になるところを一つずつ、挙あげてみる。


　プライベートに関しては眉まゆをひそめることが多いが、仕事に関してきっちりと手を抜ぬかないところがいい。我が儘ままと紙かみ一ひと重えなところもあるが、自分の希望を押し通す強い意志があるところがいい。


　いつも強い輝かがやきをたたえている瞳ひとみが好きだ。ぴんとまっすぐに通った背筋が好きだ。煙草たばこを持つ長い指先が好きだ。うっすらと口の端はしを持ち上げる微笑ほほえみが好きだ。耳みみ許もとで囁ささやかれる低い声が好きだ。


　肌はだの上を優やさしく触ふれる愛あい撫ぶが好き。耳みみ朶たぶを口唇で甘あま嚙がみされるのが好き。喉のどのラインを口唇が這はっていく感かん触しよくが好き。鎖さ骨こつを軽く嚙まれるのが好き。舌先が歯列を割り口こう腔こう内を探さぐられるのが好き。すべてが真っ白になるような熱が好き。


　そこまで考えると、藤也はぼんと顔を赤くした。将臣の好きなところを挙げていたはずが、最後にはセックスのことになってしまったからだ。これでは将臣のことを責められない。


「うーっ。何でそうなるんだようっ」


　がばっと立ち上がると、そんなことを考えついた自分に活を入れるためにシャワーを浴びることにした。熱いシャワーを頭から被かぶっただけでもかなり気分転てん換かんになったらしく、ようやく小腹も減ってきたのでついでとばかりに、簡単な食事も済ませてしまうことにする。


　冷蔵庫に大した物は入ってなかったが、卵があったのと野菜が少々残っていたのでインスタントラーメンを作った。丼どんぶりに移し替かえてみると野菜が多すぎて溢あふれかえりそうになり、失敗したかも、と少し頰ほおを引きつらせた。


　だが、食べ始めると止まらなくなり、あっという間に丼は空になった。


　───腹が減ってたから、あんなこと考えついたのかなあ……。なんか、そんな感じがする……。


　藤也は自分の単純な思考に苦く笑しようした。今までも何かあると、とりあえず何か食べてから考えていたような気がする。


「まあ、怒おこるのも、頭使うのも、疲つかれるからなあ。……でもやっぱり、オレ、将臣のこと好きなのかな……」


　ばさりとベッドに倒たおれ込んだ藤也が天てん井じようを睨にらみつける。先ほどとは違ちがい、どこか頭の中がクリアで心の奥まで見通せるような気がする。だが、あと少しで答えに手が届くかもしれないと思えたところで、突とつ然ぜん鳴り響ひびいた携けい帯たいの音に藤也は飛び上がった。


「───っ。……びっくりしたあ……。もうっ、誰だれだっ、こんなときにっ」


　八つ当たりの勢いも手伝って、発信者の確かく認にんもせずに藤也は通話ボタンを押す。


「もしもしっ」


『あれえ？　どうかしたのぉ？』


「恵美花さんかよ。何、またお袋ふくろから電話があったとか？」


　間延びした恵美花の声に、藤也の矛ほこ先さきは逸そらされてしまった。勢いが良かった分だけ、脱だつ力りよくの反動も大きく、起き上がったはずのベッドにまた音を立てて倒れ込んでしまう。


『まだよう。なあに、トーヤくん、どうするのか決めたのぉ？　姉さんたちと暮らすならあ、ショウとのことも大変よねえ。今までみたいにぃ、簡単に行き来はできないでしょうねえ』


「な、何でそこに将臣が絡からんでくるかなあっ」


　ほうとわざとらしく溜ため息をつきながら恵美花が言った台詞せりふに、藤也は慌てて牽けん制せいをかけるが、そんなことを気にする恵美花ではない。


『えー？　なんでえ？　本当のことでしょおう。トーヤくんに電話すればあ、ショウにもつながるんだものお。それだけ一いつ緒しよにいたんでしょおう？』


「そりゃあね、バイト先だしっ、ゲームとか好きにしていいって言われてるしっ。だから仕方ないだろっ」


『でもぉ、あのショウが気に入ってるんだよう？　凄すごいことだと思うんだけどなあ』


　藤也の必死な勢いを気にすることなく、恵美花は言葉を続けていく。いくら言おうが恵美花には何の効果もないことがわかると、藤也はあきらめて強ごう引いんに話を変えることにした。


「それはおいといてっ。お袋たちのことじゃないなら、何の用だよっ」


『うー、まあ、いいわよう。そのうち絶対に白状させてやるんだからぁ』


「だからっ。それはおいといてっ」


『ああ、そうそう。ショウ、いつ戻ってくるのか聞いてるのぉ？』


「……は？」


　思いも寄らなかった恵美花の質問に、藤也は間の抜けた声しか返せない。だが、恵美花の方はかなり真しん剣けんな様子だ。


『一応、明後日あさつてからの仕事はキャンセルしてないんだけどぉ、下手したら実家から仕事に来ることになるでしょおう？　それを考こう慮りよしてえ、南田と打ち合わせをしないといけないからあ。トーヤくんなら聞いてるのかなあ、と思ったんだけどぉ……』


　少々困こん惑わく気味の声は、確かに恵美花が何も知らないことを物語っている。日ひ頃ごろからいろいろと引っかき回して、からかわれているような叔母おばだったが、それに仕事を絡めることはないはずだ。仕事に関して、恵美花は一いつ切さい手を抜かないし、遊びにもしない。


「いや、何も聞いてないけど……」


『そう……。このまま、向こうにいるつもりかもしれないわねえ。……ちょっと心構えしておかないといけないかしらあ。わかったわ、またねえ』


「え？　ちょっと待って……っ。て、もう切れてるよ」


　声を上げたときには、既に切られてしまった携帯を片手に、藤也は溜め息をついた。いつももう少しこっちの話も聞いて欲しいよなあと思うのだが、大たい概がいそれを口に出す暇ひまさえ与あたえられずに切られてしまう。


　───恵美花さんのこの癖くせ、多分直らないんだろうなあ……。将臣も似たような感じだし。まともなのは兼田くらいか？


　だが、その一番まともであろう兼田とは、ほぼ毎日顔を合わせているので、わざわざ携帯を使ってまで話すようなことは少ない。


「本当に、世の中うまくいかないもんだな」


　しみじみとそんなことを呟つぶやくのは、一番連れん絡らくをよこしてくる人たちが、一番始末に負えない対応をしてくれるからだ。自分の要求をしゃべるだけしゃべって、こちらの話など一つも聞こうとしない。どうしてこんな人たちばっかりなんだろうかと、藤也はしみじみと溜め息をついた。


　そんなどうでもいいことを考えているのは、恵美花の台詞を思い出したくないからだ。


　このまま向こう───実家にいるつもりなのか。


　恵美花の声が、脳のう裏りによみがえる。


　将臣は何も言わずに出かけていったので、実際のところそれが本当かどうかわからない。だが、もし恵美花が気にしているとおりなら、よほどのことがない限り、この先将臣と藤也の接点はなくなってしまう。恵美花に頼たのめば会わせてもらえるかもしれないが、将臣がそれを拒こばめば、彼女はさらりとした笑え顔がおを浮うかべ、やんわりと拒きよ否ひするだろう。


　───そこの所はしっかりしてるからなあ……。恵美花さんはためにならないとわかったらにっこりと笑顔で切り捨てられる人だからなあ。でも……、それじゃあ嫌いやだ。


　このまま会えなくなるかもしれないと思ったとき、藤也は反射的にそれを嫌けん悪おした。何でとか、どうしてとか、思い浮かばない。ただもう会えなくなるのが嫌だと思ったのだ。


　その途と端たんに、すとんと答えが藤也の中に落ちてきた。


「なんだ。やっぱり好きなんじゃん」


　藤也はくすくすと笑い出した。


　会いたいと想おもうこと、つながっていたいと想うこと、傍そばにいて欲しいと想うこと───。どれもこれも、全部相手が好きだからこそ想うことなのだ。そんな簡単なことに今まで気がつけなかった自分がおかしくて、いつまでも笑っていた。


　もう、自分の想いがどんな形を取っているのか迷うことはないだろう。そのことが何故なぜだか嬉うれしくて、ほんわかとした気持ちになった。


　だからこそ、余計に今傍に将臣がいないことが寂さびしいと感じる。


　───会いたいな……。


　ふっとそう思ったらたまらなく寂しくなり、居ても立ってもいられなくなった。ごろごろとベッドの上を転がり、気持ちを落ち着けようと頑がん張ばってみるが、思うようにはいかない。逆に抑おさえつけようとした分だけ、余計に『寂しい』という想いだけが強くなった気がする。


　携帯のディスプレイを確認するともう少しで十一時になろうかという時間だった。


　───今日は帰ってこないだろうな……。外に出るにしてもちょっと遅おそいかな……。でも、もしかしたら帰ってくるかもしれないよな……？


　いつ帰ってくるのかきちんと訊きいておかなかった自分を怒りつつも、妙みように浮うき立った気持ちで、ごそごそと出かける支し度たくを始める。それでも最初はどこか気持ちを落ち着けようとゆっくりとした動きだったが、いつしかばたばたと慌あわただしくなっていった。


「うん、やっぱり一人暮らしだな。何とかして説得しよう！」


　単純にもそんなことを決意すると、荷物を片手に早々に自室を後にした。


　すれ違う人ひと影かげもない暗い道のりを、一人で足早に歩いていく。こんな時間にこの道を歩いていくことは、今までにもあったし特に何とも思っていなかったが、今日は妙に長い気がする。早く行きたいという思いが強すぎて、気ばかりが急せいているようだ。


「ようやっとついた。でも、まだ帰ってないみたいだな」


　ポストを覗のぞいて溜まった郵便物でそれを確認すると、予想していたとはいえ将臣がいないことに落らく胆たんする。顔見知りの警備員室に挨あい拶さつをして、手慣れた仕草でエレベーターのパネルを操作し最上階にまで上る。のろのろと感じていたエレベーターがようやく着くと、扉とびらが開ききる前に外に出た。


　ワンフロアに一つしかないドアを開けるとひんやりとした空気が室内から流れてくる。


　妙に肌はだ寒ざむく感じて、ぶるりと身体からだが震ふるえた。靴くつを脱ぬぎ中に入っていくが、物音一つしない。冷蔵庫の稼か働どう音おんだけが人のいない部屋に小さく響ひびいていた。


「……なんでだろ。今までだって、一人でここに泊とまり込んだことがあるのに……」


　静かで、暖かさを感じられない室内に藤也は困惑する。これまでにも、たまにだったが将臣がロケでいないときなど、一人でほくほくと泊まり込んでいる。だというのに今日に限ってこんなに寒々しく感じるのは、自分の気の持ちようが変わったからだろうか。


　とっくに慣れたと思っていたはずの、リビングの空間が広く感じられる。なんとなくそこにいるのが寂しく感じられて、手にしていた荷物を置くと、より将臣の気配がするところを求めあちこちうろついてしまう。結局落ち着いたのはベッドだった。


　だが、そのベッドも必要以上に大きく感じられてしまい、藤也は口唇くちびるを嚙かみしめた。服を着たままベッドに上がり込み、身体に布ふ団とんを巻き付け大きなベッドの真ん中で身体を丸める。


「いつ、戻もどってくるのかなあ……。───寂しいな───」


　ぽつりと漏もらされた言葉はシーツの中に消えていく。それでも今日一日の間でいろんなことを考えて過ぎてしまった藤也は、ようやく落ち着いたとばかりに布団にくるまると、ものの数分もしないうちに、小さな寝ね息いきを立てていた。











　将臣は、麻美と夕食を摂とった。父親は相変わらず忙いそがしく、まだ一度も顔を見ていない。もっともそれは以前と変わりがないので、まったく気にならなかった。夕食は喜多川が作る。これも将臣が家にいた頃ころからほぼ変わっていない。特に話すこともない二人だけの食事は淡たん々たんと進んでいく。


　早々に食事が終わると、場所を居間に替えて食後の一服となった。


　かちりとライターの小さな音が響いて、紫し煙えんがゆっくりとなびき出す。麻美はじっとそんな将臣の様子を見ている。不意に何でもないことのように麻美が口を開いた。


「いつ戻るの？　それとも、ここから通う？」


　くつりと面おも白しろそうに笑っている麻美に、将臣は一いち瞥べつを投げるだけで返事をしない。麻美とて将臣がこの家で暮らすことを承知するとは思ってもいない。


「明日には帰る。もう用は済んだはずだ」


「確かに」


　互たがいの吐はき出す煙けむりが一いつ瞬しゆんにして室内に広がる。だが、時折ぽつりぽつりと言葉を交かわすだけの静かな空間を、突とつ然ぜん嵐あらしが訪おとずれた。ノックもなく開けられた扉から、肩かた口ぐちで髪かみを綺き麗れいに切りそろえたきつい顔立ちの美人が飛び込んできたのだ。


　シルエットがすっきりとしているスーツは、膝ひざ丈たけのタイトスカートですらりと伸のびた脚あしを惜おしげもなく晒さらしている。女性にしては背が高く、ヒールを履はいたら百七十センチは超こえてしまうだろう。


　将臣や和樹とどこか似た目め許もとのきつさを、より強調するようにアイラインが引かれ、その意志の強さを更さらに強調している。仕事から戻ってすぐにこの部屋へ来たのだろう。手にはきっちりとした造りのブリーフケースを持っている。


　麻美がすっと目を眇すがめ、つかつかと近寄ってくる彼女に声を掛かけた。


「おかえりなさい、あゆみ。あなたがわざわざ顔を出すなんて思ってもいなかったわ」


　芹沢家の子供たちは全部で四人いる。その中で唯ゆい一いつの女で今年三十になるあゆみは、弁護士だった。居い候そうろう弁護士として六年近くやってきて、そろそろ独立をしようかと考えているらしい。その準備のためか、このところ普ふ段だんにもまして忙しいのを麻美は知っているので、この時間にあゆみが屋や敷しきにいること自体、麻美にとっては座興の前まえ触ぶれでしかない。


　だが、あゆみは声を掛けた麻美のことなど眼中にないようで、悠ゆう然ぜんとした態度で煙草たばこをくゆらせている将臣を睨にらみつけている。将臣はそんなあゆみをまるで気にもせずに煙草の煙を吐き出している。彼女は目め尻じりをつり上げた。


「何であなたがここにいるのっ。同じ家にあなたがいるだけでも不ふ愉ゆ快かいだわっ」


「こっちも同じだ。こんな所に長居したくはないな」


「白々しいっ。どうせほとぼりが冷めるまでここに居座るつもりなんでしょう？」


　初めから喧けん嘩か腰ごしでくってかかる彼女を、将臣は鼻先で笑う。まともに相手をするつもりなど初めからない。そんな二人の様子を見ていた麻美は、煙草を手に黙だまって傍ぼう観かんしている。麻美の自分は関係ないとでも言いたげなそんな態度も、彼女の怒いかりを更に煽あおっているに違ちがいない。


「ちょっとしたスキャンダルでも信用問題に関かかわってくるのよっ!?　もう少しまともになりなさいよっ。こんなことになって、恥はずかしいと思わないのっ」


　怒ど鳴なりながらあゆみは片手に提さげたブリーフケースの中から一冊の週刊誌を取り出し、テーブルに投げつけた。それは将臣にも見覚えのある週刊誌で、ユカリとの写真が出ていたやつだ。


　───あのときのあれは、面白かったな……。……つまらん。なんでこんなことで時間を取られているんだ？


　目の前に投げ出された雑誌から、昨日藤也をからかったことを思い出し、うっすらと口許に笑えみが浮かんだ。その笑みが、自分のことを馬ば鹿かにしているのだと受け取って、あゆみはまた語気を荒あらげる。


「少しは家のことを考えなさいっ。あなた一人の問題じゃないでしょうっ」


　目の前でぎゃんぎゃんと喚わめくあゆみに、将臣は不快そうに眉まゆをひそめた。彼女は昔から変わっていない。いや、弁護士になったぶん、何を勘かん違ちがいしているのか余計に嵩かさにかかっているようだ。


　───そんなに世せ間けん体ていが大事なのか……？　だったら、いい考えがあるな……。


　口の端はしをわずかに歪ゆがめただけの、酷こく薄はくな笑みが将臣の口許を飾かざる。そのあまりにも温かみのない笑みに、あゆみの身体がびくりと震えた。


「がたがたとうるさい。そんなに言うのなら、考えてやる」


「……ほ、本当に……？」


　冷ややかな表情とそれによく似合った低く抑よく揚ようのない声に、あゆみは先ほどの高こう慢まんな態度とは裏腹な怯おびえたような声しか出せない。それを見て一層将臣の笑みは冷れい酷こくになった。切れ長の目がきょときょとと細かく動いていることにさえ、不快感を覚える。


　───結局は、弱い。……こういうとき、藤也は睨み返してくるな……。あれは、本当にいい。俺のモノだ……。


　目の前にいる人間が矮わい小しようであればあるほど、将臣の気に入っている場所、藤也の様々なものが際きわ立だつような気がする。


　不意に先ほどまでの酷薄な、無機質で作り物めいた笑みから一転して、温かみのある優やさしげな微笑ほほえみを浮うかべた将臣は、その変へん貌ぼうに瞠どう目もくしているあゆみに向かい言い放った。


「……次の週刊誌も楽しみにしているんだな」


「───なっ」


　一瞬、何を言われたか理解できなかったあゆみだったが、将臣の言うことが呑のみ込めた途と端たん、顔を真っ赤にして口唇を戦慄わななかせた。


　あゆみは居候弁護士としてそれなりに仕事をこなしてきた。相手によっては脅おどしをかけられたりすることもあったし、どろどろとした人間の感情をまざまざと見せつけられたりもした。だから多少の恫どう喝かつなど、何の影えい響きようもないはずだった。


　だというのに、今将臣の見せるちょっとした感情が怖こわいと感じてしまうのだ。


　そう感じる自分を恥ずかしいと思う。だが、それを認めるわけにもいかない。それを認めてしまえば、芹沢家のはみ出し者と嘲あざ笑わらってきた将臣と自分が対等であると認めたも同然だからだ。プライドの高いあゆみはそんなことを認めるわけにはいかなかった。


　とはいえ、ほぼ終局の見えたやり合いだったが、あゆみは負けたくない一心で更に足あ搔がこうとした。だが、それまで二人のことを見ているだけだった麻美が、くすくすと笑いながら割り込んでくる。


「本当に、まだまだ子供なのね、あなたたちは」


「あ、あなたには言われたくないわっ」


「あらそう？　でも、言わせてもらうわ。世間の言葉に流されて、実力が出せないだなんて考えてるのは、負けたときの保険よ。自分の実力に自信が持てないなら、まだ独立は早いんじゃなくて？」


　父親の後妻だからというだけでなく、麻美とあゆみも元から気が合わないのだ。それは根本的な考え方に差があるとしか思えないものだった。だから今も馬鹿にしたような麻美の台詞せりふに、言葉を失ったあゆみはただ睨みつけることだけしかできない。


「それから、将臣も家族なんだから家のことを考えろとか言ってたわね？　あなた、あの人の名前で仕事を得ようなんて考えてるんじゃないの？　あなたの理り屈くつでいえば、あの人の家族だからというツテで仕事をもらおうって考えているようにも聞こえるわ」


　まさかそんな馬鹿な真似まねをしないでしょうね、と麻美は目を細め涼すずしい顔であゆみを牽けん制せいして見せた。あゆみは『自力で仕事もとれない能なし』とあからさまに言われたことに気づき肩かたを震ふるわせる。


「そんなことするわけないでしょうっ!?　不愉快だわっ」


　入ってきたときと同じような唐とう突とつな勢いであゆみは居間を出ていった。その直情的な行動に麻美は口許を小さく歪める。


「あの子もわかりやすいわね。どこにでもいる、正義を振ふりかざせば何をしてもいいと考えるような馬鹿にならなきゃいいけど……。そうだわ、次もこんな写真撮とられるつもりなの？」


「……鬱うつ陶とうしい」


「でしょうね。これは、とんだ間ま抜ぬけな写真ですものね」


　あゆみが置いていった週刊誌を開き、麻美が将臣の写っているページを長い爪つめの先で弾はじいている。あゆみをからかうためにああは言ったが、周りに人がいるような状態が将臣は嫌きらいだ。だが、あゆみが嫌いやがりそうなことばかりしていれば、周囲にいらない人間が徘はい徊かいするのは必至だろう。


　───冗じよう談だんじゃない。そんなものにまでいちいち構っていられるか。


　とっくに短くなっていた煙草を消して、また新たに火をつける。それっきり、ヒステリックな姉のことは、将臣の脳のう裏りから消し去られた。


「将臣は、今の仕事が気に入ってるのかしら？　それとも惰だ性せいで続けてる？」


「……惰性で続けられるような仕事だと、考えを変えたんなら、そう言え」


　麻美の突とつ拍ぴよう子しもない問いに、将臣が呆あきれたように応こたえると、彼女は一人納なつ得とくしたように柔やわらかく笑った。


「そうね、確かにそうだわ。あなたが気に入ってるなら、恵美花を紹しよう介かいしただけのことはあったわね」


　長い爪が将臣の写真の上を滑すべり、ユカリと絡からめられた腕うでの上で止まる。


「仕事も恋こい人びとも、自分の好きなようにしたらいいのよ。法に触ふれない限り、それは自由にできるわ。でも、それを好きだという自覚がなければ、どうしようもないわね」


　麻美の爪が立てられ、二人の間に筋をつけるように強く引かれた。その仕草に将臣は微かすかに眉をひそめる。電話での件といい、今回のことといい、この摑つみみ所のない義理の母親は、まるで将臣と藤也の間に何が起こっているのか、正確に把は握あくしているようにも見て取れる。


　───馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなことあるわけがない……。


　だが、一度芽生えた不安は早々に消せるわけもなく、それはひっきりなしに煙けむりを吐はき出す仕草に表れてしまう。その内面の考えまで手に取るようにわかるのか、麻美はくつりと口の端はしを持ち上げる。


「こういうのは、捏ねつ造ぞうだってわかっていても、かなりのダメージを受けるのよ。ちゃんと愛し合っていても、夫ふう婦ふでも、結局は他人ですもの。相手をそれだけ信用してないとだめよね。それから、相手に信用されるだけのものを見せないといけない」


　続けざまの核かく心しんをついた麻美の言葉に、将臣の煙草たばこを持つ手が止まった。藤也とのことを指しているのだと、言われなくてもわかる。だがしかし、それがわかったからといっても、将臣はどうするつもりもなかった。


　だが、麻美はそれだけですますつもりはなかったらしく、不意に真顔になると、囁ささやき声にも似た掠かすれた声こわ音ねで言い放ったのだ。


「ねえ、将臣は相手に『愛してる』と言ったことはあるの？」


　心の裏側まで見み透すかされそうな、ガラス玉めいた無感情な視線が向けられ、どくりと将臣の心臓は跳はねた。


　それがすべての根底にあるのだと言われたような気になる。それと同時に、あの神経を逆さか撫なでするような不快感が、ぞろりと首をもたげた。


　この家を訪おとずれたばかりのときと比べて少しは慣れたのか、先ほどまでは神経を微かすかに波立たせるだけだった何かが、鼓こ動どうに合わせるように大きく動いたのだ。


　将臣はぎりっと煙草のフィルターに歯を立てる。訳のわからない不快感は一向に収まらず、将臣をただ苛いら立だたせる。


　すぅっと麻美の目に色が戻もどり、甘い毒を含ふくんだ笑え顔がおになった。そして、将臣が聞き慣れた、媚こびを含む甘えた声で名前を呼んだのだ。


「将臣？」


　血液が沸ふつ騰とうするかと思うほどの不快感が、将臣を襲おそった。頭が真っ白になり、目の前が赤く、染まる。ここに来て、将臣はようやく不快感の原因に思い至った。


　家を出てからは誰だれ一人として『ショウ』としか呼ばせていない。唯ゆい一いつ、藤也にだけ『将臣』と呼ぶことを許したのだ。だから、『将臣』と呼ばれることに抵てい抗こうがあったのだと悟さとる。


『ショウ』という名前なら、いくら媚びを含んだ、裏にねっとりとした欲望をにじませた声で呼ばれても、気にはしない。だが、『将臣』と呼ぶ藤也は、そんな声で呼ばない。唯一甘さをにじませているとすれば、それはベッドの中で熱に浮かされているときだけだ。


『将臣』という名前が耳にはいるとき、無意識のうちに藤也の声を重ねて、そうでないことに不快感を感じていたのだ。


　理由がわかれば、沸わき立つような不快感もいくらか収まってきた。将臣は紫し煙えんに紛まぎらわせるように大きく息を吐き出す。


「どうかしたの？」


　麻美が完全にわかっていて仕し掛かけたのだと、今いま更さらのように気がついたのは、その声が甘さも毒も含んでいない、いつもの麻美の声だったからだ。


　───……くそったれが……っ。


　普ふ段だんなら頭の中だけでしか使うことのない汚きたない言葉が、思わず口をついて出そうになる。


　完全に麻美の手の中で遊ばれていたのだ。何もかもわかっていながら、それを相手に悟らせない。そして本人の意思の有無に構わず、麻美の思うように流れを持っていく。


「ねえ、質問に答えてくれないの？」


「……答える必要があるのか？」


「そう？　なら勝手に想像するわ」


　くつくつととても楽しそうに麻美が笑いながら、いつの間にか新しくなっていた煙草の煙を吐き出している。人間として踏ふんできた場数が違ちがうと、将臣は早々に麻美と相対することを放ほう棄きした。


　そうとなればさっさと退散すべく、吸っていた煙草を灰皿に押しつけ、立ち上がる。


「もう、帰るの？……またのご訪問をお待ちいたしております」


　麻美の巫山戯ふざけた言い回しに将臣は応えない。相手が誰であれ、ちょっかいをかけられるのは好きではない。しかもそれが、ただ退たい屈くつしのぎの相手をさせられるだけなのなら、誰が好きこのんでこの場に留とどまっているというのだろう。


　扉とびらに手を掛かけた将臣の背中に、麻美は珍めずらしく真しん剣けんな口調をぶつける。


「最後の忠告。相手にわかるようにしないとだめよ。一人では恋れん愛あいはできないのよ」


　聞こえてはいたがそれに対する反応は何一つ返さないまま、将臣は振り返りもせずに十年ぶりに訪れた実家の訪問を終わらせた。
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　訪れたときと同様、時間は深夜を回っていたが、多少時間帯が早かったのか、道路にはまだまだ車の影かげが多かった。紛まぎれ込ませた車列の流れに合わせ、ゆっくりと車が動いていく。随ずい分ぶんのろのろとした流れだったが、シフト操作に苛立ちの色は見えていない。


　───あれは、俺のモノだ───。藤也自身がどう思っていようとも、俺のモノだ……。誰にも、渡わたしはしない。


　前にも一度、藤也に手を出そうとしていた馬ば鹿かがいた。そのときにも思ったことだが、今はそれ以上に強くそう思う。藤也が嫌いやがり逃にげ出そうとしても、追いつめて摑つかまえる。


　藤也だけが特別なのだ。執しゆう着ちやく心しんと、独どく占せん欲よくをこの自分に湧わき起こさせる、唯一の人間───。


　山のようにいたセックスフレンドが、他ほかの誰とつきあっていようと少しも気にはならなかった。一番気を許したユカリが、今誰かとつきあっていたとしても、もちろん何とも思わない。


　藤也が自分から離はなれて誰かと肌はだを重ねると思うだけで、駄だ目めだ。相手が女とか男とかは関係ない。欲しいのはただ一人だ。


　お前だけが特別だと言ってきた。睦むつ言ごとでさえ、愛を囁いたことがない将臣にとって、まさしくそれは告白にも近い。


　逆に、望みもしない将臣に向かって、いくらでも言葉は掛けられた。モデルとして露ろ出しゆつする度たびに増えていったファンたちの言葉、セックスへと進む手順の一つとしての言葉、ベッドの中で女たちが気分を盛り上げるために連ねる言葉。


　どれもこれも嫌というほど聞かされたが、どれ一つとして将臣の感情を動かしたものはなかった。たった一つ、極限の状態で藤也が漏もらした言葉以外は───。


　ぽつりと身体からだの奥底に熱がこもった。その熱は水面に広がる波は紋もんのように、身体全体に広がっていった。あの夜のことは、いまだに身体が覚えている。だが、そのとき以来、言葉を強要したことはなかった。無む理り矢や理り言わせた言葉では面白くなかったのだ。


　身体を重ね、藤也の熱さを一番近くで感じているときに、もっと煽あおり立てられるような何かを感じたくて、言葉を期待している自分がいる。だが、その奥に潜ひそむ根本的なものが何だったのか、深く考えてはいなかった。


　それが、麻美の言う『一人では恋愛はできない』ということなのだろう。


　そこまで考えついたとき、不意に藤也の存在を確かめたくなり、マンションの傍そばまで来たことも手伝い路ろ肩かたに車を止めて携けい帯たいを取り出した。


　時間は十一時をだいぶ過ぎている。それでもこんな時間に呼び出すことも最近では珍しくもなく、躊躇ためらうことなくメモリーに登録されている藤也の携帯につなぐ。三コール、五コールと待ち、接続音がした後留守電につながった。


「何してるんだ」


　留守電に用はないので、伝言を吹ふき込まずに接続を切る。今すぐ藤也に用があるというのに、ちんたらと折り返しの電話など待っていられない。もう一度掛けて再び留守電につながったのを確かく認にんすると、助手席に携帯を放ほうり投げた。


　まっすぐに自分のマンションに向かうつもりだったが、藤也の部屋へと方向を変えた。


　将臣が藤也の部屋を訪れたことはあまりない。藤也が物を取りに寄るのにつきあったことがあるくらいだ。


　それでも藤也のマンションの場所も部屋の位置も知っている。そしてふと、あれだけ数多くいたセフレたちの部屋の場所など一いつ切さい興味がなく、また覚えてもいないということにも思い至り、つくづく藤也は自分にとって特別なのだと思い知らされる。


　十分もせずに辿たどり着いた藤也のマンションで、部屋の窓から明かりが漏れていないことを見て取る。既すでに寝ねているのか、部屋にいないのか、どちらかだろう。


　わずかに逡しゆん巡じゆんしたが、車を路駐するとそのまま藤也の部屋がある階へと上がっていく。インターフォンを鳴らすが、出てくる気配は一向にない。


「どこをほっつき歩いているんだっ」


　自分が会いたいと思ったときに会えないということは今までにもあった。だが、今日は何故なぜだかそのことがとてつもなく腹立たしく感じる。八つ当たりだとわかっていたが、ドアを蹴けりつけその場を後にした。


　ドアの前で待つつもりなどなかった。自分がドアの前まで足を運んだということ自体、これまでなら考えられない扱あつかいだ。どんな相手でも、電話一つで呼びつけていた自分が、自らの意思で動いたのだ。ユカリや恵美花に知られれば、またいいように話のタネにされるくらい、かつてなかったことだった。


　だが、譲じよう歩ほもここまでで、もう一度藤也の携帯に電話し、切り替かわった留守電に伝言を吹き込む。


「すぐに来い」


　名前も、場所も言わない。だが、これだけで藤也にはわかるはずだ。セフレはおろか、麻美でさえ入れたことのない部屋に、藤也は来る。根こん拠きよなどなくても、確固たる確信が将臣の中にはあった。


　それでも藤也を摑まえることのできなかった苛いら立だちが、微び妙みようにハンドル操作に表れている。藤也がいつも歩いているという道を車で走り抜ぬけた。


　マンションに着いても、駐ちゆう車しや場じようのシャッターや、エレベーターの昇しよ降うこうがいつもより時間が掛かっているように感じられるのは、気分が苛いらついているからだろうか。組んだ腕うでの先の指先が細かくタップしている。


　ようやく辿り着いた部屋のドアを開けたところで、将臣の動きが止まった。


　玄げん関かん先さきに見慣れた藤也の靴くつが脱ぬいであったのだ。しかも、藤也らしくもなく脱ぎ散らかしたまま揃そろえられていない。きちんと躾しつけられてきたのか藤也はそういう細かいところは、ちゃんとしているはずだった。


　何となく変な感じはした。だが、それはまたすぐに苛立ちに取って代わる。


　今まで藤也が自主的にここを訪おとずれたのは、ゲームがしたいときやバイトのときだけだったと思う。しかも自分がいないときを狙ねらって来ているのだ。


　───結局は、また摑まえ損そこなったのか……？


　何度も摑まえた、この腕の中に捉えたと思っても、気がつくと抜け出されている。傍に留とどまっているという印象がない。いくら自分のモノだと言い聞かせても、藤也はそれを受け入れない。今はどうにか、少しは所有を受け入れたようだが、それでも全部ではない。


　苛立ちに、不ふ愉ゆ快かいな気分が入り混じる。


　携帯がつながらなかったのは、ゲームに集中したくてマナーモードにしていたからなのかもしれないと思うと、余計に腹が立ってくる。足音も荒あらく廊ろう下かを歩きリビングに入り、また、将臣は動きを止めた。


　電気はついていたが、藤也はいない。少し席を外しただけなのかとも思ったが、テレビの前にいつの間にか見慣れてしまったゲーム機が出ていない。それでもダイニングテーブルの上には藤也の鞄かばんとコートが置かれているから、この部屋にいないわけではないのだ。


「───藤也？」


　名前を呼んでみるが、もちろん返事があるわけでもない。着ていたジャケットをその場で脱いでテーブルに放る。


　常になく変な感じが将臣の中に湧わき上がった。部屋数は高が知れている。トイレ、バスルーム、仕事部屋、物置になっている部屋、そして寝しん室しつ───。


　最後に覗のぞいたベッドルームに、藤也はいた。


　自分の身体に合わせたため、藤也には少し大きいベッドの真ん中で布ふ団とんにくるまり、こんもりとした山を作っている。ベッドシーツと揃えた薄うすいクリーム色の布団から、赤茶けた髪かみだけがはみ出している。


「寝ているのか？」


　藤也がここに───自分の部屋にいたことに安あん堵どしながらも、やはりその不ふ審しん感は拭ぬぐいきれない。ベッドに腰こし掛かけ、サイドテーブルに置きっ放しになっている煙草たばこに手を伸のばす。


　灰皿の傍に必ず一いつ緒しよに置いてある、封ふうの切られていない煙草とライターは、藤也なりの気き遣づかいだろう。台所とダイニングテーブルには置かれていない灰皿を、藤也なりに悪いと思っているようだ。気がつくと藤也が補ほ充じゆうしているので、藤也が入り浸びたるようになってから将臣が自分で煙草を買ったのは、出先で煙草が切れたときだけになっていた。


　煙草の匂においが鼻先を掠かすめる。煙草を挟はさんでいる左手で口くち許もとを覆おおい、右手で外に出ている髪を指先で弄もてあそぶ。ふわふわの猫ねこ毛げは柔やわらかく、指の間を抜けていく。この間切り揃えたらしく、鬱うつ陶とうしげに前髪を搔かき上げる仕草を最近見ていない。


　布団をずらして隠かくれている顔を露あらわにする。きつく閉じられた瞳ひとみに、寄せられた眉まゆ根ね。寝ているのに、何か気に掛かかることがあるのだろうか。いつも幸せそうに寝ているだけに引っかかった。部屋に入ったときから感じていた、妙な違い和わ感は相変わらずつきまとっている。


「───？　何だ？」


　ふっと見えた肩かた口ぐちに目を引かれ、布団を大きくめくりそれを確かめる。Ｖ字の緑色をしたニット地のカットソーに、ストーンウォッシュのジーンズ、靴くつ下したまで穿はいている。寝る服装にしてはまったくそぐわない。


　稀まれに藤也が服のまま寝ることはあっても、それはリビングでのうたた寝だったり、ゲーム中につい寝込んだりしたときがほとんどだ。今のように完全にベッドの中に入るときは、パジャマ代わりのスウェットと長なが袖そでのＴシャツを着ている。


　募つのる違和感を拭いきれずに、将臣はまだいくらも吸っていない煙草を消し、藤也の頰ほおに手を掛けて揺ゆり動かした。


　小さく呻うめいて、藤也が茫ぼう洋ようとした鳶とび色いろの瞳をうっすらと開いていく。どこか焦しよう点てんの定まらないぼんやりとした視線が将臣の姿を捉とらえた。不思議そうな表情で将臣を見つめている。


「───どうした？」


「ああ、将臣かあ……。そんな格好だから、誰だれだかわかんなかったよ……」


　黒い髪と黒い瞳のままの将臣に、藤也はふんわりと微笑ほほえんだが、すぐにまた戸と惑まどった顔で将臣を凝ぎよう視しし始める。子供を宥なだめるように頰に掛けていた手を滑すべらせて、頭を撫なでるように髪を搔き回す。


　寝ぼけているのか、どこか藤也の仕草は幼いような気がする。その無防備な感情に将臣はくすりと小さく笑った。


「何だ？」


「……何で、いるの？」


「───いたら、悪いのか……？」


　柔らかだった将臣の雰ふん囲い気きが、藤也の一言ですっと冷ややかなものに変わっていく。藤也に会いたくて、自分でもらしくない行動をしていたという自覚があるだけに、将臣は藤也の言葉に対して不ふ機き嫌げんを露わにした。


　優やさしい手つきで撫でていた指先が髪を摑み、藤也の顔をやんわりと固定した。その微妙な気配の変化がわかったのか、藤也が慌あわてたように口を開く。


「そうじゃないよ。もっと、帰ってくるのは遅おそいかなって思ってたから……」


「……ふん」


　藤也の言い分に将臣は鼻先で応える。だが、藤也は落ちつかない様子できょろきょろと細かく視線を動かしていた。何かに気を取られている藤也に、将臣は小さく舌打ちをし右手で項うなじを捉えて、左手で肩口を押さえつけた。


　その存在が確かに傍そばにあることを確かめるのに一番いい方法は、身体からだを重ねることだと将臣は認にん識しきしている。自分が確かめたいのは、藤也の身体の熱さで、自分の中にある藤也にしか向いていない感情の名前だ。


　ベッドに腰掛けた状態で押さえ込んでいるので、完全に藤也の動きを封じたわけではない。だが、藤也が拒こばむわけがないと、どこかで思っていた。


　だが、口唇くちびるを寄せていくとそれに気がついた藤也は、足をばたつかせ将臣の束そく縛ばくから逃のがれようと抵てい抗こうし出した。ベッドで寝ねている藤也の腰こし辺りに座り上半身のみを押さえていた将臣に、その抵抗を防げるはずもない。


「大人おとなしくしろ───っ」


「やだ……っ。何で、何でこんなことするんだよ……っ」


　このままでは埒らちがあかないと自らもベッドに上った将臣が、本格的に藤也を組み敷しこうとする。だが、藤也は本気で抵抗を試みるつもりらしく、大きく振ふり上げたその足が将臣の太ふと股ももに当たる。


　ベッドに押さえつけている手も、押し除のけようと渾こん身しんの力を振り絞しぼっている。膝ひざが腹筋に入りそうになったのをどうにか避よけて、藤也の太股の上に乗って足の動きを封じてしまう。


「何だっていうんだっ」


　羞しゆう恥ちからくる遊びにも似た抵抗ではなく、本気の抵抗に、どうにか押さえつけている将臣も肩で息をしている。それでもじたばたと往おう生じよう際ぎわ悪く足あ搔がいている藤也に、将臣は舌打ちをして無む理り矢や理りに口唇を重ねた。


　食いしばられている歯列に、将臣は内心苛立つ。セックスをしようとしてここまで抵抗されたことはない。もちろん抵抗するような相手を抱だこうなどという、馬ば鹿かげたことも考えたことがない。


　そのしたこともないことをしてまでも、今、藤也を抱きたかった。だというのに、肝かん心じんの藤也がそれを許さない。


　───俺のモノじゃないのか……っ。


　将臣だけが触ふれ、喘あえがすことを許した肢し体たいではないと、藤也が暗に言っているようで、将臣の頭に血が上る。組み敷いている獲え物ものの両手を一ひと纏まとめにして片手で頭上に固定する。開いた右手は藤也の頰にあて、顎あごを無理矢理こじ開けようと指先できつく押さえてしまう。


「んぅ───っ」


　ぎゅっと閉じられた瞳、鼻から抜ぬけるような悲鳴、どれもが将臣を拒きよ絶ぜつしている。


　痛さのためにわずかに弛ゆるんだ歯列の隙すき間まから、将臣は舌先をねじ込んだ。逃にげまどう舌を捉えて絡からめる。触れあっていてさえ離はなれようとする舌先を、将臣は激しく攻せめ立てた。舌の付け根が痺しびれるほど、強く吸い上げ絡めあわせていると、微かすかに藤也の抵抗が弛んできた。


　そのことに満足して、将臣は頰を押さえていた指先を離し、喉のど許もとを撫で上げようと手を動かした。


「───っつ」


　その途と端たん舌先に走った、ちりっとした感かん触しよくに将臣は思わず口唇を勢いよく外した。完全に身体を押さえ込んで、逃げることなどできない藤也にきつい視線を送る。だが、藤也も鳶色の瞳を煌きらめかせながら、怯ひるむことなく将臣を睨にらみつけていた。


　無言の、視線だけの攻こう防ぼうが続く。先に焦じれたのは、将臣だった。嚙かまれた舌先に指を這はわせ傷がないことを確かめると、口許をゆっくりと歪ゆがめていく。冷たく、酷こく薄はくな微笑みは、自分の納なつ得とくのいく答えがなければ容よう赦しやしないと、物語っている。


「何が───、気に食わないんだ？」


　ゆっくりと優しげに語られることが、より一層恐きよう怖ふを植え付けることだと承知の上でだった。その効果は、身体の下の藤也がびくりと震ふるえたことで歴然とわかる。それでも、自分を睨みつける視線の強さが揺るがないことに、将臣は頭の片かた隅すみで満足していた。


　好きなように嬲なぶった藤也の赤い口唇が、戦慄わななきながらも言葉を漏もらし出した。


「オレは、お前の何？───玩具おもちや？───遊び相手？……いつでも、替かえの利きくようなモノ？　そんなモノでしかない？」


「今いま頃ごろ、そんなことを言ってるのか……？」


　いつだったかも繰くり返したような遣やり取りに、将臣は怒いかりの矛ほこ先さきを逸そらされたような気になった。半ば呆あきれて返したが、藤也はどこか硬かたい表情のまま、将臣から視線を逸らさない。


「オレにとっては、大事なことなんだよ。───答えて」


　いつになく引く様子のない藤也に、将臣は戸惑ったように眉根を寄せた。このまま済なし崩くずしに身体を重ねることもできたが、それではわざわざ藤也を抱いている意味がない。身体の快楽だけを求めるのなら、相手は誰でもいいはずだ。


「……お前だけが特別で、お前には執しゆう着ちやくしている。それだけじゃ、駄だ目めなのか？」


「だめだ。───ちゃんと答えろ」


　なかなか応じない将臣に、藤也が視線をきつくしていく。何に拘こだわっているのかは、なんとなくはわかる。麻美の『愛してると言ったのか』という台詞せりふが頭をよぎったからだ。だが、素す直なおにそれを口にするとなると、話は別だ。


　───冗じよう談だんじゃない……っ。


　瞬しゆん間かん的に将臣はそう思った。今まで誰に対しても言ってこなかったのは、その言葉の醜しゆう悪あくさを知っているからだ。


『好き』だからと言って、こちらの都合も考えずにつきまとう。少しでも視界の中に収まろうと、目の前をちょろちょろと動き回る。どうでもいいことをいちいち報告してくる。


『愛してる』からだと言って、束縛しようとする。自分のすべてを受け入れろと強要する。自分を理解しろと迫せまってくる。


　身体を重ねた相手がそれを言う分には、何とも思わなかった。将臣自身がその言葉を無視すれば良かったからだ。だが、それらを自分が口にするとなると話は違ちがってくる。相手の言葉も受け入れざるを得なくなる。


　それが嫌いやだった。


　答えを聞くまでは一歩も退ひかないと決めているのか、藤也はずっと睨みつけたままだ。


　───そこまでして、聞きたいモノなのか……？　そこまでしても、俺は、お前を手に入れたいと思っているのか……？


　執着と独どく占せん欲よくを覚えている。自分だけの存在だと思う。だが、それを『愛してる』という感情に置き換かえることができるのだろうか。


　将臣は自問するが、答えは見えてこない。











　見上げる体たい軀くはいつもの将臣のモノなのに、髪かみと瞳ひとみの色が違うだけで別人のように思えてしまう。だから、こんなにも言葉をぶつけることに、不安を感じているのだろうか。


　だが、それでも藤也は退こうとはしなかった。


　自分の気持ちは固まっているから、それに対する将臣の答えが欲しいだけなのだ。将臣が自分の恋れん愛あい感情を受け入れてくれなくても構わない。ただ、自分に対する将臣のスタンスが知りたいのだ。


　恋愛は対等な関係でしたいと藤也はずっと考えていたから、自分に対する将臣の執着がどんな感情からくるのか、行動に移す前にはっきりと知りたかった。だが、将臣は何も言わない。


　───結局、オレは将臣にとってセフレと変わんないのか……。『特別だ』って言ってくれても、それはセフレたちの中での『特別』ってことなのか……。


　それまで気き丈じように睨みつけていた藤也は、ふっとやるせなさから視線を緩ゆるめた。


　自分が『恋愛感情』を持っているだけに、今のこの関係は切ない。相手の心が自分にないのをわかっていながら続けるには、藤也の感情が溢あふれかえってしまう。


　───あ……。そうか……。だから、彼女たちは離れてったんだな……。


　昔自分とつきあっていた彼女たちと長続きしなかった理由が、今になって何となくわかった。彼女たちが寄せてくる想おもいに、自分が同じ想いを返すのが遅おそすぎたのだ。だから、待ちきれなくなった彼女たちは離れていったのだ。


　これまで特に修しゆ羅ら場ばになることなくあっさりと別れてきた。それは彼女たちを引き留めたいと想うほど、自分が彼女たちを好きではなかったのだろう。だが、将臣に対する気持ちは、今までのどの彼女たちよりも、ずっと強いものだ。


　───このままじゃ……、嫌だ……っ。


　何かに気を取られているのか、腕うでを拘こう束そくしている将臣の力が弱まっている。そのことに気がついた藤也は、押さえつけられている腕をほどくと、思わぬ行動に驚おどろいている将臣を逆にベッドに押し倒たおし馬乗りになった。


　すぐにはね除のけられるかと思って藤也は身構えていたが、将臣に自分を押し除ける素そ振ぶりがないことに困こん惑わくする。だが、ここまでしておいて、余計なことに気を取られたまま、肝心のことを何一つ言わないのでは意味がない。無む抵てい抗こうな将臣を訝いぶかしいと思う気持ちをちょっとだけ脇わきに除けて、藤也はしゃべり出す。


「オレは、お前が好きだよ。だから、今のままじゃ嫌だ。今は、一いつ緒しよにいて、傍そばにいて、セックスして、まるで恋こい人びとみたいだ。なのに、オレ一人がお前のことを好きなの？」


　一息にそこまで言いきると、藤也は言葉を切って身体からだの下の将臣を見つめる。見慣れた姿ではないが、確かに将臣はそこにいる。手を伸のばして頰ほおに触れる。自分とは違い鋭えい角かくな男らしいラインが耳許から顎へと続いている。


「将臣が、そういう意味でオレを何とも思ってないなら、もうオレに触さわらないで。それでもオレはお前の傍にいたいと思ってる。一緒にいたいと思ってる。お前がオレとセックスしないで、オレ以外の誰だれかとしてるって想像するのは嫌だけど、オレとセックスしているのに、他ほかの誰かともセックスしているのは、もっと嫌だ」


　微び妙みような言葉の違いを、感情の違いを将臣はわかってくれるだろうかと、藤也は真しん剣けんに将臣の黒い瞳を覗のぞき込む。自分以外にもセックスフレンドがいることには堪たえられない。だったら、まだセックスフレンドと自分を切り離した方がましだった。


　これは藤也にとって、まず一つ目の選せん択たく肢しだ。


　少しだけ寄った眉み間けんの皺しわで、将臣が藤也の台詞を理解しようとしているのがわかる。そして藤也の言いたいことがわかったのか、黒い瞳が見開かれた。ひとまずそれに安あん堵どしたが、次に話を進めるために、ここで口を挟はさまれることを嫌きらって、藤也は顎あご先に留まっていた指先を口唇くちびるへと動かす。こんなときなのに、口唇が少しだけかさついていることが気に掛かかり、自分でもおかしかった。


　だが、藤也の仕草で意図を察したらしい将臣は、口唇を引き結んだ。そのことにいくらか安堵して、藤也は次の選択肢を提示する。


　この選択肢の方が藤也にとっては重要だった。


「……どうしても、セックス抜ぬきでつきあうのができないっていうなら、……このまま別れよ。もう二度と、ここには来ないし、見えるところには顔を出さない。恵美花さんにも……、そう言っておく」


　声が震えないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで、泣き出さないように表情を堪こらえるのが、とても難しかった。それでも、これが藤也の出した答えだ。


　───会えなくても、傍にいたいから……。ふっと思い立ったときに、寂さびしくなったときに、お前を感じたいから、親と一緒には住めないけど……。


　夜、ここまで来れば窓の明かりくらいは見られるだろう。そこに将臣がいることが確かく認にんできるだろう。親と同居してしまえば、そうなったときに簡単に外に出られないから、会えなくても傍にいたいから、一人暮らしをすると決めた。


　言いたいことを言い終えることができたからか、少しだけ心に余よ裕ゆうができたのだろう。そんなことを考えた自分に小さく苦く笑しようする。


　そして、どうするのかと、将臣に目で問い掛けた。ここから先の選択権は将臣にある。


　微かすかに瞠どう目もくしたままだった将臣だが、やがてふっと表情を消した。じっと見つめられることに、藤也は堪えられなくなり、将臣の口唇から指先を離はなしてしまう。


　もう二度と、触ふれられないかもしれない口唇の感かん触しよくが名残なごり惜おしくてまた伸ばしそうになる指先を、胸に抱だき込んだ。


　重ねられる口唇の滑なめらかさも、耳みみ朶たぶを嚙かむ口唇の熱さも、鎖さ骨こつから胸へと辿たどる口唇の器用さも、どれもこれも手放したくないと思う。それでも、そこに何の想いもなくて、ただの快楽しかないのなら、藤也にとっては苦痛でしかない。


　見つめるだけで何も言わない将臣に、藤也の動どう悸きが激しくなっていく。


　───何だよ……っ。早く決めてくれよ……っ。


　自分を凝ぎよう視しする将臣の視線が怖こわくなり、藤也は思わず目を瞑つぶってしまった。俯うつむいて身体まで縮こまらせてしまったのは、一番聞きたくない答えを将臣が選択してしまうだろうと、藤也が思っているからだ。


　どれくらいそうしていたのだろうか。


　不意に空気が動き、握にぎり込んだ手に指先が触れたことに驚いて目を開けば、そこには相変わらず将臣が見上げる視線がある。


　拳こぶしに触れた将臣の指先が、藤也の手首を摑つかみ身体ごと引き寄せた。


「うわ……っ」


　考えてもいなかった将臣の行動に、容易にバランスを崩くずしてしまった藤也は、将臣の上に倒れ込んだ。慌あわてて身体を起こそうとするが、それぞれの手を将臣が摑まえており、ぴったりと胸を合わせたまま、身動きがとれなくなった。


「や……っ。はなせ───っ」


　合わさった胸から、驚きだけが原因ではない鼓こ動どうの速さが将臣に伝わってしまいそうで、藤也はなんとしても将臣から離れようともがいた。だが、耳許で囁ささやかれた将臣の言葉に、藤也の動きは完全に止められてしまう。


「お前は俺のモノだ。俺だけの、モノだ……。替かわりが利きくなら、誰とセックスしようと気にならないが、お前だけは別だ。お前は俺だけのモノだ」


「───っ。そんなことが聞きたいんじゃないっ」


　熱い吐と息いきが耳朶をくすぐり、その熱に藤也の血液が沸ふつ騰とうする。だが、将臣の台詞せりふは藤也の示した選択肢をまるで無視したもので、まったく答えになっていない。それに気がつき、一いつ瞬しゆん快楽に呑のまれかけた意識をどうにか取り戻もどした。


　無む理り矢や理り上体をわずかに起こし、自分を拘束している男の顔を睨にらみつけるが、どこか真剣な将臣の表情に藤也は戸と惑まどう。眉間の縦皺も引き結ばれた口唇も真剣な中で、黒い瞳だけが迷うように揺ゆれている。


「お前だけが特別だ。……他に誰もいらない。お前だけが欲しい。それじゃあ、駄だ目めなのか？」


　今まで藤也が聞いたことのない、弱い声だった。いつもの、聞く者すべて、有う無むを言わせずに従わせるような力強さがない。聞き様によっては哀あい願がんを含ふくんでいるとさえ言えそうな声だった。


　それは、何かを決めかねているように時折逸そらされる視線と相あい俟まって、藤也の心臓を直ちよく撃げきした。


　───……っ。卑ひ怯きようだ……っ。そんな表情するなんて……っ。


　我が儘ままで、他人がどう思おうと一いつ顧こだにしないような男が、自分の動向を気にしている。しかもそれを隠かくそうともしないのだ。そのことに藤也は口唇を嚙みしめる。


　───……駄目だ……。やっぱり、好きなんだな……。


　こんな状態の将臣を振ふりきってまで自分の意思を押し通すには、将臣のことが好きすぎたし、藤也は優やさしすぎた。観念にも似た、くすぐったい気持ちに押されると、痕あとがつくほど嚙みしめていた口唇をほどいて、ふんわりと小さく微笑ほほえむ。結局はこうして、藤也は将臣のことを赦ゆるしてしまうのだ。


「本当に、オレだけ？　他の誰も抱かない？　誰も傍にいない？」


　藤也はいつものように間近にある綺き麗れいな顔を見ている。先ほど将臣に選択肢を突つきつけたときの必死さは既すでになく、別れることを覚かく悟ごしていたときの諦てい観かんもない。それどころか、どこかからかうような軽い響ひびきさえある。


　そんな藤也の様子に、将臣の口くち許もとにも自然と微笑みが浮うかんだ。いつになく柔やわらかな将臣の表情は、多分藤也だけがただ一人見ることのできるモノなのだろう。


「───お前だけに、執しゆう着ちやくしている───」


　小さな、それこそ吐息に紛まぎれ込んでしまいそうな微かな声で将臣が言うと、にっこりと藤也は笑った。そして摑まれている手首を起点にわずかに伸び上がり、ゆっくりとした動作で口くち接づけた。


　柔らかく温かな口唇の感触が、ひどく切なくて愛いとしい。軽く触れてすぐに離れると、また触れる。初めはただ重ねるだけだった口接けだが、深いモノに変わるのにそう時間は掛からなかった。




８







　触れ合う素す肌はだがひどく熱くて、藤也は甘い吐息を漏もらす。将臣の長い指先が耳の裏から顎の先へと撫なでていく。わずかに上げられた顎の先に口唇が触れる。湿しめった感触がずれて、互たがいの口唇が重なり合う。


「ん───」


　自分よりも完成された、男の重い身体からだを受け止めていることに、藤也は何とも思わない。相手が将臣であるから、それを受け入れているだけだ。脚あしを広げて無防備に局所を晒さらしているような格好でも、間に相手の腰こしが入っているため脚を閉じることのできない状態でも、それが将臣だから赦しているのだ。


　柔らかく舌を搦からめ捕とられ、きつく吸われる。指先が喉のど許もとを通り鎖骨を撫でていく。腋わきから腰のラインを辿られると、鼻から抜けた声がこぼれ落ちる。将臣が身み動じろぐ度たびに、頰ほおを掠かすめる髪かみの動きさえ、愛あい撫ぶとなり藤也を刺し激げきしていく。


　さらさらなシーツの感触を背中に、温かい肌はだを胸の上に感じる。そんなふんわりとした夢見心地の快楽に包まれ、藤也は茫ぼう洋ようとする。半はん勃だちになった雄おすを優しく握り込まれると、高い声が短く漏れた。


「相変わらず、敏びん感かんだな……。もっと、声を出してみろ」


　藤也が上げた嬌きよう声せいに将臣はくつりと喉を鳴らしながら言ったが、当の本人はそんな言葉を素直に聞く気はなく、目許の潤うるんだ瞳ひとみで将臣を睨みつける。


「───だ、れが……っ。───っんう」


　だが、それは逆に将臣の雄を煽あおるものでしかなく、胸骨を探さぐっていた口唇くちびるに乳首を銜くわえ込まれ、一ひと際きわ甘い声を上げてしまった。存在感を主張するようにぷくりと立ち上がったそれを舌先で舐なめられると、堪こらえきれない喘あえぎが掠れた吐息となって辺りに散らばった。


　───な……ん、でっ。


　こんなところで、こんなにも快楽を感じられるものかと藤也は疑問に思う。雄を直接刺激されれば反応するのは当たり前だが、乳首や腰のラインを辿られることで快楽を感じることを、今いま更さらのように不思議だと思う。


「やぁ……っ。っん」


　舌でこねくり回されていたそこを甘嚙みされると、将臣をそこから引き離そうと髪を引っ張ってみる。だが、逆に将臣に握り込まれた雄をゆるゆると扱しごかれ、髪を握り込んだ藤也の手からは力が抜ぬけた。


　藤也の手がベッドに下おちる軽い音がして、口唇から熱い吐息が、溜ため息のようなか細い息が漏れた。強すぎることもなく弱すぎることもなく指が雄を締しめつけている。根元から先せん端たんに向かって順じゆん繰ぐりに指で刺激されると、透とう明めいな滴しずくがとろりとあふれてきた。


　それを搔かき出そうとするかのように尿によう道どう口の小さな穴に爪つめを立てられる。


「ひゃあ───っ」


　直接快楽を刺激する愛撫に、藤也の腰は跳はね上がった。その腰を逃にげられないように将臣の力強い腕うでが捉とらえて押さえつける。それまで胸の飾かざりを嬲なぶっていた舌が、銀糸を引きながら離はなれていった。


　身体の内側から痺しびれるような快楽が湧わき起こる。それに容易たやすく流されまいと堪えることが余計に快楽を煽るとわかっていても、藤也は堪えようとしてしまう。少しでも嬌声を漏らすまいと口唇を嚙かみしめているのもそのせいだ。


　将臣は酷こく薄はくな笑えみを浮かべて、腕の中の獲え物ものを見下ろしている。その視線に負けまいと藤也は睨み返すが、快感に潤んだ鳶とび色いろの瞳は、睨んでいるというよりは扇せん情じよう的だと言っていいかもしれない。


　その姿態に将臣は口唇を小さく舐め、右手の中に握にぎり込んだ藤也の欲望を完全に支配下に置くために、ねっとりと指を動かし出した。


「くぅ───っ」


　ただ快楽を導き出すためだけの指使いに藤也は堪えきれなくなり、か細い呼気のような嬌声をこぼした。愛撫を止やめさせようと蹂じゆう躙りん者しやの肩かたを摑んだはずの手は、大きすぎる快楽を堪えるためにきつく爪を立てていた。


　そのひりつく痛みに将臣が微かすかに眉まゆをひそめたことにも気がつかず、藤也はそのまま爪を立て続けている。愛撫の手は止まることなく、将臣の手の中で快楽に追い上げられた欲望は硬かたく勃ち上がっていった。


「まだ、達いくのは早いからな。もう少し待ってろ……」


　完全に反り返った雄の先からは、透明な糸を引く液体がこぼれ落ちている。それを鈴すず口ぐちに塗ぬり広げるように指先が動かされるが、欲望を吐はき出すための刺激は与あたえられず、藤也の腰が切なげに揺れた。


　───や……あっ。……ん、でっ。


　後少しで上り詰つめられるというところで愛撫を止められて、藤也はもう何にも考えられなくなった。将臣がサイドテーブルの引き出しから潤じゆん滑かつ剤ざいを取り出したことにも気がついていない。


　触ふれているだけの状態の将臣の手に、自分から雄を擦こすりつけるように小刻みに動かしてみるが、将臣に上手うまく躱かわされてしまった。


「ひゃ……ぁっ」


　ねちゃりとした感かん触しよくが秘処に感じられて、藤也は目の前の身体にしがみつく。何度もされて慣れているはずの感触だが、それでも藤也はこの瞬しゆん間かんには声を上げてしまう。冷たいジェルが身体の熱を奪うばっていくようで、その瞬間だけは溺おぼれきっている快楽から正気に引き戻もどされてしまうような気がするのだ。


　入り口を爪の先で数度軽くくじかれると、何の衒てらいもなく指が内側に潜もぐり込んできた。奥まで入り込まずに浅い部分をやわやわと刺激して、すぐさま二本目の指もねじ込まれる。荒あらい息だけが響く室内に、湿った水音が混じっていく。


　弾はじける寸前だった欲望だが、秘処に指先を感じて意識が散さん漫まんになったのか、先ほどまでのように、どうしようもなく達きたいという飢き餓が感は少し収まったものの、今度は身体の奥からうずくような痒かゆみが浸しみ出してきた。


　───ど……して……っ。


　抱だかれることに慣れてしまった身体は、貫つらぬかれて得られる快楽を享きよう受じゆしてしまったようで、より深い所への刺激を勝手に欲しがっている。


「もう我が慢まんできないか？　仕方のない奴やつだ……」


　自分の身体を好き勝手に弄もてあそんでいる将臣に、喉の奥でくつくつと笑われ、上気している頰を更さらに赤くするが、それでも藤也の口から拒きよ絶ぜつを促うながす言葉は出てこない。それどころか引き抜かれようとしている指を、奥へ取り込もうと入り口が締めつけている。


　その貪どん欲よくな反応に、将臣は嬉うれしそうに目を細めた。


「もっといいモノをやるから、待ってろ」


「ん───ぅ」


　引き留めようと、必死になっていた指が出ていったことで切なげにひくついている秘処に、将臣が膨ふくれあがった漲みなぎりをあてがう。将臣自身の先走りと塗り込めた潤滑剤のせいで、そこは何の抵てい抗こうもなく先端を呑のみ込む。


「あ、あ───っ。っうんっ」


　将臣の指で解ほぐされたのは、入り口だけだったので先端は容易く埋うめ込まれたが、触れられていなかった奥は鈴口が少しずつ割って入る度たびに、ぎちぎちと音を立てている。身体の中を侵しん食しよくしていく痛みが、はっきりと藤也には感じられた。だが、その痛みが快感にすり替かわるのに、さほど時間はかからなかった。


　ふっと息を吸い込んだ拍ひよう子しに奥まで入り込まれ、将臣の雄をすべて呑み込む。身体の奥で脈打つ他人の雄に、自分の脈動が重なることが凄すごく不思議だと思う。すがるように重ねた胸でも、互いの鼓こ動どうが乱打しているのがわかる。


　身体の奥深いところで一番傍そばにいる感覚が何故なぜか嬉しくて、藤也はすがりついた首に額を押しつけた。


「どうした？」


「んー、何でもない……」


　こんな些さ細さいなことで幸せを感じるのは、将臣も自分のことを好きでいてくれたのだと知ったからだろうか。


　思わずすがりついた首筋に軽く歯を立てる。


「───っ。……何してる……」


「いつもつけられてるから、……仕返し？」


　藤也は悪戯いたずらを仕し掛かけた子供のように鳶色の瞳を煌きらめかせて、少しばかり気を悪くしたような将臣を見つめる。んー、と首を傾かしげて藤也はちゅっと音を立てるような口くち接づけを、将臣の口唇の端はしに落とす。


「ぁん───っ」


　突とつ然ぜんどくりと脈打ち容積を大きくした雄おすに、藤也は声を上げた。他愛もない悪ふざけに将臣の雄が反応したのだ。そのことに文句を言ってやろうと藤也がわずかに顔を動かした。


「……んだよっ」


「───お前が悪い───」


　だが、そのわずかな距きよ離りをすぐさま詰めて将臣は口唇を重ねてくる。どっしりとのし掛かかってきた男の身体からだを、藤也は迷うことなく受け止めた。きつく抱き込まれる腕の力が、藤也にはひどく心地いいと感じる。


　上口唇を軽く嚙まれ、舌で舐められたので、藤也も舌先を出して自分から絡からめていく。内側に収まる将臣の雄が熱を放出しているようで、身体の奥からじんじんとした快楽が溢あふれ出してくる。その快楽を止めようとするどころか逆に、藤也はそれをこぼさないようにと将臣の腰こしに脚あしを絡めていった。


「は……、ん───」


　少しずつ積もっていった快楽は大きくなり将臣が身体を動かし始めたときには、藤也の口から甘く熱の籠こもった声がひっきりなしにこぼれ出す。ゆっくりと藤也の様子を窺うかがうように出ていき、前ぜん立りつ腺せんを掠かすめるように押し込まれる熱情に、藤也は逆らうことなく反応を返していく。


　だが、腰に絡められた脚が邪じや魔まになったのか、藤也の身体を押さえ込んでいた腕を滑すべらせ絡みつく脚の太ふと股ももに当てると、将臣は思いっきりそこを押し広げた。


「や───あぁっ」


　突然のことに藤也の声が裏返るが、将臣はそれを無視すると太股から膝ひざ裏うらへ容易に手を置き換かえ、ベッドに向かい押しつける。くんっと持ち上がった腰が恥はずかしくて、藤也は身を捩よじろうとするが、そのことで余計に将臣の雄を感じ取ってしまい、か細い吐と息いきを漏もらしてしまう。


　腱けんが引きつるほど開かい脚きやくさせられて、激しく突つき入れられる快感に藤也の雄が顕けん著ちよに反応する。最高の快楽を得られる場所がそこにあるというのに、将臣はわざとそこを避さけていく。それがもどかしくて、自然と振ふられる腰に藤也は気がついていない。


　その快楽に素す直なおな仕草に将臣はうっすらと微笑ほほえんだ。


「まだ……、達くなよ？」


　がくがくと揺ゆさぶられる腰に気を取られ、将臣の言葉は藤也の耳に入っていない。だが、藤也が聞いていないとわかっていても、将臣は気にしなかった。


　雁かり首くびの部分がかろうじて引っかかるぎりぎりのところまで引き抜ぬかれ、内臓を破られるかと思うほどの勢いで深く貫かれる。


「……ぁ、あっ、んーっ」


　それまでたいして刺し激げきされていなかった前立腺をいきなり先せん端たんで擦り上げられ、藤也は一ひと際きわ高い艶なまめいた悲鳴を上げた。一度だけでは止まらない律動は、いとも簡単に藤也を快楽の高みへと追いやっていく。


　将臣の首に回されている腕うでは、身体を支えるためだった初めと違ちがい、今ではきつすぎる快楽を堪こらえるために蹂じゆう躙りん者しやへ爪つめを立てている。汗あせをかいた肌はだに髪かみがまとわりつく気持ち悪さも気にならないほど、藤也は与えられた快楽を貪むさぼっていた。


　浅く速く繰くり返される呼吸に、藤也の絶頂が近いことを知った将臣は、一段と力強く少しばかり強ごう引いんに藤也の秘処に突き入れた。前立腺を押し上げられるような挿そう入にゆうに、藤也の雄は間をおかずに弾けた。


「ひっ……。ああ───っ」


　白はく濁だくとした液体が自分の腹に飛び散ったが、藤也はそれにさえ気がついていない。ぴくぴくと震ふるえながらそれでも萎なえてない雄の先端からは、とろとろと尿によう道どうに残っていたものをあふれさせている。


「───っくぅっ」


　達いったことで力の抜けた腕が首を滑すべり落ちた時、ぐっと腰を押しつけられ灼しやく熱ねつの液体が再び直腸内を満たした。その熱さにひくりと藤也の腰が跳はねるが、そのわずかな動きさえ許すまいとでもいうように、更に奥へと雄が押し込まれた。


　互たがいの荒い息だけが聞こえてくる。肩かたで息を吐はく様が、快楽に溺おぼれた証あかしのようでもあり、藤也は小さく笑う。


　───……ちょっとは、将臣に近づけたのかな……。


　首筋を流れ落ちる汗は気持ち悪かったが、そう考えるとシャワーを浴び終えるぐらいまでは我慢できそうだった。


　眦まなじりからこめかみにかけて将臣が口唇くちびるを押し当ててくる。その優やさしい感かん触しよくに藤也はうっとりと鳶とび色いろの瞳ひとみを閉じる。このままほんわりとしていたい所だが、そういうわけにもいかないだろう。


　将臣の手が腰を押さえた。


「ん───っ」


　ずるりと音を立てながら欲望を吐き出したばかりの雄が抜け出ていく。その感触が好きになれなくて、藤也は微かすかに眉まゆをひそめた。いつまで経たってもこれだけは慣れない。ねちゃりとした液体の存在を感じて、『男に抱かれている』という現実を眼前に晒さらされているようだと感じるからだろうか。


　それでも、身体の奥で将臣の劣れつ情じようを最後まで受け止めきったことにひどく満足して、藤也は力の入らない身体をベッドの上に投げ出した。とろとろに溶とけてしまいそうな心地よさに、藤也がぼんやりとしていると、将臣の声がする。


「まだ、終わりじゃないぞ？」


「───ぁん？」


　ベッドの上に脚を投げ出して座っていた将臣に、脱だつ力りよくしている身体を引き起こされた。力の入りづらい手を首に回され、ほとんどしがみついているような状態で膝の上に座らされてしまう。こぽりと空気が小さく漏れる感触と、どろりとした欲望の残ざん滓しが流れ落ちる感触に、藤也は眉をひそめた。


　このままでは将臣の脚を汚よごしそうだと思った藤也が微かに腰を持ち上げると、将臣がその腰をそのまま引き寄せる。


「次はこっちだ」


　ちょうど秘処の真下に将臣の雄があてられる。


「ほら、そのまま腰を落とすんだ」


「───んっ」


　将臣が、向き合っている藤也の背中に指先を這はわせながら耳許で囁ささやく。耳みみ朶たぶを掠める熱い吐息に藤也は身体を震わせた。だが、将臣の言うがままに自ら雄の上に腰を落とすような恥ずかしい真似まねはできそうにない。


　───……自分からしてくれって言ってるような体勢じゃんかよっ。……んで、こんな恥ずかしいこと……っ。


　そんな体勢を強要しようとしている男の肩口に顔を伏ふせながら、藤也は内心で将臣を罵ば倒とうする。


「藤也───？」


　欲望にまみれた将臣の声に、藤也は息を呑のむ。既すでに一度挿いれられている秘処は、その先に待つ快楽を知っており、すぐそこにある雄を欲しがり淫みだらにひくついている。入り口を弄もてあそぶように行き来している将臣の漲みなぎりがひどく熱く感じられた。


　それを呑み込むことで、自分の中の何かが変わってしまいそうで、藤也はその最後の一線を越こえることができない。だが、躊躇ためらうように微かに揺れている藤也の腰を将臣は摑つかみ、強引に引きずり下ろした。


「や、あ───っ」


　長く音を引く悲鳴が藤也の口をつく。自重を受けていた身体が、ずぶずぶとより深く将臣の雄を呑み込んでいく。内側に残っていた残滓が潤じゆん滑かつ剤ざいの役割を幾いくらか果たしているようで、呆あつ気けないくらい簡単にすべてを収めきる。


　いつも以上に身体からだの奥に感じる熱いモノに、藤也は脱力しきってしまい将臣の胸にもたれている。思っていたよりもこの体位は受け入れる側に負担を強しいるのか、それとも一度終わっているからなのか、藤也は肩で息をついていた。


　汗のせいでこめかみに貼はり付く髪を、将臣の指先が優しく搔かき上げていく。その感触に多少落ち着きを取り戻もどした藤也だが、すぐに先ほどよりも身体の内側が熱くなり、どくどくと脈打つ将臣の雄おすをより大きく受け止めてしまうことになった。


　もちろんこれで───挿れただけで終わるわけがない。


「そのまま、動けるか？　自分で腰こしを振ってみろ」


「───な……っ。……そんなことできるか……っ。───っあ」


　将臣の言葉に反応して藤也は身体を起こしたが、急激に体勢を変えたために、中に留とどまっている雄に前立腺を押されてしまった。その刺激に藤也は無意識のうちに秘処を締しめつけ、より一層お互いの快感を煽あおってしまう。


　それは蹂躙者への刺激にもなり、将臣は小さく息を詰つめる。


「……っつ。それくらいできるんだったら、動けるだろう？　動いてみろ」


　だが、その衝しよう動どうを堪えた将臣は耳みみ許もとで、藤也が聞くに聞けない命令をする。


　───で、きるわけが、ない……っ。


　下手に身み動じろぎ一つできない藤也は、なるべく身体を縮こまらせて、これ以上下手な刺激をしないようにと息を詰めている。そんな逃にげを打つ藤也に、将臣はにぃっと口唇を歪ゆがませ身体を支えていた腕を動かし始めた。


　将臣の太ふと股ももを跨またぐようにして両りよう脇わきに突ついた膝ひざに手を掛かけられ、ぴくりと藤也の身体が反応する。もちろんそれに連動するように秘処が収縮して、その欲望の形をリアルに藤也に教えてしまう。


「───っう」


「馬ば鹿かだな。何も自分から煽ることもないだろうに」


　くつくつと喉のどの奥で笑われるが、藤也はそれどころではない。将臣がわずかに身動ぐ度たびに奥深いところを微び妙みように搔き回されるような感触に、どうしようもなく身み悶もだえる。強い刺激が欲しくて、またしても秘処の入り口が収縮を繰り返している。


「どうしても、自分で動きたくないか？……だったら、そうだな。お前のすべては俺のモノだと、その口で言ってみるんだ」


「な───っ」


　かさついた口唇を指で撫なでられながら言われた言葉に、藤也は驚きよう愕がくする。自分のすべてが将臣のモノだと言うのには、かなりの覚かく悟ごがいる。それは将臣に何をされても構わないと認めるのに近いからだ。


　───そんなこと認めたら、何をされるかわかったものじゃない……っ。


　今のこの体勢でさえ強引に押し切られたようなもので、藤也が望んだことではない。これ以上の行こう為いを強しいられるとわかっているから、将臣が望む言葉は絶対に口にしたくない。


　言わないという意志の固さを表すように藤也はきゅっと口唇を嚙かみしめる。


「言う気にはなれない？」


　口唇にあてられたままだった指先がつっと項うなじを撫で下ろした。その普ふ段だんなら何でもないような刺し激げきにさえ藤也の身体は震ふるえ、将臣を呑み込んだ身体の奥に微かな快楽が生まれていく。


　触ふれるか触れないかという曖あい昧まいな指先が肩けん胛こう骨こつをなぞりまた這い上がっていく感触に、時折藤也の身体が反応し秘処が将臣の雄を締めつけてしまう。だが、藤也は小さく鼻を鳴らすだけで、微かな声さえも漏もらさなかった。


　どうしても肝かん心じんの言葉を口にしない藤也に、将臣は酷こく薄はくな笑えみを向けた。その何とも言えない嫌いやな感じの笑みは藤也の身体を震わせる。


「なに、すんだよ……」


　将臣の手が背中を撫で下ろし、微笑ほほえみを浮うかべたまま腕うでで腰を捉とらえ、動けないようにされてしまう。藤也はその密着した体勢から、じわじわと広がっていく搔そう痒よう感に腰が勝手に動きそうになるのだが、拘こう束そくされた身体は動くに動けない。


　唯ゆい一いつ、自由に快楽を感じられることを赦ゆるされた秘処だけが蠢うごめいている。


　───……ば、かやろー……っ


　より深い刺激を欲して、少しでも奥へと蠕ぜん動どうを繰くり返す秘処を、藤也は意識しないようにしているが、考えないようにしようと思えば思うほど、我を忘れるほどの刺激が欲しくてたまらなくなる。


「───っぁ」


　より奥へと誘さそい込もうとする秘処の動きに合わせて、藤也の口から殺しきれない甘い声が漏れた。だが、決定的な刺激は一向に与あたえられないし、自ら貪むさぼろうにも将臣の腕が動くことを許さない。


「やぁ……」


　欲望だけを求めた自分の甘やかな声に気づいて、羞しゆう恥ちのあまり藤也は将臣の身体にしがみついた。それでも将臣が動かないことに焦じれて、力の入らない拳こぶしで硬かたい胸を叩たたく。


「───言う気になったか……？」


「あ───、ああんっ」


　耳朶を口唇くちびるで挟はさみ込まれながら囁かれると、無意識のうちに藤也は秘処をきゅぅっと締めつけてしまう。下腹部にはっきりと感じる欲望の形に、藤也の理性はついに陥かん落らくした。


　腰を拘束している腕ごと身体を揺ゆらし始めたのだ。最初は小刻みに揺らしているだけだったモノが、段々大きく振ふれていく。


　その動きに気がついた将臣は、藤也に悟さとられないように注意しながら、慎しん重ちように拘束している腕の力を緩ゆるめていった。だが、それでも将臣自ら動くようなことはせずに、藤也の好きにさせる。


　藤也の動きはまだ恐こわ々ごわとしていて、わずかに抜ぬいては息を詰めて元に戻すような小さな動きだ。その焦じれったいとしかいいようのない拙つたない動きに、将臣は口唇を嚙みしめる。深く大きく突きあげたい衝動を堪こらえているのだ。


　どうしても藤也に『すべてが将臣のモノだ』と言わせてみたくてならないのだ。


　どうしたらいいのかわからなくて、ただ浅い抜き差しを繰り返していた藤也だが、すぐにそれだけでは物足りなくなってくる。知らず知らずのうちに自分でいいところを刺激しようと、徐じよ々じよに動きが大きくなった。


　初めは将臣にもたれ掛かっていた肢し体たいも、動きが激しくなるにつれ自分で支えるようになり、将臣の首に手を掛けただけの状態になっていた。


　抜くときは身体の力を抜いて、また入れるときは少しだけ力を込こめ緩やかな摩ま擦さつを生じさせる。しかもちょっと角度を変えてやるだけで前ぜん立りつ腺せんを刺激し、強い快楽をもたらしてくる。だが、どこかにまだ羞しゆう恥ちを感じる理性が残っているのか、将臣がもたらしてくれる、すべてが真っ白になるほどの快楽は訪おとずれてこない。


「ぅん───っ。……なん、で……っ」


　あと少しだというのに、薄うすい膜まく一枚に遮さえぎられて最高の快楽が得られないもどかしさに、藤也の目め尻じりに生理的な涙なみだが浮かんでくる。慣れない動きをしているせいか、太股が引きつったような感じになる。


　それでも、自分で辿たどり着けない快感の極きわみに上り詰めたくて、結局将臣の思おも惑わく通りの言葉を吐はき出した。


「お前の、モノだよ……っ。───……っくしょうっ。好きだよっ」


「よく言った───。お前は、俺だけのモノだ。それを忘れるな……」


「───っあああっ」


　下から将臣が突き上げてきたので、肩かたを摑つかんだ指先にぎりっと力が込められる。自分だけが動いているときよりも、もっと奥に抉えぐり込まれる律動に堪えられず、数度突かれただけで藤也の雄は快楽の証あかしを吐き出していた。


「や、あ、……っあ、───っ」


　それでも止まらない突き上げに前立腺を押され続け、藤也の喉が掠かすれるほど声を上げ続ける。白はく濁だくとした液体を出した後も達いき続ける感覚に、藤也の頭は朦もう朧ろうとし始め、快楽だけしか受け取れなくなっていく。


　吐精したあとで萎なえてもおかしくなかった藤也の欲望は、すぐにまた硬く勃たち上がっていた。


　だが、将臣が一ひと際きわ深く突き入れ劣れつ情じようを解放させ、直腸に焼けつく液体を感じたときに、また藤也の雄おすも果てていた。


　ふつりと糸の切れた操あやつり人形のように、藤也の身体からだがくずおれる。茫ぼう洋ようとした意識が失しつ墜ついする直前、口唇に優やさしい感かん触しよくがあったことに幸せを感じながら、ゆっくりと藤也は安あん寧ねいに沈しずみ込んでいった。


「───藤也？」


　ぺちぺちと頰ほおを叩くが、一向に目覚める気配のない藤也に、将臣は小さく舌打ちをする。身体の中に燻くすぶる熱はすべてまだ吐き出していない。


「意識のない奴やつを抱だいても、な───」


　腕の中でぐったりとしている藤也に苦く笑しようする。快楽の中で意識を失ったからか、陶とう然ぜんとした寝ね顔がおは、ひどくそそられた。だが、とりあえず今はこれで満足してもいいだろう。


「また、今度だな……」


　汗あせでべたつくこめかみに口くち接づけを一つ落とし、いつもは藤也が自分でしている身体の後始末をしてやろうとふと考えて、意地の悪い笑みを将臣は浮かべていた。
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　変わることのない日常のように、藤也が遅おそい朝食を作っている。もっとも既すでに十一時も過ぎているから、早い昼食だと言った方がいいのかもしれない。


　昨夜の気け怠だるさは身体の節々に残っているし、無理な運動を強しいられたせいか、滅めつ多たになったことのない筋肉痛までもおこしている少しばかり不自由な身体を、気力だけでどうにか動かしている。いつもであれば勝手に後始末をされようものなら、気がつくなり怒おこっているところだが、身体があまりにもだるすぎて、このときばかりはちょっと感謝してしまったくらいだ。


　───何だかなあ……。結局、将臣のいいように丸め込まれた気がしないでもないなあ……。


　疲つかれた溜め息が藤也の口から漏れるのも仕方ないだろう。結局、あれだけ自分の欲しかった言葉はもらえずに、今までと変わらない関係でいることを認めたようなものだ。それでもどこか穏おだやかでいられるのは、将臣の言葉に噓うそがないと信じられるからだ。


　───お前だけだって……、言ってくれたからな。とりあえず、それでいいや。


　聞き取るのさえ難しい、ほとんど独り言のような将臣の台詞せりふは、まるで告白のようにも聞こえた。『好き』だという言葉をかたくなに口にしない将臣の、『執しゆう着ちやくしている』という言葉はそれだけでどんな言葉よりも貴重だろう。


　だからそのときのことを思い出す度たび、だらしなくにやけてしまうのは仕方ない。両想いだなんて状態は今まであり得なかったのだ。


「と……っ。やばいやばい」


　乾かん燥そうバジルと粉チーズを混ぜたオムレツを焦こがしそうになり、慌あわててフライパンを火から下ろす。何となくおいしいパンを食べたくなって、わざわざ買い出しに行ったのだ。パン屋まで少し歩いたので、かなり疲れたがそれだけのことはあった。


　焼きたてのクロワッサンはさくさくとしたいい音を立てそうだし、生き地じに胡桃くるみが練り込まれているものは香こうばしい匂においがしている。


「やっぱ腹ごしらえが一番大事ってね」


　匂いを嗅かいだ途と端たんにぐーぐーと鳴って止まらなくなった腹の虫が、昨日の昼から何も食べていないことを自覚させる。待ちきれなくてつまみ食いをしたのだが、かえって余計に腹が減ってしまって仕方ない。


　かりかりのベーコンが載のっているお皿にオムレツを移し替かえる。うまくいけば中はとろとろのはずだ。サラダは面めん倒どうくさかったので、適当にちぎったレタスと櫛くし形がたに切ったトマトを皿に盛っただけだ。栄養のバランスのためにあえて作ったが、今はあまり腹の膨ふくれないモノに掛かける手間が惜おしいのだ。


　自分用に将臣のモノよりも卵一つ多いオムレツを焼き始める。焦がさないように、崩さないようにと将臣のモノより慎しん重ちように作ったので、至し極ごく満足のいくものができた。作りたてはやっぱり温かいうちに食べたいので、手早くダイニングテーブルに並べる。


「さてっと、コーヒーも入ったし、飯にしよう！」


　ぱたぱたと足音も軽くベッドルームに向かう。


　きっちりと閉めたところで、ブラインドはその構造上どうしても隙すき間まができる。その細い隙間から射さし込む陽光が、床ゆかに綺き麗れいなボーダーを作っていた。


「将臣？　起きろよ」


　今日も仕事はオフである将臣は、藤也がベッドから抜け出したときの体勢のまま眠ねむっている。


　初めは違い和わ感しか感じなかった将臣の黒くろ髪かみだったが、傍そばで嫌いやというほど見てしまえば慣れてしまうモノだ。しかも、色が変わっただけで、中身が変わったわけではないのだから、余計になれるのも早かった。


「起きろってば」


　じゃっと勢いよくブラインドを上げたが、将臣は身み動じろぎ一つしない。昨日のことを考えればそれも当然かもしれないが、お腹なかが空すきすぎて自然と目を覚ましてしまった自分が、ひどくお間ま抜ぬけな感じだった。


　そんな八つ当たりも手伝ってか、藤也は将臣の髪かみを一ひと房ふさ摑つかみ思いっきり引っ張る。


「飯が冷めるぞ」


　耳みみ許もとに口を寄せて声を張り上げると、ようやく将臣の意識が浮ふ上じようし始めたらしく、唸うなり声が聞こえてきた。だが、完全に起きる気配はなく、顔をしかめてわずかに体勢を変えるとまた眠りにつこうとする。


　───何だってんだっ。……っ、見てろっ。


　それに気がついた藤也は、むっとしてサイドテーブルに置かれている目覚まし時計を手にすると、アラームのセットを今の時間に合わせ、寝ねている将臣の耳許に近づけ無情にもスイッチをオンにした。


　途端に炸さく裂れつした音の洪こう水ずいに、将臣が驚おどろいて跳はね起きる。あまりの反応の良さに藤也自身も驚いたが、とりあえず挨あい拶さつだけはする。


「……おはよー。飯できてるぞ。でもって、オレは腹が減ってる！」


「───耳許で目覚ましを鳴らすな」


「だって、お前が起きなかったのが悪い」


　将臣が不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやくが、藤也は気にせずとっとと持っていた目覚まし時計を元に戻もどす。そして、ちらりと将臣に視線を遣やった。こうして陽光の中で今の将臣を見ると、どこかしら違和感を感じる。


「……髪、元に戻すんだろ？」


「ああ。今日の夕方に美容院の予約を入れてある。───色を抜ぬいている方がいいのか？」


「うー、だって、そっちの方がつきあい長いじゃん。どうも変な感じがするんだよ」


　起き抜けの一服を堪たん能のうしていた将臣は紫し煙えんを藤也に向かって吹ふきかけ、その煙けむりに軽く噎むせた藤也に口の端はしを微かすかに持ち上げただけの意地の悪い笑顔を見せる。


「この姿は家族以外誰だれも知らない。事務所に紹しよう介かいされたときは義理の母親の助言で、先に色を変えていたからな。───光栄に思え」


『ショウ』が『芹沢将臣』であることを知る者は少ない。その中でもこの本当の姿を知っているのは更さらに限られている。その事実の意味することに気がついて、藤也は嬉うれしそうに笑った。将臣の方は今更のように藤也が望む言葉を与あたえてしまったことに気がつき、憮ぶ然ぜんとしている。


「あ、パン、焼きたてのやつ買ってきたんだ。冷めちまう。先に食べてるぞ」


　少し照れてしまうような空気に藤也は無意識のうちに逃にげ出す。いくら両想いだとわかっていても、甘々でべたべたな雰ふん囲い気きにはなれない。妙みように照れてしまうし、そんな雰囲気に溺おぼれるのは自分らしくないという思いがある。


　───まあ、なるようにしかならないんだろうけど……。でも、将臣がべたべたと甘えてる図なんて想像つかないしなあ……。


　一いつ瞬しゆん、今までの数少ない彼女たちの、藤也とつきあっていたときの様子を、将臣の姿で想像してしまい、藤也は顔を真っ青にしてその場にしゃがみ込んでしまった。何かを吐はき出しそうになるのを口許を押さえて堪こらえている。


　───……やばい……。絶対、やばい……。何でそんなことを思いつくんだオレ……っ。


　半分涙なみだ目めになるほど怖こわい想像をしてしまった自分に対して、藤也は罵ば声せいを浴びせていく。


「……いい。今のままで、いい……。オレも今まで通りのままでいる……。ぜってー、変わらねえっ」


　彼女たちの行動を、自分が真似まねすると考えただけでも鳥とり肌はだが立つくらいなのに、それを将臣で想像するのがそもそもの間ま違ちがいなのだ。


　両想いになったからといって、世の中にあふれているラブラブカップルのように、周りに見せつけるつもりもないのだから、今まで通りでいいのだと納なつ得とくした藤也は、今し方の怖い想像を無む理り矢や理り頭から追い払はらう。


「───飯だ……。腹が減ってるから、こんなことばっかり考えつくんだっ。目め一いつ杯ぱい食ってやるーっ」


　そう結論づけると後の行動は自おのずと決まってくる。ダイニングテーブルに着くなり、将臣が来るのも待たず先に食べ始めた。フォークをがしがしと動かしオムレツを口に運んでいく。クロワッサンを三口で胃に収め、八つ切りにしたトマトを一口で頰ほお張ばっていく。


　なので、ガウンを羽織っただけの将臣がようやく姿を現したときには、藤也の食事は半分以上終わっていた。ある程度お腹が満たされたので、食べ始めたときと比べるとフォークを口に運ぶスピードが格段にゆっくりとなっているし、思考が変な方向へ拡散していかない。


　なかなかいい具合に仕上がった半熟加減のオムレツに満足しているし、目の前でいつもと変わらない表情でパンをちぎっている将臣にも満足している。だからだろうか、不意に恵美花の言葉を思い出して、躊躇ためらいがちに将臣に問い掛けた。


「そういや、お兄さんの様子、どうだったんだ？」


「別に、ただの盲もう腸ちよう炎えんだ。たいしたことはない」


「そっかあ、よかったな。でも……、実家に戻もどるのか？」


　ちょっとどころではなく気になるかもしれない。一人暮らしを自分が決めたとしても、肝かん心じんの将臣がここにいなければ話にならない。しかし、将臣は何でそんなことを思いついたのかと呆あきれながらも、嫌そうな顔できっぱりと断言する。


「家には戻らない。今更戻るつもりもないしな」


「ほんとに？……恵美花さん……」


　将臣の言葉に、藤也はからかわれていたのだろうと、虚うつろな目で溜ため息を漏もらす。恵美花には知られたくなくてじたばたと否定しているのだが、彼女は端はなから信じていないらしく、事あるごとにちょっかいを掛けてくる。


　───……でも、絶対、将臣とのことを認めてなんかやらないっ。


　将臣との関係が正面切ってばれているわけでもないのに、これだけ遊ばれているのだ。もし将臣とのことが恵美花の考えているとおりだったなどと知られたら、今まで以上に派手にからかわれて遊ばれることは必至だろう。


「どうかしたのか？」


「うー、何でもないっ」


　小さく恵美花の名前を呟いた藤也の声を耳にしたらしい将臣が不ふ審しん気げに訊たずねてくる。だが、藤也はフォークをばたばたと振ふり回し何でもないと態度で示した。しかし、藤也の頭の中は恵美花のことで一杯だ。


　特に今までとは違ちがい、名実共に『恋こい人びと』になってしまった自分たちの状態も考え合わせると、とんでもなく怖い。


　───ぜっったい、恵美花さんに知られたくないっ。


　こめかみにたらりと汗あせが流れ落ちてくるほどの、嫌な状じよう況きようがいとも簡単に想像できて、藤也は振り回していた手を止め頰ほおを引きつらせる。だが、そのぎこちない様子を将臣は余計不審に思ったようで、口に運びかけたコーヒーカップを止めて、こちらを窺うかがっている。


「あーっ、モデルいつまで続けんだ？　モデル辞やめたらここから出てくのか？」


　焦あせった藤也は露ろ骨こつに話を逸そらそうとして、どこかずれた質問をしてしまう。だが、これもちょっとは気になっていたことで、思わず口をついて出てきたのだ。将臣はあきらかに訝いぶかしげな顔をしてみせたが、それでも一応藤也の話に乗ってみることにしたらしい。


「……ここは買ったもので支し払はらいも済んでいる。このまま仕事を辞めても暮らしていけるが、退たい屈くつだしな。やれるうちはやり続けるさ」


「そっかあ……」


　本人にモデルを続ける気があると知って、藤也はちょっとだけ嬉しくなる。仕事に対する将臣の真しん剣けんさが好きだからだ。ほんわかとした気分でトマトにフォークを突つき刺さす。もっとも自分とのことを隠かくす気があるのかないのかはっきりしない将臣が、恵美花の経営する事務所に所属しているということを、すっかりと忘れている藤也だった。


　将臣も将臣で、気になっていることがあったのだろう。一人で勝手にほのぼのとしている藤也に向かい、おもむろに口を開く。


「昨日は、何だったんだ？」


「えっ？　あー、うん。まあ……」


　いきなり昨夜のことを訊きかれて、藤也は目に見えて狼狽うろたえた。きょろきょろと視線を動かし、どうやってごまかそうかと忙いそがしく思考を巡めぐらせる。だが、焦っているうえに、将臣相手に上手うまく言い逃のがれなどできはしない。


　あちこちに目を遣りながら口くち籠ごもっている藤也に、将臣は意地悪く目を細めて微笑ほほえみながら、追い打ちを掛かける。


「何が原因で、あんなことになったんだ？」


「いや、えーと……」


　内心の動どう揺ようを隠そうとトマトに何度もフォークを突き刺し、ぐしゃぐしゃにしてしまうが、それでも手を止められない。


　───……あんなこと、昨日の一回で充じゆう分ぶんだっ。


　そうでなくても、自分の行動を誉ほめてやりたい反面、穴があったら入りたくなるほど恥はずかしいのだ。勢いって凄すごい、と藤也はある意味感心するが、自分以外見ないでくれ、と女め々めしいことを言っているのも同然の言動は、やっぱり恥ずかしい。


　しかも、その行動に走った理由が、くだらないといえばくだらない。藤也にとっては一世一代の決断にも近かったが、人によってはそんなことで、と呆れられても仕方がないようなモノだ。できればそんな恥ずかしいことは口にしたくない。


　だが、言い澱よどむ藤也に、将臣の方は更に微笑みを深くした。


「何か、理由があるはずだろう？　それとも……、夕べのように身体からだに訊いてみようか？　その方が楽に言えるか？」


「───っ。ぜっったい、嫌いやだっ。もう、あんなこと二度としないっ。絶対だからなっ」


「だが、素面しらふで言いたくないんだろう？　だったら、身体から攻せめた方が手っ取り早い」


　見る者がうっとりするような悠ゆう然ぜんとした笑え顔がおも、藤也からすれば口にしたら最後、必ず思い通りにことを運ぶ悪あく魔まの笑顔にしか見えない。そんな将臣から少しでも離はなれようと、藤也は狭せまい椅い子すの上で身体を仰のけ反らせる。


「藤也？」


　空気を震ふるわせるほど低く、楽しんでいるのがあからさまな口調で、将臣に自分の名前を呼ばれ、藤也はぴくりと身体を震わせた。あちこちに動かしていた視線を、おそるおそる将臣に向ける。


　黒い瞳ひとみの視線が逸れることなく自分を見つめていることに、むっとした藤也は唸うなりながら逆に睨にらみ返した。だが、将臣はすっと目を細めるだけで、藤也が睨んだことなど露つゆほどにも感じていない。


　───むかつくーっ。


　鼻に皺しわを寄せてますますきつく睨みつけたが、まったく埒らちがあかないことに藤也が疲つかれてしまった。やがてはあと大きく溜め息をついて、手にしていたフォークを皿に投げ出してコーヒーを手にする。


「仕事の都合でアメリカに行ってた親が戻もどってくるんだよ。で、一いつ緒しよに住もうって言われて、どうしようかって迷ってたんだ」


　一人暮らしするにしても金は出してもらえないだろうし、とカフェオレもどきをすすりながら藤也が言うと、将臣はいいことを思いついたと言わんばかりの表情をしてとんでもないことをさらりと口にする。


「ここに越こしてくるか？　部屋ならあったはずだ」


「いや。絶対にいや」


　将臣の言葉が終わらないうちに、藤也は即そく答とうしてしまう。とはいえあまり深くは考えておらず、反射的に返してしまったのだが、それは確実に将臣の機き嫌げんを損そこねたようだ。それまでのどことなく楽しげだった雰ふん囲い気きが、急激に冷ややかになっていく。おそらく藤也ぐらいにしか気づけないだろう、その微かすかな変化に慌あわてて、言い訳にもならない言い訳を口にしてしまう。


「あーっ、だって、ほら、親に何て紹しよう介かいすればいいかわからないしっ、兼田とか友達にここのこと言うわけにもいかないしっ。だからだめっ。ここには住めないっ」


　肩かたで息をするほど大おお袈げ裟さに言い募つのってみせたが、どう考えても将臣との同居など、死んでもしたくない。


　───んなことになったら、毎日セックスされるのかっ!?　体力が持つかっていうんだっ。


　本当は怒ど鳴なりつけたかったが、それでも本音を呑のみ込んだのは、逆にその言葉で刺し激げきされた将臣が、強引に同居話を推おし進めようとするかもしれないと危き惧ぐしたのだ。自分で墓穴は掘ほりたくない。


　藤也の勢いに負けたのか、それとも一応は納なつ得とくしたのか、将臣は小さく鼻を鳴らしてオムレツに手をつけ始めた。それに安あん堵どした藤也は、渇かわいた喉のどを潤うるおそうとカフェオレもどきを手にしてぽつぽつと話を続けていく。


「で、結局、一人暮らしすることに決めたんだけど、親を説得しなきゃいけないし、反対されたら生活費どうするかなあとか、いろいろ考えてんだよ」


「だったら、その分バイト料を上乗せするか？」


「冗じよう談だんじゃない。今だってもらいすぎだっつうの。ちゃんと見合った分だけでいいっつってんのに……。これ以上もらうようなら、すっぱりバイトを辞めるぞ」


　半ば脅おどすような藤也の言葉に、将臣はあからさまに嫌な顔をするが、バイト料に関しては藤也も退ひけない。これ以上将臣に対して負い目のようなものは持ちたくないし、さらにはそれを盾たてに取られて、今以上の無理難題な我が儘ままをきかされそうで怖こわいとも思ったのだ。


　だが、自分が一人暮らしをすることを、妙みように喜んでいるような将臣の様子に、藤也はいくらかの不信を覚える。基本的に誰だれが何をしていても、まったく関心を示さない将臣だけに、気に掛かるといえば気に掛かるのだが、どうして将臣が興味を持っているのかがわからない。


　───……考えてもわかんないしな。将臣のことはほっとくか。それよりも、どうやって親を説得するかだよなあ。なんかいい理由ないかねえ。


　残っているオムレツを綺き麗れいにさらえながら、使えそうな理由をどんどん思い浮うかべていく。


　最初から大学出たら家を出るつもりだったから、少しだけ早くなっただけだとか、また転勤があったとき引っ越しが面めん倒どうだからこのままでいいとか、そんなんじゃ弱いかなあ、などと会心作のオムレツの味すら上の空で考えてしまう。


　だが、かちんというフォークと皿の当たる硬こう質しつな音で、藤也はふと我に返り渋じゆう面めんを作った。結局の所、最初に会ったときから将臣のすることを受け入れていた自分は、なんだかんだと言いつつも将臣にとって都合のいいように自分が動いていることに気がついたからだ。


　───まあ、一人暮らしの件はオレの希望も入ってるけどさ。でもなあ……。


　一人暮らしをする最大の理由は、自分が将臣と一緒にいたいからなので照れてしまうのは仕方がないが、家政婦のバイトにしろ、車の運転手にしろ、将臣に振ふり回されている気がしてならない。


「……もしかして、これからも将臣に振り回され続けるのか……？」


　ふっと気がついたことに呆ぼう然ぜんとしてしまう。今までの出来事のどれもが、藤也の許容できる範はん囲い内ぎりぎりだった。しかもまずいことに微び妙みような加減で、限度ぎりぎりになる度に許容限度がだんだんと広くなっていっている。


　───やだっ。このまま振り回され続けるのはごめんだっ。……うん、一人暮らしするかはもう一回考え直してみよう。


　将臣の傍そばにいたいことはいたいが、そこに生じるデメリットをもう一度見直して再考してみないとならない。


　そう決意する自分の正面で、将臣がどうやって同居に持ち込もうかと画策していることにはまったく気がついていない藤也であった。




おまけ







　渋しぶ谷やの一角にあるオフィスビルの、十三階ワンフロアをすべて占しめているモデルクラブ『オメガストリート』の社長室に藤也と恵美花はいた。ほぼ定位置と化している応接セットに向かい合って座っているのだ。


　陽ひが完全に落ちきって窓の外にはネオンが瞬またたいている時間だ。テーブルの上にはアッサムで淹いれたロイヤルミルクティーが置かれている。季節は『涼すずしい』から『寒い』へと移り変わる時季で、温かい紅茶が殊こと更さらおいしく感じられた。


　そのカップを手に、藤也は一人暮らしをすると、恵美花に報告していた。


「ええっ。じゃあやっぱり一人暮らしをするのねえ」


「オレからも言うけど、恵美花さんからも親に言ってくれよ」


「うーん。どうしようかなあ」


　大おお袈げ裟さなほどに腕うでを組んで考え込む仕草をしている恵美花に、藤也は溜ため息をつく。できれば恵美花には言いたくはなかったが仕方ない。少しでも話を持っていきやすいように、周りから固めておいた方がいいだろうという計算の結果だ。


　一時は本気で親と同居でもいいと思うくらい追いつめられた藤也だが、結局は将臣の一言であきらめて一人暮らしを決意したのだ。


　───……あれも、脅きよう迫はくだよなあ。あー、もうっ。


　がしがしと藤也は頭を搔かいて一昨日おとといの夜の出来事を思い返す。











　一人暮らしを思い直してから二日後の夜、藤也は将臣の部屋で夕食を作っていた。


　旬しゆんのサバを味み噌そ煮ににして生姜しようがと白髪しらがネギを飾かざり付け、定番のゴボウとにんじんの金きん平ぴらは胡ご麻まと七しち味み唐とう辛がら子しをたっぷりと利きかしてみた。大根おろしを添そえた揚あげ出し豆どう腐ふは、藤也の好物でよく作るものだ。それにネギと豆とう腐ふ、ワカメに油あぶら揚あげが入った味み噌そ汁しるがつけば充じゆう分ぶんだろう。


「……なんか、料理の腕が上がっても嬉うれしくないしな……」


　夕食込みの家事のバイトを始めて、早いものでもう半年経たっている。それなりにレパートリーも増えたし、手て際ぎわも良くなった。だがどうにも嬉しくないのは、それが覚えたくて覚えたものではないからだろうか。


　がちゃがちゃと皿をテーブルに並べて、パソコンや雑誌、ビデオが詰つまっている仕事部屋にこもっていた将臣を呼びに行く。


「将臣？　飯ができたぞ」


「ああ……」


　吸っていた煙草たばこを消し、パソコンの電源を落とさないまま将臣が部屋を出てくる。明るく色の抜ぬかれた髪かみに蒼あおい瞳ひとみは、いつもの将臣だ。


　───うん、こっちの方が将臣らしいや。


　見慣れた姿の方がやはりしっくりと来るらしく、髪の色が戻もどったときはちょっとだけほっとしたことは将臣には内ない緒しよだ。目の前を歩く、頭一つ分高い長身をわずかに見上げる顔が、ちょっとだけにやけていることももちろん内緒なのだ。


　ある程度食事も進んだ頃ころ、突とつ然ぜん将臣から珍めずらしく話しかけてきた。


「で、親と同居するか、決めたのか？」


「う……っ。いや、まだ……」


　一人暮らしするかもう一回考え直している、とつい将臣に漏もらしたばかりに、事あるごとにどうしたのかと訊きかれていた。その度に言葉を濁にごして即答してこなかったのだが、今回はどうやら将臣の方が先に焦じれたらしい。


「まあ、いい。好きにすればいいだろう。家に戻って夜中出てこられないというのなら、こっちから出向くだけだしな」


「はあ？　冗談じゃないぞっ。親がいるのに来るんじゃねえ」


　持っていたお茶ちや碗わんを落としそうになりながらも藤也は反論した。


「だいたいそんな非常識な時間に人ん家ちを訪ねてくるなっ。しかも、お前のことを親に何て説明すればいいんだよっ」


　唾つばを飛ばしそうな勢いで藤也は言い募つのったが、将臣は涼しい顔でサバを解ほぐしている。こう見えても将臣の箸はしの持ち方はきちんとしていて、実に美しく箸を使う。そんな細かいところまで優ゆう雅がに見えて、こんなときだというのに目を奪うばわれてしまう。


「だったら、同居しかないな」


「はあ？」


　その隙すきをついてぽろりと提案されたそれは、実にとんでもないことだった。如によ実じつに性格の悪さを表したような微笑ほほえみを浮かべている将臣に対して、藤也は間ま抜ぬけな顔をさらしている。


　───冗談じゃないっ。


　最初にこの問題を将臣に白状したときと、同じことを藤也は思った。それこそが一番避さけたい事態なのではないか。なのに何でそうなるのかと口唇くちびるを戦慄わななかせている藤也に向かい、将臣は口の端はしを小さく持ち上げて見せた。


「住み込みのバイトだといえば、納なつ得とくするんじゃないのか？　身元なら、社長が保証してくれるだろう？　それなら問題はないはずだ」


　多少強引な理り屈くつだが、逃にげ道を塞ふさがれて藤也は乾かわいた笑い声しか出てこない。反論らしい反論を藤也ができなかったことで、将臣は同居を承知したとみたらしく、満足そうに微笑んでいる。


　あまりの展開に頭が真っ白になっていた藤也だが、将臣のその微び笑しようを見て背筋に冷たい汗あせが流れ落ちるのを感じた。この手の嫌いやな予感は確実に当たることを身をもって知っているから、躊躇ためらうことなく、この問題にきっぱりとけりをつけることにする。


「一人暮らしするから。うん、そう決めたしっ。恵美花さんからも頼たのんでもらうように言っておくしっ。だから、一いつ緒しよには住まないぞっ」


　そう言った途と端たん、将臣が眉まゆをひそめたのを見て、間かん一いつ髪ぱつで自分の予感が正しかったことに、大きく安あん堵どの吐と息いきをついた。


「いいか。そういうことだから、もう何も言うなよっ？　手も口も出すなよっ？」


　言い聞かせるように将臣を凝ぎよう視ししてみるが、藤也には将臣が素す直なおに言うことを聞いてくれるとはとても思えない。


　───将臣が何か言い出す前に、早いこと、恵美花さんに言っておかないと……。恵美花さんも悪のりするというか、人で遊ぶというか、まあ、うん、恵美花さんとユカリと将臣に手を組まれたら、オレ、もう本当にどうしようもなくなるよ。


　三人でタッグを組まれてしまったときのことを想像して、ちょっとばかり意識が遠のき掛かけた藤也だが、恵美花さえ押さえておけば大だい丈じよう夫ぶだと、変な確信を持ってまだ救われた気になっていた。











　今思い返しても、はあと大きく溜め息が藤也の口からこぼれ落ちる。とりあえず恵美花を引き込むことができれば、かなり大きな戦力になることには間ま違ちがいない。んー、と首を傾かしげて考え込んでいる恵美花にちらりと視線を遣やる。


「そうねえ。いいわよう。姉さんには私からも言ってみるわぁ」


「ほんとに？　ありがとうっ」


　間延びした独特のしゃべり方で恵美花が頷うなずいたことに、藤也は喜んで相そう好ごうを崩くずす。


　───恵美花さんが、この四年の間、しっかりやってたって言えば、少しは安心するだろうし、何より実績があるからな。


　今まで仕送りがあったとはいえ、自分で必要な生活費はきちんと稼かせいで暮らしてきたのだ。いくら親でも頭ごなしに反対はできないだろうと、藤也はほくほく顔でロイヤルミルクティーに口をつける。


　だが、恵美花にぽんと手を叩たたかれ、藤也は視線だけを彼女に向けた。にっこりと笑いかけられ、ぞくりとした悪お寒かんが藤也の背筋を走る。


「だからぁ、ここでバイトしなさいよう。お金はあるにこしたことないでしょお？」


「な……っ、……だよ、それはっ。しないっ。絶対にしないっ」


　飲みかけのミルクティーに噎むせ返りそうになり、ごほごほと咳せき込みながら、それだけはしっかりと拒きよ絶ぜつしておく。そうでないと恵美花のことだ。言こと葉ば尻じりを捉とらえていいように使われてしまうのは目に見えている。


「なんでえ？　いつもショウといられるしぃ、お金は手に入るしぃ。いいことずくめじゃないのお」


「そんな大変なことはしないっ」


「うーん、じゃあん、ユカリの付き人はあ？　ユカリもトーヤくんのことかなり気に入ってるみたいだったしぃ」


　一回拒きよ否ひされたぐらいでは、簡単に引き下がるほど甘い性格をしていない恵美花は、彼女にとって都合が良さそうなこと───得てして、藤也には厄やつ介かい事ごとのタネにしかならないことを次々と上げていく。


　それに対して、藤也はいちいち律りち儀ぎに全部否定していく。きちんと断っておかないと、『だってぇトーヤくん、嫌だっていってなかったでしょお？』と押し切られてしまうのだ。しかも、自分の付き人は断っておきながら、ユカリの付き人なんぞやっていることが将臣に知られようものなら、大変なことになるのは目に見えている。


「……そ、そんな怖こわいこともしませんっ」


　頰ほおを引きつらせながら藤也がきっぱりと断ると、恵美花は口唇を尖とがらせ拗すねた表情で文句を言い出した。


「ええっ？……じゃあ、口くち添ぞえするのやめちゃおうかしらあ。私のメリットがなあんにも、ないわよねえ？」


　語ご尾び上がりの脅おどしつけるような恵美花の口調に、藤也は引きつった頰が元に戻らなくなった。そんな藤也の様子に、恵美花はパールピンクの口紅が綺き麗れいに塗ぬられた口唇をくすりと歪ゆがませる。藤也はひくひくと痙けい攣れんする頰をどうにか押さえ込んだ。


「そ、それは困るってばっ。それくらいしてくれてもいいじゃないかっ」


「んー。だってえ、姉さんに何か言われるのは私なのよう？　やっぱりぃ、それなりのいいことがないとねえ」


　自分が頼み事をしているという負い目のせいで、いつも以上に分の悪い藤也は、思い切ったことが言えない。恵美花はもちろんそれを知っていて、突つっかかっているのだ。


　───ひ、人の弱みにつけ込んでーっ。


　ころころと楽しそうに笑っている恵美花を、藤也は肩かたを震ふるわせながら睨にらみつける。怒いかりのあまり少々涙なみだ目めになるくらい感情的になっているようだ。藤也のその表情に気がついた恵美花はようやく笑いをおさめた。


「でもぉ、そうねえ……。どーしてもって言うんならあ、一回だけのバイトでいいわよう。ロケについて行ってくれるだけでいいんだけどお……」


「……一回？　本当にそれでお終しまい？　あとで実は長期で三ヶ月でした、とか言わない？」


「言わないわようだ。どお？」


　何かがちょっとおかしいと頭の中で警報が鳴り響ひびくので、藤也は簡単に即そく答とうせずがしがしと頭を搔かきながら唸うなっている。恵美花は冷め切ったロイヤルミルクティーが入っているカップを持ち上げた。その陰かげに隠かくれてパールピンクに塗られた口唇の端が微かすかに持ち上がったことに、藤也は気がつかない。


　うーと小さく藤也が唸っている声に、社長室の扉とびらが叩かれる音が重なる。


「はい？」


「藤也はいるのか？」


「───っ。こんなときにぃ……っ。───あ、でもぉ、そうねえ……」


　恵美花の誰何すいかに名乗らず応こたえた声は、将臣のものだった。それに対して何やらぶつぶつと言っていた恵美花だが、藤也が何やらテーブルになついているのを見て、ふっと瞳ひとみを輝かがやかせる。


「入っていいわよ」


　がらりと口調の変わった恵美花に促うながされて将臣が入ってきた。色の濃こいサングラスに合わせた黒い皮のロングコートは、ベルト飾かざりが複雑に入り組んでいる代しろ物もので、それを脱ぬぐ気配もなく藤也の横にどっかりと座り込む。サングラスを外してテーブルの上に置くと、煙草たばこを取り出して断りもなく火をつける。


　藤也は社長室を訪ねてきたのが将臣だとわかった時点で、恵美花の口添えの約束をあきらめていた。恵美花と交こう渉しよう中に将臣の余計な茶々が入ってしまうと、受けなくてもいいはずの厄介事まで引き受けさせられることは明白で、藤也にとってはいいことなど一つもないからだ。


　───あーあ、次に親から連れん絡らくがあったときには、話をつけてきちんと整えておきたかったんだけどなあ。


　盛せい大だいな溜ため息をついて、藤也は残り少ないミルクティーを飲み干す。藤也は自分のことに気を取られていて、間近で交かわされている二人の話にはまったくと言っていいほど意識を向けていない。なので恵美花の満面の笑えみが、何かを企たくらんでいるモノであることにも気がついていなかった。


「このあいだ、オファーのあった仕事を覚えてるかしら？　あなたが嫌だって断ったけど、もう一度考えて欲しくて保留にしてあったやつ」


「……あれか？　何度言われても同じだ。断る」


　軽かろやかな恵美花の声はいつもよりも舞まい上がっているようで、将臣にその仕事を引き受けさせられる確信があるようだった。だが、将臣の方は引き受ける気は少しもなく、別の方向を向き紫し煙えんを吐き出している。しかし、恵美花は笑顔を崩さずに言葉を重ねた。


「でも、その仕事、トーヤくんをつけるって言ったらどうする？」


　将臣の動きはぴたりと止まったが、数すう瞬しゆん遅おくれて藤也の間ま抜ぬけな声が社長室に響いた。


「はあ───？　なんだよ、それはっ」


　てっきり仕事の話だと思っていたから、自分には関係ないと注意していなかった。そこへいきなり自分の名前が出てきて、藤也は驚おどろいて恵美花を見る。にっこりと自信に満ちた恵美花の笑顔に気け圧おされてしまうのは、仕事の是ぜ非ひが掛かかっているときの恵美花の迫はく力りよくが、そのまま表れているからだろう。


「あら、さっきの口添えのときにお願いしようとしていたことよ？」


「───そうなのか？」


「そうよ。期間はそんなに長くなくて十日間。どう？　それでこれから先も一人暮らしができるようになるのよ。お買い得だと思わない？」


　歌うように恵美花ははっきりと言い切る。だが、藤也はますます不信感が拭ぬぐえずに、鳶とび色いろの瞳を細めじっと恵美花を凝ぎよう視しした。そんな藤也の隣となりでは、将臣が何やら考え込んでいたが、不意に口くち許もとを歪ませて恵美花を見た。


　澄すました顔で藤也の視線を流していた恵美花だが、将臣の視線と目を合わせ、こちらもにっこりと笑い返す。


「ショウはそれでいいのね？　じゃあ、あとはトーヤくんだけね。どうする？　私は別にトーヤくんが姉さんたちと暮らしても、一人暮らしでも、ショウと住んでも、どうでもいいのよ。それこそ他人ひと事ごとだしね」


　そう言って正面に座る恵美花はにこやかに笑い、さらには隣に座っている将臣が蒼あおい瞳を眇すがめて藤也を見ている。


　───こ、こえーっ。絶対に承知させられるじゃんかよっ。逃にげられねえっ。


　たらたらと汗あせを流しながらも、藤也は懸けん命めいに沈ちん黙もくを守っていた。だが───。


「藤也？」


「トーヤくん？」


　同時に二人から名前を呼ばれ、そのプレッシャーに容易たやすく屈くつしてしまうことになったのだ。


「あー、もうっ。わかったよっ。それでいいからっ。恵美花さんも忘れるなよっ？」


「もちろん。だからトーヤくんも、バイトのこと忘れないでね」


　未いまだにあまり信用できない恵美花の言葉に、藤也は眉み間けんに皺しわを寄せるが、それでも渋しぶ々しぶと頷うなずく。この条件を呑のまないと、恵美花だけではなく将臣からもちくちくと、自分が頷くまで言われ続けることだけは、はっきりとわかっている。だったら早々に白旗を揚あげてしまうのが利口な選せん択たくというやつだ。


　───なんで、こんな目に遭あうんだろう……。


　溜め息と涙が同時にこぼれそうになり、藤也は乾かわいた笑いを上げることしかできなかった。そんな藤也に更さらに追い打ちを掛けるように恵美花がとんでもないことを訊きいてくる。


「トーヤくん、パスポートって持っていたっけ？」


「パスポート？　親の転勤のときにもしもってこともあるから一応作ったけど……？」


「期限は切れてないわよね？　だったらいいわ」


「───ちょっと訊いてもいいかなあ？　なんで、パスポートのことなんて訊くのかなあ？」


　嫌いやな予感が頭の中を駆かけめぐり、おそるおそる藤也が問い掛けると、恵美花は優ゆう雅がにカップを傾かたむけながら、意識が遠くなるようなことをさらりと言ってのけた。


「だって、パスポートがなかったらロケについて行けないじゃない。私、お土産みやげはポスターがいいな。ダリのやつ。安いモノでしょ？」


「はいーっ？　どこにロケだってえっ？」


「ニューヨークよ。ロックフェラーセンターのクリスマスツリーって、テレビで見たことないかしら？　それが背景にいるんですって。詳くわしい日程は聞いてないけど、そうね、十一月の終わり頃ごろだと思うわ」


　それまでに少しは英語覚えておいた方がいいかもね、と言われて藤也は目眩めまいを感じる。まさか海外にまでついていかされるとは思ってもいなかった。もうどうとでもなれと投げ遣やりになりかけた意識に藤也は慌あわてて活を入れる。


　───だめだっ。ここで流されるなっ。一回でも前例を作れば、ずるずると同じように引っ張り回されるっ。それだけは嫌だっ。


　今までが今までだけに、ここで食い止めなければ、これから先もいいように海外ロケに連れて行かれてしまうだろう。


「だめっ、やっぱり今のなしっ。オレ、ついてかないっ」


「何言ってるのよ。もう駄だ目めよ。一度言ったことくらい、男なんだからきちんと守りなさいよ」


「そんなあ……」


「本当にいい仕事で、私的にはやらせたかったんだけど、肝かん心じんのショウが承知してなかったのよねえ。本当、トーヤくんてば、うちの社員にならない？」


　もの凄すごく上じよう機き嫌げんな恵美花とは正反対に、藤也はかつてないほど気分が沈しずんでいった。将臣はというと、藤也が一いつ緒しよならいいだろう、と当の本人である藤也の意思はまったく気にしていない。


　三者三様の反応が『オメガストリート』の社長室に広がっていた。











　結局のところ、言げん質ちを取られたために、もう後あと戻もどりができないと藤也が肚はらを括くくってあきらめるまでには、しばらく時間が掛かった。しかも、この一回を盾たてに恵美花が翌年の海外ロケを既すでに画策していることにはこれまた一向に気がついていない藤也であった。




虜とりこにさせるキスをしよう４


声こえなき誓ちかいをその胸むねに





水みず城き薫かおる
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